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52 ブログ・コンポーネントのカスタマイズ


デフォルトのブログ・コンポーネントは、カスタム・ページをレンダリングできるようにカスタマイズできます。

ブログ・コンポーネントのカスタマイズの詳細は、次の項を参照してください。

	
ブログ・アセット・フォームのカスタマイズ


	
CMサイトへのブログ機能の追加


	
RSSフィードのURLのカスタマイズ








52.1 ブログ・アセット・フォームのカスタマイズ


Blogフレックス・ファミリの階層は、要件にあわせて変更できます。属性をブログ・アセット・フォーム内のフィールドとして表示するには、最初に新しいブログ属性を作成し、その属性をブログ・アセット定義に追加します。


注意:

ブログ・カテゴリとブログ・アセットの階層関係を参照するには、ツリー・タブを作成します。ツリー・タブの作成手順は、『Oracle WebCenter Sitesの管理』を参照してください。



この項には次のトピックが含まれます:

	
ブログ属性の作成


	
ブログ・アセット定義へのブログ属性の追加








52.1.1 ブログ属性の作成



ブログ属性を作成してブログ・アセット定義に追加すると、その属性はブログ・アセット・フォームにフィールドとして表示されます。

ブログ属性を作成するには:




	一般管理者としてAdminインタフェースにログインします。
	Blogsコンポーネントが有効になっているサイトを選択します。
	ボタン・バーで、「新規」をクリックします。
	「新規ブログ属性」をクリックします。
	図52-1に示すブログ属性フォームで、フィールドに入力します。


図52-1 「ブログ属性」フォーム

[image: 図52-1の説明が続きます]




注意:

フィールドは、属性に対して選択したデータ型に応じて大きく異なる場合があります。



	
名前: 最大64文字の名前を入力します(空白文字を含めることはできません)。


	
説明: 属性の使用方法や機能について説明した、簡潔なサマリーを入力します。


	
値タイプ: この属性のデータ型を選択します。


	
アセット・タイプ: 属性のタイプがassetの場合、ドロップダウン・リストからアセットを選択します。


	
依存性タイプのミラーリング: 属性のタイプがassetの場合、依存性タイプを選択します。


	
フォルダ: (オプション)属性のタイプがblobの場合、属性値を保存するディレクトリのパスを入力します。


	
埋込みリンクの許可: 属性のタイプがtext、blobまたはURLの場合、属性のコンテンツ・フィールドに他のページまたはWebサイトへのリンクを埋め込むことが可能かどうかを選択します。


	
値の数: 「値タイプ」フィールドで選択したデータ型に応じて、ドロップダウン・リストから「単一」または「複数」のいずれかを選択します。


	
属性エディタ: (オプション)デフォルト以外の入力タイプを使用するには、「属性エディタ」フィールドで、フィールドに適した属性エディタを選択します。


	
(オプション)文字セット: デフォルトのISO文字セット(ISO-8859-1)をオーバーライドするには、この属性で使用する文字セットを入力します。




外部属性を作成する(外部システムでデータを保持する)場合は、次のフィールドに入力します。

	
編集スタイル: この属性を外部システムのネイティブ表として利用できるようにするには、「外部」を選択します。


	
ストレージ・スタイル: 「外部」を選択します。詳細は、「外部フレックス属性の作成」を参照してください。


	
外部ID:この外部属性を格納する表の主キーとなる列(この属性を一意に識別する列)の名前を指定します。


	
外部表: この属性を格納する表の名前を入力します。


	
外部列: 「外部表」フィールドで指定した表の、この属性の値が格納される列の名前を入力します。







	「保存」をクリックします。

属性を作成したら、その属性をブログ・アセット定義に追加します。手順は、次の項を参照してください。












52.1.2 ブログ・アセット定義へのブログ属性の追加



ブログ・アセット・フォームに属性を追加するには、その属性をブログ・アセット定義に追加する必要があります。

ブログ・アセット定義に属性を追加するには:

	
一般管理者としてAdminインタフェースにログインし、Blogsコンポーネントが有効になっているサイトを選択します。


	
ブログ・アセット定義の「調査」フォームにアクセスします。

	
ボタン・バーで、「検索」をクリックします。


	
「検索」フォームで、ブログ・アセット定義の検索をクリックし、「検索」をクリックします。


	
「BlogAssetDef」を選択します。





	
「調査」フォームで、「編集」をクリックします。


図52-2 「ブログ属性」フォーム

[image: 図52-2の説明が続きます]



	
「属性」フィールドで、「使用可能」リストから属性を選択し、「必須」ボタンまたは「オプション」ボタンを使用して属性を「選択済」リストに移動します。選択したボタンによって、ブログ・アセット・フォームでこの属性が必須またはオプションのいずれになるかが決定されます。


	
「保存」をクリックします。

選択した属性が、ブログ・アセット・フォームにフィールドとして含まれるようになります。ユーザーがブログ・アセットを作成するときに、新しい属性が必須またはオプションのフィールドとして表示されます。














52.2 CMサイトへのブログ機能の追加


各種のCMサイトでBlogsコンポーネントを使用するには、それらのサイト用のブログ・ページを作成する必要があります。

Webサイトにブログ機能を追加するには:

	
コンテンツ管理サイトに、Webサイトでのブログ・アセットのレンダリングに使用されるページを作成します。


	
デフォルトのブログ・テンプレートおよびCSElementから、ご使用のサイトのテンプレートおよびCSElementにブログ・コードをコピーします。テンプレートおよびCSElementに挿入した後で、デフォルトのコードに加える必要のある変更内容は、サイトの設定方法によって決まります。


	
BlogsコンポーネントのSiteEntryアセットで指定されているblogsperpageパラメータを、ご使用のサイトのSiteEntryアセットに追加します。




この項には次のトピックが含まれます:

	
ブログ・ページの作成


	
ブログ・コードの追加


	
サイトのSiteEntryアセットへのブログ・パラメータの追加








52.2.1 ブログ・ページの作成



ブログ・ページを作成する前に、メイン・ブログ・ページ(BlogsコンポーネントではFW_RecentBlogsページ)、カテゴリ・ページなど、ページのタイプについて構想を練ります。また、ご使用のWebサイトのレイアウトに合致するブログ・ページを作成するため、サイトのグラフィック、ナビゲーション、機能を決定します。

ブログ・ページを作成するには:




	一般管理者としてWebCenter Sitesにログインし、Webサイトの訪問者にブログを表示するページの作成場所であるサイトを選択します。その後、Oracle WebCenter Sites: Contributorインタフェースのアイコンを選択します。
	メニュー・バーで、「コンテンツ」→「新規」→「新規ページ」を選択します。

タブが開き、図52-3に示す「新規ページ」フォームが表示されます。


図52-3 「新規ページ」フォーム

[image: 図52-3の説明が続きます]





	「新規ページ」フォームで、次のようにフィールドに入力します。

	
名前: 最大64文字の名前を入力します。


	
タグ: ページに追加する1つの語句またはフレーズを入力します。


	
テンプレート: ページをレンダリングするテンプレートを選択します。


	
関連付けられたアイテム: このフィールドの「ドロップ・ゾーン」にコンテンツ(関連する記事など)を追加します。







	「保存」アイコンをクリックします。

ブログ・アセットを表示するページを作成したら、ご使用のWebサイトで新しいページを呼び出してブログの機能をレンダリングするためのサイトのテンプレートおよびCSElementをコーディングします。詳細は、「ブログ・コードの追加」を参照してください。












52.2.2 ブログ・コードの追加



Blogsコンポーネントは、サンプル・ブログ・ページをレンダリングするように構成されています。ただし、ほとんどの場合、ご使用のサイトのレイアウトはサンプル・ブログ・ページのレイアウトとは異なるでしょう。たとえば、サンプル・ブログ・ページでは右のナビゲーションを呼び出しますが、ご使用のサイトでは左のナビゲーションを呼び出す場合があります。テンプレートを初めからコーディングしてブログ機能を組み込むのではなく、サンプル・コードを再利用して自身のテンプレートやCSElementに挿入し、必要に応じてコードを再構成します。


注意:

サイトのレイアウトはサイトのラッパー・エレメントによってレンダリングされます。既存のページに加えて、ブログ・ページもラッパー・エレメントによってレンダリングされるようにするには、デフォルトのFW_Wrapperエレメントからサイトのラッパー・エレメントに該当するブログ・コードをコピーします。



サイトのレイアウト・テンプレートにブログ・コードを追加するには:

	
一般管理者としてAdminインタフェースにログインします。


	
Blogsコンポーネントがインストールされているサイトを選択します。


	
FW_BlogLayoutテンプレートにアクセスします。

	
ボタン・バーで、「検索」をクリックします。


	
「検索」リストで、テンプレートの検索を選択します。


	
「検索」フィールドにFW_BlogLayoutと入力し、「検索」をクリックします。


	
「FW_BlogLayout」をクリックします。





	
レイアウト・テンプレートの「調査」フォームで、「編集」をクリックします。


	
Blogsコンポーネントのレイアウト・テンプレートから必要なコードをコピーし、自身のレイアウト・テンプレートに挿入します。

次の行は、ラッパーからサイトの説明を取得し、サイトをロードします。


<ics:if condition='<%=ics.GetVar("tid")!=null%>'>
  <ics:then>
    <render:logdep cid='<%=ics.GetVar("tid")%>' c="Template"/>
  </ics:then>
</ics:if>

<publication:load name='Publication' field="name"
    value='<%=ics.GetVar("site")%>'/>
<publication:get name='Publication' field="id" output="spubid"/>
<publication:get name='Publication' field="description" output="pubdesc"/>


次の行は、ページの本文を取得します。


String sContainerTName = "FW_BlogContainer";


次の行は、サイト、ページおよびアセットの説明をロードします。


   String sTitle = "";
  if (!"Page".equals(ics.GetVar("c")))
  {
     %><asset:load name='t2' type='<%=ics.GetVar("c")%>'
     objectid='<%=ics.GetVar("cid")%>' /><%
     %><asset:get name='t2' field='name' output='t2Name' /><%
     %><asset:get name='t2' field='description' output='t2Desc' /><%
     sTitle += ": "+(Utilities.goodString(ics.GetVar("t2Desc")) ?
     ics.GetVar("t2Desc") : ics.GetVar("t2Name"));
     } else if (Utilities.goodString( ics.GetVar("p") )) {
     %><asset:load name='t1' type='Page' objectid='<%=ics.GetVar("p")%>' /><%
     %><asset:get name='t1' field='name' output='t1Name' /><%
     %><asset:get name='t1' field='description' output='t1Desc' /><%
     sTitle += ": "+(Utilities.goodString(ics.GetVar("t1Desc")) ?
     ics.GetVar("t1Desc") : ics.GetVar("t1Name"));
}


次の行は、ブログ・レイアウト・テンプレートのスタイル・シートを呼び出します。このスタイル・シートは、サンプル・ブログ・ページのルック・アンド・フィールを定義します。サイトには独自のスタイル・シートが存在するため、Blogsコンポーネントのスタイル・シートから必要なパラメータをコピーして、独自のスタイル・シートに挿入します。Blogsコンポーネントのスタイル・シートと独自のスタイル・シートの間の競合を解決する必要があります。


<render:callelement elementname="FW_Blogs/CSS/blogsCSS/">


次の行は、「ブログのアーカイブ」ページの「詳細」リンクを取得するためのJavaScriptメソッドです。


<script type="text/javascript">
function getMoreBlogs(url) {
  var xhtReq = getXMLHttpRequest();
  xhtReq.open(GET, url, true);
  xhtReq.onreadystatechange = function() {
    if(xhtReq.readyState==3) {
      document.getElementById('moreLink').innerHTML = 
        ' <img src="<%=ics.GetSSVar("baseurl")%>images/wait_ax_tiny.gif/>';
    }
    else if(xhtReq.readyState==4) {
      document.getElementById('archiveDiv').innerHTML = xhtReq.responseText;
    }
  };
  xhtReq.send(null);
}

function getXMLHttpRequest() {
  try { return new XMLHttpRequest(); } catch(e) {}
  try { return new ActiveXObject("Msxml2.XMLHTTP"); } catch (e) {}
  alert("XMLHttpRequest not supported");
  return null;
}
</script>


次の行は、メイン・ブログ・ページまたは指定されたアセットの本文を呼び出します。また、これらの行はブログ・サンプル・ページのヘッダーとフッターも呼び出します。サイトには独自のヘッダーとフッターが存在するため、サイトのブログ機能で必要なコードのみをコピーし、独自のヘッダーとフッターはそのまま残します。


<!--main start-->
<div id="main">

  <!--header start-->
  <%-- <div id="header">
  <!--Call header from here-->
  </div> --%>

  <!--header end container start-->
  <div id="container">
  <!--Body -->
  <%-- Call the container template for the current page subtype --%>
    <render:calltemplate 
     tname='<%=sContainerTName%>' 
     site='<%=sSite%>' 
     tid='<%=ics.GetVar("tid")%>' 
     slotname="BlogBodyContainer"
     c='<%=ics.GetVar("c")%>' 
     cid='<%=ics.GetVar("cid")%>' 
     ttype="Template">
        <render:argument name=p 
         value='<%=ics.GetVar("p")%>' />
        <render:argument name=locale 
         value='<%=ics.GetVar("locale")%>'/>
        <render:argument name=packedargs 
         value='<%=ics.GetVar("packedargs")%>'/>
        <render:argument name=site 
         value='<%=ics.GetVar("site")%>'/>
        <render:argument name=spubid 
         value='<%=ics.GetVar("spubid")%>'/>
        <render:argument name=blogsperpage 
         value='<%=ics.GetVar("blogsperpage")%>'/>
    </render:calltemplate>
  </div><!-- End of container -->
</div><!-- End of main -->

<!-- Footer -->
<%-- <div id="footer">
<!--Call footer from here-->
</div> --%>
</body>


	
サイトのレイアウト・テンプレートに挿入したブログ・コードを要件にあわせて再構成します。


	
他のデフォルト・ブログ・テンプレートおよびCSElementのコードを調べ、該当するセクションを自身のテンプレートおよびCSElementにコピーします。












52.2.3 サイトのSiteEntryアセットへのブログ・パラメータの追加



BlogsコンポーネントのSiteEntryアセットは、一度に1つのWebページ上に表示可能なブログ・アセットの数を指定できるblogsperpageパラメータを指定します。このパラメータはユーザー専用サイトのSiteEntryアセットで指定できます。


注意:

ご使用のサイトのSiteEntryアセットにblogsperpageパラメータを指定しない場合、1ページ当たりのブログ数としてデフォルトの10が使用されます。



カスタムのSiteEntryアセットにblogsperpageパラメータを追加するには:

	
一般管理者としてAdminインタフェースにログインします。


	
ブログ機能を追加するサイトを選択します。


	
ボタン・バーで「検索」をクリックし、サイトのSiteEntryアセットを検索します。

	
「検索」フォームで、SiteEntryの検索をクリックします。


	
「検索」をクリックします。


	
サイトのSiteEntryアセットを選択します。





	
SiteEntryアセットの「調査」フォームで、「編集」をクリックします。


	
「ページレット・パラメータ」フィールドで、次の項目を追加します。

	
名前: blogsperpageと入力します。


	
値: ページに一度に表示可能なブログの数を入力します。





	
「保存」をクリックします。














52.3 RSSフィードのURLのカスタマイズ



サンプル・ブログ・ページの右側のナビゲーション・パネルには、RSSフィードのリンクが含まれています。訪問者がRSSフィードのリンクをクリックすると、サンプル・ブログ・ページで公開されているブログ・アセットのタイトルとサマリーの最新のリストがレンダリングされます。訪問者がブログのタイトルをクリックすると、選択されたブログのコンテンツ全体がレンダリングされます。RSSフィードに含まれるブログ・アセットの外部URLは、GetExternalURL CSElementによって作成されます。デフォルトでは、このエレメントはローカルのWebCenter SitesのURLを作成します。


http://<host name>:<port number>/<application context>/<path to file>


<host name>は、RSSフィードのアセットにアクセス可能なWebCenter Sitesインストールのホスト名です。<port number>は、WebCenter Sitesアプリケーションのポート番号です。<application context>は、Blogsコンポーネントが実行されているWebCenter Sitesアプリケーションのコンテキストです。





	
ご使用のサイトの外部URLでRSSフィードを使用するには、GetExternalURLエレメントのURL文字列を変更し、表52-1にリストされているパラメータをfuturetense_xcel.iniファイルに追加して、ホスト情報およびサイトのコンテキストの値を設定する必要があります。GetExternalURLエレメントは、futuretense_xcel.iniファイルからこれらのパラメータを読み取ることで、サイトのRSSフィードにリストされているブログ・アセットの外部URLを作成します。


表52-1 GetExternalURLエレメントが外部URLを作成する際に読み取るパラメータ

	パラメータ	説明
	
fwblogs.hostscheme

	
URL命名構造の最上位レベルを指定します。たとえば、httpと指定します。


	
fwblogs.hostname

	
RSSフィードのアセットにアクセス可能なWebCenter Sitesインストールのホスト名を指定します。


	
fwblogs.portnumber

	
WebCenter Sitesアプリケーションのポート番号を指定します。


	
fwblogs.contextinfo

	
Blogsコンポーネントが実行されているWebCenter Sitesインストールのコンテキストを指定します。




















41 ページ・キャッシングの高度な手法の使用


ページ・キャッシングの高度な手法には、ページとBLOBのキャッシング、どこにキャッシングされるか、WebCenter SitesとSatellite Server両方のシステムでどのようにキャッシュから取得されるかが含まれます。

ページ・キャッシングの高度な手法の詳細は、次の項を参照してください。

	
高度なページ・キャッシングについて


	
WebCenter Sitesキャッシュの構成


	
BlobServerキャッシュの構成


	
Satellite Serverキャッシュの構成


	
CacheInfo文字列の構文


	
キャッシングのベスト・プラクティス








41.1 高度なページ・キャッシングについて


キャッシングにより、ページの処理速度が上がります。レンダリングされたコンテンツをキャッシュすることにより、コンテンツが要求されるたびにレンダリングする必要がなくなります。これにより、レスポンス時間が短縮されます。

キャッシング・システムには、複数のレイヤーがあります。これにより、キャッシュされたオブジェクトを1つのキャッシュ・レベルで再生成でき、その一方で、別のキャッシュ・レベルにキャッシュされたコンテンツがクライアントに提供されます。WebCenter Sitesは内部レベルのキャッシュであり、Satellite Serverは外部レイヤーのキャッシュです。







41.2 WebCenter Sitesキャッシュの構成


WebCenter SitesとSatellite Serverでは両方とも、ページ、ページレットおよびBLOBがキャッシュされます。WebCenter Sitesには、CSページ・キャッシュ、BlobServerキャッシュ、SSキャッシュという3種類のレンダリング・エンジン・キャッシュが用意されています。すべてのキャッシュを次のように構成したり、空にしたりできます。

	
WebCenter Sitesキャッシュ、BlobServerキャッシュおよびSatellite Serverキャッシュの最大キャッシュ・サイズの構成の詳細は、「キャッシュの最大サイズの構成」を参照してください。


	
WebCenter SitesキャッシュおよびBlobServerキャッシュの有効期限の設定の詳細は、「個々のエントリの有効期限の設定」を参照してください。


	
WebCenter Sitesキャッシュ、BlobServerキャッシュおよびSatellite Serverキャッシュのキャッシュからのオブジェクトの削除の詳細は、「キャッシュからのエントリの明示的削除」を参照してください。




WebCenter Sitesページ・キャッシュには、2つのレベルのキャッシングがあります。

	
データベース内。


	
メモリー内。メモリー・キャッシュは、データベース・キャッシュの透過的なサブセットですが、単独での構成が可能です。




この項には次のトピックが含まれます:

	
キャッシュの最大サイズの構成


	
個々のエントリの有効期限の設定


	
キャッシュからのエントリの明示的削除








41.2.1 キャッシュの最大サイズの構成



WebCenter Sitesのデータベース・キャッシュには、最大サイズ構成オプションはありません。ページ・キャッシュのメモリー・サブセットを使用すると、存在するエントリの最大数を指定できます。





	
wcs_properties.jsonファイル内のcc.SystemPageCacheCSzプロパティに正の整数を設定し、キャッシュ内に存在できるエントリの最大数を指定します。


注意:

値を0に設定すると、すべてのエントリが追加され、即座に削除されます。ただし、これは避ける必要があります。

cc.SystemPageCacheCSzプロパティは-1に設定しないでください。



キャッシュでは、最低使用頻度(LRU)アルゴリズムを使用して、最大数に達したときにプルーニングするエントリを識別します。

最大サイズには、キャッシュに格納される総バイト数は反映されません。












41.2.2 個々のエントリの有効期限の設定



ページ・キャッシュ内のエントリのライフタイムは、cscacheinfo設定により決定されます。CacheInfoオブジェクトは、cscacheinfoフィールドに明示的に設定されていない値を構成ファイルから取得します。CacheInfoの構文については、「CacheInfo文字列の構文」を参照してください。









41.2.3 キャッシュからのエントリの明示的削除


WebCenter Sitesには、キャッシュからエントリを削除する方法が2つ用意されています。1つは手動、もう1つはCacheManagerを使用した自動的な方法です。





41.2.3.1 手動削除



CacheServerサーブレットを使用して、ページ・キャッシュからエントリを手動で削除できます。CacheServerには、次の2つのオプションが用意されています。





	
キャッシュ全体をフラッシュします。


	
有効期限が切れた時点で、すべてのページのフラッシュを強制します。CacheServerのすべてフラッシュする機能を起動するためには、SiteCatalog表を破棄する権限を持つユーザーとしてログインし、CacheServerサーブレットの起動時にパラメータall=trueを指定する必要があります。パラメータを指定しないと、有効期限が切れたエントリ(有効期限が過去であるエントリ)がすべて、キャッシュからただちにクリアされます。有効期限がまだ切れていないエントリはクリアされません。


注意:

有効期限が切れたエントリは、たとえまだデータベース表の中にあったとしても、キャッシュから提供されることはありません。WebCenter Sitesでは、ページを表示する前に、キャッシュから取得されたすべてのページの有効期限がチェックされます。有効期限が切れたページをWebCenter Sitesが表示しようとすると、そのページはただちにキャッシュから削除され、新しいページが生成されます。














41.2.3.2 自動削除



CacheManagerは、WebCenter SitesのページおよびBLOBのキャッシュ・メカニズムと密接に結び付いているモジュールです。これにより、ページにロードされたアイテム、ページの有効期限、またはページに渡されるパラメータに基づいて、すべてのレンダリング・キャッシュのコンテンツを管理できるようになります。

CacheManagerのみが、完全に独立したドキュメントの対象になる場合もあります。その機能の概要はここで説明します。メソッドおよび必要な引数の詳細は、COM.FutureTense.Cache.CacheManager Javadocを参照してください。




	CacheManagerは、2つのコンストラクタのうちのいずれかを使用してインスタンス化されます。そのうちの1つのコンストラクタは、現在登録されているすべてのSatellite ServerでCacheManagerを設定します。もう1つのコンストラクタでは、このCacheManagerのインスタンスが管理するSatellite Serverを指定できます。
	次に、ページとBLOBをCacheManagerに移入する必要があります。これは、次のメソッドのいずれかを使用して実行します。


setByCachedDate(ICS ics, boolean before, String timestamp)
setByItemDate(ICS ics, boolean before, String timestamp)
setPagesByArg(ICS ics, String paramName, String paramValue)
setPagesByID(ICS ics, String[] ids)


ページ・キャッシュ、BLOBキャッシュおよびSatelliteキャッシュのコンテンツは、互いに密接に結びついています。構成エラーがないかぎりは、Satellite Serverにキャッシュされたオブジェクトは、WebCenter Sitesキャッシュにも常に存在します。つまり、WebCenter Sitesでは、すべてのレンダリング・エンジン・キャッシュにすべてのエントリのレコードがあります。CacheManagerは、各キャッシュに情報を明示的に直接問い合せることなく、各キャッシュのコンテンツを管理するために、このレコードを使用します。


setByCachedDate(ICS ics, boolean before, String timestamp)


このメソッドでは、エントリが最後にキャッシュに追加された日付に基づいて、CacheManagerにエントリを移入できます。指定された日の前または後に変更されたエントリのすべてを移入するかどうかを選択できます。


setByItemDate(ICS ics, boolean before, String timestamp)


このメソッドでは、エントリのアイテムが最後に変更された日付に基づいて、CacheManagerにエントリを移入できます。setByCachedDate(ICS, boolean, String)と同様、指定された日の前または後にアイテムが変更されたエントリのすべてを移入するかどうかを選択できます。


setPagesByArg(ICS ics, String paramName, String paramValue)


このメソッドでは、(pagenameを含む)キャッシュ・キーにある名前と値のペアに基づいて、CacheManagerにエントリを移入できます。


setPagesByID(ICS ics, String[] ids)


このメソッドでは、キャッシュ内のページまたはBLOBに格納されたアイテムの正確なアイテムIDに基づいて、CacheManagerにエントリを移入できます。

完全に移入されると、CacheManagerはキャッシュのコンテンツを管理できるようになります。これは、次の4つの主なサービス・メソッドのうちのいずれかを使用して実行します。

	
flushCSEngine(ICS ics, int mode)

このメソッドでは、WebCenter Sitesのページ・キャッシュとBLOBキャッシュから、CacheManagerに現在移入されているページとBLOBのすべてをフラッシュします。


	
flushSSEngines(ICS ics)

このメソッドでは、Satellite Serverキャッシュから、CacheManagerに現在移入されているページとBLOBのすべてをフラッシュします。これは、適切な<page>タグおよび<blob>タグが埋め込まれたHTTPリクエストを、FlushServerサーブレットに送信することにより実行されます。Satellite Serverはこれらのタグを解釈し、キャッシュ・キーに変換して、対応するページをキャッシュからフラッシュします。


	
refreshCSEngine(ICS ics, int mode)

このメソッドでは、オブジェクトを再生成してキャッシュに自動的に再移入するリクエストを、(ICS.ReadPageまたはICS.BlobServerを使用して)送信します。


	
refreshSSEngines(ICS ics)

このメソッドでは、HTTPを使用してSatellite Serverにリクエストを送信して、ページを読み込ませます。返されたバイトは無視されますが、結果として、Satellite Serverキャッシュに再移入されます。










これらのメソッドを使用すると、パフォーマンスがきわめて高い動的サイトを可能にするツールである、二重バッファ・キャッシングを利用できます。二重バッファ・キャッシングの詳細は、「ページのデザインとキャッシングの理解」を参照してください。













41.3 BlobServerキャッシュの構成


BlobServerキャッシュは、オール・オア・ナッシングのキャッシュです。つまり、エントリはグローバルにキャッシュされるか、グローバルにキャッシュされないかのどちらかです。

セキュリティが有効な場合、またはbs.security=trueである場合、BlobServerキャッシングが無効になります。

この項には次のトピックが含まれます:

	
最大キャッシュ・サイズの構成に関する考慮事項


	
個々のエントリの有効期限の設定


	
キャッシュからのエントリの明示的削除








41.3.1 最大キャッシュ・サイズの構成に関する考慮事項



WebCenter Sitesのwcs_properties.jsonファイル内のbs.bCacheSizeプロパティは、BLOBキャッシュに含まれるエントリの数を指定します。サイズに負の数が設定されると、BLOBキャッシュを無制限に増大することが許可されます。









41.3.2 個々のエントリの有効期限の設定



BlobServerは、キャッシュされたエントリの有効期限をサポートしていません。キャッシュされたオブジェクトはすべて、WebCenter Sitesのwcs_properties.jsonファイル内のbs.bCacheTimeoutプロパティで決められたタイムアウトの期間、キャッシュ内に存在します。負のタイムアウト値は、エントリがタイムアウトしないことを示します。正の整数は、オブジェクトがキャッシュ内に存在する期間(単位は分)を指定します。









41.3.3 キャッシュからのエントリの明示的削除


BlobServerを使用すると、個々のエントリまたはすべてのエントリをキャッシュからフラッシュできます。





41.3.3.1 手動削除



キャッシュからエントリを手動で削除するには、blobtableパラメータの名前をflushblobtableに変更します。これにより、残りのパラメータに対応するエントリがキャッシュから削除されます。

キャッシュからすべてのエントリを手動で削除するには、2つのオプションがあります。





	
パラメータflushblobtables (sに注意)でBlobServerサーブレットを起動します。


	
前述のようにCacheServerサーブレットを起動します。この場合、すべてのページとすべてのBLOBがキャッシュからフラッシュされることに注意してください。












41.3.3.2 自動削除



BLOB依存アイテムはBLOBリンクが生成されたときに記録されるため、BLOBおよびページを管理するためにCacheManagerを起動できます。CacheManagerは常にBLOBとページを一緒に管理します。詳細は、「CacheManager」、「CacheManagerについて」および「CacheManagerの有効化」を参照してください。


注意:

BLOBを提供する前に、開発者はアセットのステータスをチェックする必要があります。これにより、アセットが無効化された後に、BlobServerによってBLOBが提供されるという問題を回避できます(この動作は、ベーシック・アセットでのみ発生します)。















41.4 Satellite Serverキャッシュの構成


汎用的なSatellite Serverキャッシュ構成は、wcs_properties.jsonファイル内で行われます。ただし、キャッシュ構成は多くの場合、オブジェクト単位でオーバーライドされます。





41.4.1 キャッシュの最大サイズの構成



	
wcs_properties.jsonファイル内のcache_maxプロパティを、キャッシュ内に一度に格納できるエントリの最大数に更新します。

このプロパティに負の整数を設定すると、キャッシュのサイズは制限されません。正の整数は、キャッシュに格納できるエントリの最大数を指定します。












41.4.2 キャッシュからのエントリの明示的削除



この項で説明しているように、個々のエントリは、手動で、またはCacheManagerを使用して、Satellite Serverキャッシュから削除できます。





	
手動削除: Satellite Serverには、FlushServerと呼ばれるサーブレットがあります。(username、password、resetの各パラメータを指定して)このサーブレットにGETリクエストを送信することにより、Satellite Serverキャッシュのコンテンツのすべてをフラッシュできます。GETを使用して個々のエントリはフラッシュできません。


	
自動削除: CacheManagerを使用してSatellite Serverキャッシュをフラッシュできます。対応するオブジェクトがWebCenter Sitesにキャッシュされた場合、CacheManagerはSatellite Serverのエントリのみをフラッシュすることができます。これは、WebCenter SitesがSatellite Serverキャッシュのコンテンツを追跡する方法によるものです。

CacheManagerを使用してSatellite Serverキャッシュがフラッシュされる場合、対応するオブジェクトがWebCenter Sitesにキャッシュされます。対応するオブジェクトが必要となるのは、WebCenter SitesがSatellite Serverキャッシュのコンテンツを追跡する方法によるものです。

Satellite Serverキャッシュを処理するための該当するCacheManagerメソッドは、flushSSEngines()およびrefreshSSEngines()です。メソッドの詳細は、「キャッシュからのエントリの明示的削除」を参照してください。














41.5 CacheInfo文字列の構文



SiteCatalogのcscacheinfoフィールドおよびsscacheinfoフィールドには、CacheInfo文字列が移入されます。この項では、2つの部分で構成されたカンマ区切り文字列のフォーマットにより、ページをキャッシュするかどうか、およびページがいつ期限切れになるかを決定する方法について説明します。

サンプル値は次のとおりです。


false
true
true,*
true,~4
true,@1987-06-05 04:32:10
true,#00:00:00 */*/*
*
(blank)


CacheInfo文字列: 最初の部分

CacheInfoの最初の部分は、次の値のいずれかである必要があります。


false
true
(blank)*


	
値がfalseの場合、ページはキャッシュされません。


	
値がtrueの場合、2番目のエレメントに指定された情報に従って、ページがキャッシュされます。


	
値が空白の場合、wcs_properties.jsonのcs.alwaysusediskプロパティがチェックされます。このプロパティがyesに設定されている場合、空白値はtrueと同じ動作をするものと解釈されます。この値がno (デフォルト値)に設定されている場合、空白値はfalseと同じ動作をするものと解釈されます。


	
値が*の場合、これは空白として処理されます。




CacheInfo文字列: 2番目の部分

これは、キャッシュされるページをキャッシュからいつ削除するかを記述します。最初のエレメントがfalseの場合(またはfalseと解釈される場合)、2番目のエレメントは無視されます。

ページの有効期限を指定する方法には、次の3つがあります。


page timeout (in minutes)
instant in time expiration
cron-like TimePattern expiration


使用可能な値は次のとおりです。


~<number of minutes>
@<date in JDBC format>
#<COM.FutureTense.Util.TimePattern format>
*
(blank)


ページ・タイムアウト

2番目のエレメントがチルダ(~)で始まる場合、続く値は整数である必要があります。この整数の値は、ページが最初に作成されてからキャッシュ内に残る期間(単位は分)です。負の値または0は、ページの有効期限が切れない(ページが永久にキャッシュ内に残る)ことを示します。

絶対時間

2番目のエレメントがアット記号(@)で始まる場合、続く値はJDBC日付文字列フォーマット、つまりYYYY-MM-DD HH:MM:SSのフォーマットで表現される日付である必要があります。その日付が過ぎると、キャッシュされたページはキャッシュからフラッシュされ、そのページはキャッシュされていない状態になります。

TimePattern

TimePatternフォーマットは、ページ・キャッシュの有効期限の記述のためにサポートされています。2番目のエレメントがハッシュタグ(#)で始まる場合、続く値は、パブリック・クラスCOM.FutureTense.Util.TimePatternで定義された有効なTimePattern文字列である必要があります。

一般的に、TimePattern構文は、ほとんどのUNIX cron表で使用されるフォーマットに対応しています。これにより、特定の時間または毎日、毎月、毎週、毎曜日および毎年で、有効期限を指定できます。

TimePatternフォーマットは、ページ有効期限のために最も広く使用されるフォーマットになると考えられています。

ワイルドカード

2番目のエレメントが*である場合、「ページ・タイムアウト」で記述したように、ページはタイムアウトによる有効期限切れの動作になります。タイムアウト値は、wcs_properties.jsonファイルのcs.pgCacheTimeoutプロパティから読み込まれます。

空白

2番目のエレメントが空白の場合、*と同じ動作が適用されます。









41.6 キャッシングのベスト・プラクティス


WebCenter SitesのWebページには、リモートSatellite Serverによって処理されるキャッシュ済プライマリ・ページレットが最大で6から10含まれることが理想的です。これは、キャッシュ済ページレットが多すぎると、キャッシュの容量オーバーになり、システムのパフォーマンスに悪影響を及ぼすからです。

次の項では、キャッシュの容量オーバーを阻止し、レスポンス時間とスループットを向上させる方法について説明します。

	
ページ当たりのページレット数の削減


	
ページ間でのキャッシュの共有








41.6.1 ページ当たりのページレット数の削減



	
ページ当たりの未キャッシュ・ページレットの数が少なくなるようにページ・テンプレートを設計します。<render:calltemplate>タグのデフォルトのstyle=pageletが常に最善の選択肢であるとはかぎりません。ページ当たりのページレットの数を削減すると、レスポンス時間とスループットが向上します。


	
すでにページ・テンプレートがあり、これらの再設計が実現可能でない場合は、リモートSatellite Serverから、共存しているSatellite Serverに切り替えます。WebCenter Sitesサーブレットと、共存しているSatellite Serverの間のラウンドトリップは必要ありません。ページ上に存在する未キャッシュ・ページレットの数が多いほど、共存しているSatelliteServerの方がリモートSatellite Serverよりレスポンス時間が向上する可能性が高くなります。


	
キャッシュ済ページレットを結合してこれらの数を削減します。最初に、各<render:calltemplate>コールでpageletのデフォルトのスタイル属性値を使用しているかどうかをチェックします。<render:calltemplate>コールをエレメント・コールとしてインライン化(style=element)することにより、ページレットの数を削減します。

style="element"を指定する場合の一般的なユースケースは、外部のコール元のテンプレート(ページまたはページレット)が内部のコール先のページレット・テンプレートと同じc、cidを共有する場合です。キャッシュ済オブジェクトは両方とも同時に期限切れになる(つまり、これらのアセットの依存性は同じである)ため、これらを個別にキャッシュするメリットはありません。


	
サブページレットをリモートSatellite Server上で直接キャッシュするかわりに、style="embedded"バリアントを使用してContentServerサーブレット上でページレット・キャッシュを介してサブページレットをバックアップします。つまり、<render:calltemplate>コールをContentServerページ・フラグメントとしてインライン化(style=embedded)します。

たとえば、Webページ内の製品サマリーのリストに10のアイテムが含まれる場合、これは、これらの各アイテムにデフォルトのstyle="pagelet"が適用されることを意味します。ページレットのスタイルが原因で、このリストをレンダリングするためにWebCenter SitesサーブレットとリモートSatellite Server間で10回のラウンドトリップが必要になります。ただし、外部リスト・テンプレート自体をキャッシュするようにしながら、サブページレットに対する既存の<render:calltemplate>コールがstyle="embedded"を使用するよう設定されている場合は、製品リスト・ページレット全体に対して必要なのは1回のラウンドトリップのみです。これは、外部テンプレートのみがリモートSatellite Serverによって処理され、残りのサブページレットはContentServerサーブレット上でのみ処理されるからです。












41.6.2 ページ間でのキャッシュの共有



キャッシュ済ページレットすべてに対してcidが渡される場合、キャッシュはWebページ間で共有されません。たとえば、1つのサイトに5,000のWebページが含まれ、これらすべてによってcidがleftnavに渡される場合があります。また、コール元のWebページとは関係なく5,000のleftnavがキャッシュされます。このシナリオの場合、次の2つの状況が考えられます。

	
サイト・ナビゲーション・ツリー内の単一のページ・アセットが編集およびパブリッシュされる場合、5000のleftnavはすべてキャッシュされません。これは、パブリッシュされたばかりのページ・アセットにより、すべてのleftnavページレットに対して依存性が記録されるからです。


	
単一の記事アセットが編集およびパブリッシュされる場合、キャッシュ済外部Webページ(通常はレイアウト・テンプレート)とleftnavがキャッシュされず、再評価が必要になります。cidはleftnavに渡されるため、Content Serverは、外部Webページだけでなくleftnavもキャッシュしません。記事はサイト・ナビゲーション階層とは関係ないため、このアプローチは効率的ではありません。




これらの状況でキャッシュの容量オーバーを回避するには、cidのみではなくページのcidも常に使用されるようleftnavを変更します。コール元のテンプレートが所属先のページを確認することにより、これをキャッシュ引数として渡すことができるようにする必要があります。ページのcidのみがキャッシュ依存性をページレットに記録し、他のページ・アセットは記録しないようにする必要があります。擬似コードは、次のとおりです。


If c is not "Page"
then
    Calculate the site navigation PageNode by doing a reverse look up of the Page from the current asset's cid.
    Alternatively, have the site navigation Page as an attribute of the current asset and simply fetch it.
        then calculate the PageNode from that
else
    Calculate the PageNode from the current Page cid.


この方法により、このページレットのキャッシュ済バージョンが所有者の関連ページ・アセットのみにバインドされます。サイト・ナビゲーション・ツリー内の単一のページ・アセットが編集およびパブリッシュされる場合、cid=<the current Page asset>である単一のleftnavのみがキャッシュされません。単一の記事アセットが編集およびパブリッシュされる場合、キャッシュ済外部Webページ(通常はレイアウト・テンプレート)のみの再評価が必要になります。

編集者がシステムを毎日更新および変更する場合、開発者の選択内容がシステムの効率性に多大な影響を及ぼします。提案された改善を行わない場合、単一のアセットを編集するだけでも、パブリッシュ時にシステムが行う処理が必要以上に増える原因となる可能性があります。各ページレットに明示的に渡される引数は、パフォーマンス全体に直接影響を及ぼします。














第XVI部 サードパーティ・コンテンツ・ソースとの統合


次のトピックでは、Content Integration Platformを拡張して、任意のシステムからOracle WebCenter Sitesへパブリッシュする方法について説明します。

	
プロキシ・アセットを使用したサードパーティ・コンテンツ・ソースの統合











第IX部 サイトのパブリッシュ


次の項では、WebCenter Sitesに用意されているパブリッシュ方法について説明します。

	
コンテンツ管理サイトをオンラインで使用可能にするためのパブリッシュ











第IV部 モバイル用Webサイトの開発


この部では、Mobilityについて説明します。Mobilityのユーザーは、携帯電話やタブレットなどの様々なモバイル・デバイスにWebサイトを作成、プレビューおよび配信できます。

この部は、次の章で構成されています。

	
モバイルWebサイトをサポートするためのWebCenter Sitesの構成











42 任意タイプのアセットのインポート


XMLPostユーティリティを使用すると、すべてのタイプのアセットをWebCenter Sitesデータベースにインポートできます。

アセットのインポートの詳細は、次の項を参照してください。

	
XMLPostユーティリティを使用したアセットのインポートについて


	
XMLPost構成ファイルの使用


	
XMLPostソース・ファイルの使用


	
XMLPostユーティリティの使用


	
RemoteContentPostとPreUpdateのカスタマイズ


	
XMLPostのトラブルシューティング




フレックス・アセット・データ・モデルの使用時のアセットのインポートの詳細は、「フレックス・アセットのインポート」を参照してください。





42.1 XMLPostユーティリティを使用したアセットのインポートについて


データ設計を決定し、アセット・タイプを作成し、これらを開発システムでテストし、管理システムに移動したら、次の手順は、アセット(コンテンツ)を現在のソースから管理システム上のデータベースにインポートすることです。たとえば、リモートで生成されたコンテンツ(Wire Feedサービスまたは他のソースを使用して生成されたコンテンツ)を管理システム上のWebCenter Sitesデータベースにインポートします。

XMLPostユーティリティを使用して、データをWebCenter Sitesデータベースにインポートします。このユーティリティは、WebCenter SitesのFormPoster Javaクラスに基づき、WebCenter Sitesベースの製品で提供されます。これは、HTTP POSTプロトコルを使用してデータをインポートします。アセットをインポートするには、WebCenter Sitesで用意されているインポート(ポスト)・エレメントのいずれかをそのアセット・タイプに応じて呼び出すように、XMLPostユーティリティに指示します。

このプロセスでは次の4つのものが必要です。

	
WebCenter Sitesに付属しているXMLPostユーティリティ。


	
ポスト・エレメント。WebCenter Sitesには、RemoteContentPostという名前のポスト・エレメントが用意されています。WebCenter Sitesには、「フレックス・アセットのインポート」で説明している3つの追加のポスト・エレメントも用意されています。


	
ファイル拡張子が.iniの構成ファイル。インポートする予定のアセット・タイプごとに1つの構成ファイルを作成します。このファイルには、ソース・ファイルに含まれていると想定されるもの(XMLPostによって検出されるタグの種類)、提供されたデータの処理方法、およびデータをインポートするために使用するインポート(ポスト)・エレメントが記述されています。


	
ソース・ファイル。インポートするアセットごとに個別のソース・ファイルを用意します(整形式XMLファイル)。ファイル内の各タグは、そのアセット・タイプのフィールドを指定します。このタグに含まれている情報は、その列に書き込まれるデータです。




XMLPostユーティリティは、アセット・タイプに提供されるデータを解釈する方法を確認するために構成ファイルを解析します。また、ソース・ファイルを解析して、各フィールド値の名前と値のペアを作成し、これらの名前と値のペアをICS変数としてRemoteContentPostエレメントに渡します。RemoteContentPostエレメントは、これらの変数に基づいてアセットを作成します。

XMLPostユーティリティと組み合せて機能する独自のポスト・エレメントを作成することもできます。ただし、アセットをインポートする場合は、WebCenter Sitesに用意されているポスト・エレメントで十分です。


注意:

セキュリティを向上するために、RemoteContentPostページの名前を変更してシステムへのハッキング試行を防止する必要があります。







42.1.1 開発者が実行する手順


この項では、XMLPostユーティリティを起動する前に開発者が実行する手順と、XMLPostユーティリティが実行する処理について概述します。

WebCenter Sitesデータベースにアセットをインポートするときに実行する一般的な手順は、次のとおりです。

	
インポートするアセットのタイプとソース・ファイル内で使用されているタグを指定する構成ファイルを作成します。

このファイルでは、いくつかの構成プロパティも設定します。これには、XMLPostで使用するポスト・エレメントのSiteCatalogエントリの名前が含まれます。すべてのアセットについて、このポスト・エレメントの名前はRemoteContentPostになります。フレックス・アセットのポスト・エレメントについては、「フレックス・アセットのインポート」を参照してください。

構成ファイルはこのアセット・タイプに固有のものです。アセット・タイプごとに別個の構成ファイルを用意する必要があります。


	
インポートするデータのソース・ファイルを作成します。アセットごとに別個のソース・ファイルを作成します。


	
ソース・ファイルと構成ファイルを管理システム上のディレクトリ内に配置します。


	
そのディレクトリから、ソース・ファイルとこれらのソース・ファイル用に使用する構成ファイルを指定して、XMLPostユーティリティを起動します。










42.1.2 XMLPostとWebCenter Sitesが実行する処理


XMLPostユーティリティを起動してソース・ファイルをインポートした後に、図42-1およびこの図に続く手順に示すプロセスが開始されます。


図42-1 XMLPostユーティリティのプロセス図

[image: 図42-1の説明が続きます]



	
XMLPostユーティリティは構成ファイルを解析します。


	
XMLPostはソース・ファイルを解析して、ソース・ファイルで指定された各フィールド値の名前と値のペアを作成します。


	
XMLPostは、構成ファイルから渡されたページ名にこれらの名前と値のペアをICS変数としてポスト(HTTP POST)することで、FormPoster Javaクラスを呼び出します。ベーシック・アセット・タイプをインポートする際のページ名は次のとおりです。


OpenMarket/Xcelerate/Actions/RemoteContentPost


	
WebCenter Sitesは、そのページをSiteCatalog表内で検索し、RemoteContentPostページのルート・エレメントを呼び出します。このルート・エレメントはデフォルトで同じ名前(RemoteContentPost)を持ちます。


	
RemoteContentPostエレメントは、ソース・ファイル内のデータを変数として、該当するタイプのアセットのPreUpdateエレメントに渡します。


	
PreUpdateエレメントは、そのアセットの変数値を設定してRemoteContentPostエレメントに戻ります。


	
RemoteContentPostエレメントはそのアセットを作成します。


	
WebサーバーはHTMLのストリームをXMLPostに返し、XMLPostはそのストリームを解析してインポート操作が成功したかどうかを判断して、結果を構成ファイルで指定されたテキスト・ファイルに記録します。


	
インポートするアセットのアセット・タイプが検索エンジンを使用する場合、RemoteContentPostは新しいエレメントを索引付けします。


	
構成ファイルで特定のパラメータを設定した場合、RemoteContentPostは正常にインポートされたアセットのソース・ファイルを削除します。












42.2 XMLPost構成ファイルの使用


XMLPostの構成ファイル内には、次の3つのタイプのプロパティがあります。

	
データベースと環境に関する情報をXMLPostに提供するプロパティ。これらのプロパティは、独自のポスト・エレメントを作成した場合でも変化しません。


	
ポスト(インポート)・プロセスの構成値を提供するプロパティ。この章では、RemoteContentPostエレメントが正常に機能するために指定する必要のあるプロパティについて説明します。

プロパティの例としてあげられるのは、RemoteContentPostを呼び出すページのURL、データベース内のアセット・タイプ表に対する書込み権限をXMLPostに付与するユーザー名とパスワード、インポートするアセット・タイプの名前、エラーのログ記録方法、インポートするすべてのアセットについて同じであるデータ値などです。


	
ソース・ファイル内で使用されているタグを指定するプロパティ。




特定の情報は、構成ファイルのRemoteContentPostセクションまたはソース・ファイル・セクションで構成できます。これらの情報としては、アセットが所属するサイトや、アセットに割り当てられるワークフローなどがあります。

たとえば、1つのコンテンツ管理サイトで作業している場合や、同じサイトに属している新しいをインポートする場合は、そのサイトの名前を構成セクションで指定することにより、その情報を各ソース・ファイルで繰り返し指定する必要がないようにします。複数のコンテンツ管理サイトがある場合は、アセットが属するサイトを個別のソース・ファイル内で指定します。

この項には次のトピックが含まれます:

	
XMLPostのプロパティの構成


	
ポスト・エレメントの構成プロパティ


	
ソース・ファイルの構成プロパティ


	
XMLPostのサンプル構成ファイル








42.2.1 XMLPostの構成プロパティ



表42-1では、XMLPostユーティリティが必要とするデータベース接続情報や他の一般的な構成指示内容を指定するプロパティを示しています。





表42-1 XMLPostの構成プロパティ

	プロパティ	説明
	
xmlpost.xmlfilenamefilter

	
必須。

ソース・ファイルのファイル拡張子。通常はxmlに設定します。

例:

xmlpost.xmlfilenamefilter: .xml


	
xmlpost.proxyhost

	
オプション。

アセットのインポート先にするWebCenter Sitesデータベースと開発者のマシンの間にファイアウォールが配置されている場合は、このプロパティを使用してプロキシ・サーバーのホスト名を指定します。

例:

xmlpost.proxyhost: nameOfServer


	
xmlpost.proxyport

	
オプション。

アセットのインポート先となるWebCenter Sitesデータベースと開発者のマシンの間にファイアウォールが配置されている場合は、このプロパティを使用して、XMLPostの接続先となるプロキシ・サーバー上のポート番号を指定します。

例:

xmlpost.proxyport: 80


	
xmlpost.url

	
必須。

ポスト・エレメントのページ・エントリのURLの最初の部分。

XMLPostは、このプロパティで指定された値をページ名postargname(後述)で指定された値の前に付加することで、ポスト・エレメントのURLを作成します。

このプロパティで指定する値は、次の規則に従う必要があります。

	
WebCenter Sitesデータベースが配置されているサーバーの名前。


	
サーバー上にインストールされたアプリケーション・サーバー・ソフトウェアに適したCGIパス。WebLogicとWebSphereの場合は、このパスは/servlet/です。


	
ContentServerサーブレットの名前。




例:

xmlpost.url: http://servername/servlet/ContentServer


	
xmlpost.logfile

	
オプション。

各ソース・ファイルのインポート(ポスト)結果を記録するファイルの名前。

各ソース・ファイルは、ポスト・リクエストを通じてWebCenter Sitesデータベースにポストされます。ポスト要求がWebサーバーから戻ってくると、XMLPostはWebサーバーが返したHTMLストリームを解析して、postsuccessパラメータとpostfailureパラメータを探します。次にXMLPostは、このパラメータで指定されたファイルに結果を書き込みます。

例:

xmlpost.logfile: ArticlePost.txt


	
xmlpost.success

	
オプション。

ポストが成功したかどうかを判断するために応答内で検索する文字列。

例:

xmlpost.success: Success!


	
xmlpost.failure

	
オプション。

ポストが失敗したかどうかを判断するために応答内で検索する文字列。

例:

xmlpost.failure: Error


	
xmlpost.deletefile

	
オプション。

WebCenter Sitesデータベースに正常にインポートされたソース・ファイルを削除するかどうか。有効な値はy (yes)またはn (no)です。デフォルトでは、ソース・ファイルは削除されません。

例:

xmlpost.deletefile: y












42.2.2 ポスト・エレメントの構成プロパティ



表42-2は、RemoteContentPostページにポストされる必要のある(およびRemoteContentPostエレメントに渡される必要のある)情報を指定する引数を示しています。これらの引数の値は、RemoteContentPostページにポストされるURLに付加されます。これらの引数は構成ファイル内でどのような順序でもかまいません。





表42-2 ポスト・エレメントの構成プロパティ

	プロパティ	説明
	
xmlpost.numargs

	
必須。

ページ名は、URLに付加される名前と値のペアとして構成ファイルからXMLPostに渡されるいくつかの必須の変数内の主な変数です。このプロパティ(xmlpost.numargs)を使用して、構成ファイルによって渡される変数の数をXMLPostに通知します。

例:

xmlpost.numargs: 7

これらの名前と値のペアで独自のカスタム変数を指定することもできます。


	
xmlpost.argname1: pagename

	
必須。

RemoteContentPostエレメントのページ名。通常は、pagename引数はxmlpost.argname1として指定します。

例:

xmlpost.argname1: pagenamexmlpost.argvalue1: OpenMarket/Xcelerate/Actions/RemoteContentPost


	
xmlpost.argname2: AssetType

	
必須。

ソース・ファイル内で定義されているアセットのアセット・タイプ。通常は、AssetTypeはxmlpost.argname2として指定します。

例:

xmlpost.argname2: AssetType

xmlpost.argvalue2: Collection

AssetType引数の値は、このタイプのアセットが格納されている表の表名と完全に一致している必要があります。


	
xmlpost.argname3: authusername

	
必須。

アセットのインポート先になるWebCenter Sitesデータベースにログインするために、XMLPostが使用するユーザー名。通常は、authusernameはxmlpost.argname3として指定します。

例:

xmlpost.argname3: authusername

xmlpost.argvalue3: editor

指定するユーザー名は、インポートするタイプのアセットが格納されている表に対する書込み権限を持っている必要があります。(つまり、そのユーザー名には適切なACLが割り当てられている必要があります。)


	
xmlpost.argname4: authpassword

	
必須。

アセットのインポート先となるWebCenter SitesデータベースにログインするためにXMLPostが使用するユーザーのパスワード。通常は、authpasswordはxmlpost.argname4として指定します。

例:

xmlpost.argname4: authpassword

xmlpost.argvalue4: xceleditor


	
xmlpost.argname5: xmlpostdebug

	
オプション

xmlpost.logfileプロパティで指定されたXMLPostログ・ファイルに書き込まれる結果情報にデバッグ情報を含めるかどうか。

このプロパティは任意の値に設定できます。例:

xmlpost.argname5: xmlpostdebug

xmlpost.argvalue5: on

注意: デバッグを有効にする場合は、xmlpost.logfileプロパティの値を必ず含めてください。


	
xmlpost.argname6: inifile

	
オプション。

WebCenter Sitesデータベースに接続する際に使用するiniファイルの名前。通常は、inifileはxmlpost.argname5として指定します。

例:

xmlpost.argname6: inifile

xmlpost.argvalue6: futuretense.ini


	
xmlpost.argname7: publication

	
オプション。

このプロパティは必須ではありませんが、インポートする各アセットのサイトを指定する必要があります。

システムで単一のコンテンツ管理サイト(パブリケーション),を使用している場合や、このタイプのすべてのアセットを同じサイト上で有効にする必要がある場合は、この引数を使用してそのサイトの名前を指定します。

例:

xmlpost.argname7: publicationxmlpost.argvalue7: Fiscal News

複数のコンテンツ管理サイトを使用する場合、個別のソース・ファイル内でアセットごとにサイトの値を指定する必要があります。詳細は、「ソース・ファイルの構成プロパティ」を参照してください。


	
xmlpost.argname8:startmenu

	
オプション。

ワークフローを使用している場合に、インポートするアセットのすべてに同じワークフローを割り当てる場合は、この引数を使用してそれらのアセットのスタート・メニュー・ショートカットを設定します。(これはワークフローIDを新しいアセットに割り当てるスタート・メニュー・ショートカットです。)

例:

xmlpost.argname8: startmenu

xmlpost.argvalue8: New Article

このタイプのアセット用の複数のワークフローがある場合は、各アセットのスタート・メニュー・ショートカットの値を個別のソース・ファイル内で指定する必要があります。詳細は、「ソース・ファイルの構成プロパティ」を参照してください。












42.2.3 ソース・ファイルの構成プロパティ


構成ファイル内のソース・ファイル・セクションでは、ソース・ファイル内で使用されているタグが指定されます。タグは、このタイプのアセットが格納されている表の列名を表します。タグのペアの内側にあるコンテンツは、その列に書き込まれる情報です。構成ファイルには、アセット・タイプのプライマリ記憶域表の列ごとにタグをリストする必要があるため、アセット・タイプごとに別個の構成ファイルを用意する必要があります。

この項には次のトピックが含まれます:

	
サイトのプロパティ


	
アセット・タイプのプロパティ








42.2.3.1 サイトのプロパティ



アセット・タイプに対して使用可能なタグに加えて、表42-3では、アセットを関連付けるサイトやアセットで使用するワークフローを指定できる別のタグについて説明します。





表42-3 サイトのプロパティ

	サイト・タグのプロパティ	値	説明
	
postpublication

	
yまたはn

(yesまたはno)

	
オプション。

アセットが属するサイトを指定するサイト名をソース・ファイルで示すことを指定します。

例:

postpublication: y

ソース・ファイル内でpublicationタグを使用して指定されたサイト(パブリケーション)値は、構成ファイルのXMLPostセクションのpublication引数で指定された値よりも優先されます。


	
postprimarypubid

	
yまたはn

(yesまたはno)

	
オプション。

アセットが属するサイトを指定するpubid (サイトの一意のID)の値をソース・ファイルで示すことを指定します。

例:

postprimarypubid: y


	
postpublist

	
yまたはn

(yesまたはno)

	
オプション。

アセットを共有するサイトのリストをソース・ファイルで示すことを指定します。

例:

postpublist: y


	
poststartmenu

	
yまたはn

(yesまたはno)

	
オプション。

アセットをワークフロー・プロセス内に配置するスタート・メニュー・ショートカットの値をソース・ファイルで示すことを指定します。

例:

poststartmenu: y








インポートするすべてのアセットについてサイトまたはワークフローが同じである場合は、サイトまたはワークフローの値を引数として構成ファイルのXMLPostセクションで指定できます。そうすることで、同じ情報をすべてのソース・ファイルで繰り返し指定する必要がなくなります。









42.2.3.2 アセット・タイプのプロパティ



アセット・タイプに固有のタグを設定するには、そのタイプのアセットのデータベース表の各列のタグを指定します。ただし、構成ファイル内のすべてのタグでタグ付けされたデータをソース・ファイルに含める必要はありません。(当然ながら、ソース・ファイルには必須フィールドのデータを含める必要があります。)

フィールド(列)を表す各タグについて、そのタグの名前を指定するとともに、必要に応じてそのタグの追加の処理プロパティを指定します。タグの名前は、対応するフィールド(列)の名前です。追加のプロパティについては、タグの名前の前に単語を付加するという規則に従う必要があります。

表42-4では、アセット・タイプに固有のタグを指定する方法を説明しています。





表42-4 アセット・タイプのプロパティ

	タグのプロパティ	値	説明
	
posttagname

	
yまたはn

(yesまたはno)

	
必須。

タグの名前を指定します。この名前は、そのタグが表しているフィールドの名前と完全に一致している必要があります。

たとえば、nameフィールドには、このタグのプロパティを次のように指定します。

postname: y


	
trunctagname

	
N

(integer)

	
オプション。

このタグでマークされたソース・ファイル内のデータを途中で切り捨てるかどうか。

例:

truncname: 64

XMLPostが<name>タグ内で64文字を超える文字列を検出した場合は、64文字を超える部分を切り捨てて、残った64文字の文字列を変数に格納します。


	
notrimtagname

	
yまたはn

(yesまたはno)

	
オプション。

このタグの先頭または末尾の空白を削除するかどうか。

空白を保持するには、このプロパティをy (yes)に設定します。

例:

notrimname: y

このプロパティを空白のままにすると、XMLPostはデフォルトでこのタグの空白を削除します。


	
multitagname

	
combine

または

separate

	
このプロパティは、単一のソース・ファイル内で同じタグが複数回使用されている場合は必須です。

ソース・ファイル内で同一のタグが複数回使用されている場合に、これらのタグのデータを格納する変数の数を決定します。

これをcombineに設定した場合、すべてのタグのデータは、各値がカンマで区切られた形で(カンマ区切り文字列として)同じ変数に格納されます。

このプロパティをseparateに設定した場合、各タグのデータは別々の変数に格納されます。これらの変数を識別するために、seedtagnameで指定した値が変数名の後ろに付加されます。

たとえば、keywordフィールド(列)の場合は、次のようになります。

	
multikeyword: combineと設定した場合、XMLPostは、keywordタグでマークされたすべての値を同じkeyword変数に格納します。


	
multikeyword: separateおよび seedkeyword: 1と設定した場合、XMLPostは各値を別々の変数に格納します。最初に検出された値は、keyword1という名前の変数に格納されます。2番目に検出された値は、keyword2という名前の変数に格納され、それ以降の値も同様です。





	
seedtagname

	
seed value

	
このプロパティは、multitagnameがseparateに設定されている場合は必須です。

同一のタグが複数回使用されていて、これらのタグ内のデータを別々の変数に格納する場合に、その変数名の末尾に付加される連続番号の最初の番号を指定します。multitagnameの説明を参照してください。

例:

multikeyword: separate

seedkeyword: 1


	
filetagname

	
yまたはn

(yesまたはno)

	
このプロパティは、タグがアップロード・フィールド(URL列またはBLOB)を表している場合は必須です。

タグがURL列を持つフィールドを表している場合は、このプロパティを使用する必要があるとともに、ソース・ファイルでは、RemoteContentPostによってその列にアップロードするファイルの名前を指定する必要があります。

たとえば、imagefileアセット・タイプは、urlpictureという名前のアップロード・フィールドを備えています。このimagefileアセット・タイプの構成ファイルには、次のプロパティが含まれます。

posturlpicture: y

fileurlpicture: y

この場合は、imagefileアセットのソース・ファイルでは、urlpictureフィールドの値を次のように指定します。

<urlpicture>relative_path_to/filename.jpg

</urlpicture>

ファイルの場所は、XMLPostユーティリティを実行しているディレクトリを基準にした相対パスで指定する必要があります。














42.2.4 XMLPostのサンプル構成ファイル



ここでは、Fiscal Newsという名前のサイトのimagefileアセットをインポートするために使用するimagefile.iniという名前のサンプル構成ファイルを示します。


xmlpost.xmlfilenamefilter: xml
#xmlpost.xmlproxypost: Future
#xmlpost.xmlproxyport: 80
xmlpost.url: http://localhost/servlet/ContentServer
xmlpost.numargs: 6
xmlpost.argname1: pagename
xmlpost.argvalue1: OpenMarket/Xcelerate/Actions/RemoteContentPost
xmlpost.argname2: AssetType
xmlpost.argvalue2: ImageFile
xmlpost.argname3: authusername
xmlpost.argvalue3: user_author
xmlpost.argname4: authpassword
xmlpost.argvalue4: user
xmlpost.argname5: inifile
xmlpost.argvalue5: futuretense.ini
xmlpost.argname6: publication
xmlpost.argvalue6: FiscalNews

xmlpost.success: Success
xmlpost.failure: Error
xmlpost.logfile: ImageFilePost.txt

postpublication: y
postprimarypubid: y
postpublist: y

postcategory: y
truncategory: 4

postpath: y
truncpath: 255

postname: y
truncname: 32

posttemplate: y
trunctemplate: 32

postsubtype: y
truncsubtype: 24

postfilename: y
truncfilename: 64

poststartdate: y

postdescription: y
truncdescription: 128

postsource: y

posturlpicture: y
fileurlpicture: y

posturlthumbnail: y
fileurlthumbnail: y

postmimetype: y
postwidth: y
postheight: y
postalign: y
postalttext: y

postkeywords: y
multikeywords: combine
trunckeywords: 128

postimagedate: y











42.3 XMLPostソース・ファイルの使用


ソース・ファイルは、Document Type Definition (DTD)ファイルを必要としない整形式XMLで構成されている必要があります。実際には、構成ファイルは、ソース・ファイル内で処理されるタグを定義することでDTDファイルのような役割を果します。

ソース・ファイル内のデータは、そのタイプのアセットが格納されている表の列名と一致する名前を持つタグによってタグ付けされている必要があります。たとえば、imagefileアセットのソース・ファイルでは、name、caption、picutureurlなどの名前を持つタグが使用されています。

この項では、ソース・ファイルに含める必要のある内容と、XMLPostがソース・ファイルに対して実行する処理について説明します。ここでは、XMLソース・ファイルの生成を自動化する方法は説明しません。ソース・ファイルの作成方法は、データのソースと、そのデータをXMLファイルに変換するために使用するツールによって異なります。

この項には次のトピックが含まれます:

	
XMLPostのサンプル・ソース・ファイル


	
XMLPostとファイル・エンコード方式








42.3.1 XMLPostのサンプル・ソース・ファイル



ここでは、imagefileアセットのサンプル・ソース・ファイルを示します。このファイル内のタグは、「XMLPostのサンプル構成ファイル」に示したサンプル構成ファイルで定義されています。


<document>
<name>High Five 25</name>
<keyword>Five</keyword>
<category>a</category>
<artist>by Ann. Artist</artist>
<alttext>Congratulations</alttext>
<align>CENTER</align>
<caption>A man extends <keyword>congratulations</keyword> with a boy.</caption>
<pictureurl>/images/eZine/highfive.jpg</pictureurl>
</document>


データを渡す(ポストする)方法

ソース・ファイル内のXMLタグのペアの内側にあるすべてのテキストは、Variables.tagnameという構文規則に従った変数として、XMLPostからRemoteContentPostエレメントに渡されます。

たとえば、次のコードでは、


<name>High Five 25</name>


このコード行は、Variables.nameとしてRemoteContentPostに送信され、nameの値はHigh Fiveという文字列になります。









42.3.2 XMLPostとファイル・エンコード方式



ソース・ファイル内のデータに使用されているファイル・エンコード方式が、WebCenter Sitesシステムのデフォルト・ファイル・エンコード方式ではないが、データベースがその文字セットに対応している場合は、ソース・ファイルの先頭のXMLバージョン文で、その代替のファイル・エンコード方式を指定します。次に例を示します。


<?xml version= "1.0" encoding="UTF-8" ?>











42.4 XMLPostユーティリティの使用


XMLPostユーティリティは、次のいずれかの方法で起動できます。

	
コマンドラインから


	
スクリプト・ファイルまたはバッチ・ファイルから


	
プログラムから




どの方法でXMLPostを起動する場合でも、次の情報を提供する必要があります。

	
使用する構成ファイルの名前。


	
ソース・ファイル。ソース・ファイルは、単一のファイルとして、ファイルのリストとしてまたはファイルのディレクトリとして指定できます。




この項には次のトピックが含まれます:

	
開始する前に


	
コマンドラインからのXMLPostの実行


	
ソース・ファイルの識別


	
バッチ・プロセスとしてのXMLPostの実行


	
プログラムからのXMLPostの実行








42.4.1 開始する前に



	
XMLPostユーティリティを使用する前に、次の条件が満たされている必要があります。

	
使用するアセット・タイプが作成されていること。(作成されていない場合は、アセットをインポートする先となるデータベース表がありません。)


	
使用するコンテンツ管理サイトが作成されており、適切なアセット・タイプが各サイトに対して有効化されていること。


	
ワークフローを使用する場合は、使用するワークフロー・プロセスが作成されていること。


	
スタート・メニュー・ショートカットが作成されていること。ワークフローを使用する場合は、これらのショートカットによって適切なワークフロー・プロセスが適切なアセット・タイプに割り当てられていること。


	
使用するアセット・タイプのテンプレートが作成されていること。


	
使用するアセット・タイプのアソシエーション・フィールドが作成されていること。ただし、XMLPostを使用してアソシエーション・フィールドの値を設定するには、カスタム・コードが必要です。詳細は、「RemoteContentPostとPreUpdateのカスタマイズ」を参照してください。





	
XMLPostを起動する際は、UTF-8エンコード方式が確実に使用されるようにするために、クラスパスの前に-Dfile.encoding=UTF-8というコマンドを挿入してください。


注意:

	
すべての.jarファイルのバージョン番号を確認してください。バージョン番号は、WebCenter Sitesのパッチ間で異なる可能性があります。


	
XML Postインポート用としてUTF-8を使用してエンコードされたファイルを作成する場合、UTF-8ではBOMが必要なく推奨もされないため、BOMを使用せずに作成するようにしてください。ただし、BOMを使用する他のエンコード・フォームからUTF-8データを変換する場合や、BOMをUTF-8署名として使用する場合、BOMの使用が発生する可能性があります。

















42.4.2 コマンドラインからのXMLPostの実行



XMLPostを実行するには:




	構成ファイルとソース・ファイルを、WebCenter Sitesがインストールされているシステム上のディレクトリに配置します。
	XMLPostを起動し稼働するには、クラスパスに<ORACLE_HOME>\wcsites\webcentersites\sites-home\lib\*および<ORACLE_HOME>\oracle_common\modules\clients\*ディレクトリを設定します。
	そのディレクトリから次のコマンドを(単一のコマンドラインで)実行します。

この例では、LinuxおよびSolarisを含むUNIXベースのシステム用に、Windowsの構文を使用します。区切りには、スラッシュ(/)およびコロン(:)を使用します。


注意:

iniファイルにユーザー資格証明を指定できなくなりました。これらを指定する唯一の方法は、コマンドラインを使用する方法です。




java -Xmx512m -Dfile.encoding=UTF-8 -Dhttpclient=true -classpath
<ORACLE_HOME>\wcsites\webcentersites\sites-home\lib\*;
<ORACLE_HOME>\oracle_common\modules\clients\*;
<cs_app_dir>\WEB-INF\lib\servlet-api.jar;
<Sites WLS Domain>\wcsites\wcsites\config\*
COM.FutureTense.XML.Post.XMLPostMain -sSourcefile.xml -cConfigfile.ini
-ufwadmin -pxceladmin 


ここで:

	
-Xmx512mは、使用する最大メモリーを設定します。これは、大きな挿入操作に必要です。


	
<cs_app_dir>は、WebCenter Sitesアプリケーションが配置されているアプリケーション・サーバー上のディレクトリです。




ソース・ファイルを指定するには複数の方法があります。詳細は、「ソース・ファイルの識別」を参照してください。








注意:

j2ee.jarファイルは、J2EE SDKに含まれています。XMLPostを実行する前に、このSDKをインストールする必要があります。

コマンドラインで、作業ディレクトリ内にないソース・ファイルおよび構成ファイルへのパスを指定します。例: -s/products/product.xml。











42.4.3 ソース・ファイルの識別


XMLPostユーティリティに対してソース・ファイルを指定するためのソース・パラメータでは、次のいずれかを指定できます。

	
単一のファイル。


	
ファイルのディレクトリ。そのディレクトリ内のファイルのうち、構成ファイルで指定されたファイル拡張子(通常は.xml)を持つすべてのファイルがポスト(インポート)されます。


	
インポートするすべてのファイルのリストが記述されたリスト・ファイル。このファイルは.iniファイルと似ていますが、ファイル拡張子は.lstです。








42.4.3.1 単一のファイル



単一のファイルの内容をポストするには、そのファイルの名前をコマンドラインで指定します。次の例では、articlepost.iniという名前の構成ファイルとarticle.xmlという名前のソース・ファイルを使用するようにXMLPostに指示しています。

この例では、LinuxおよびSolarisを含むUNIXベースのシステム用に、Windowsの構文を使用します。区切りには、スラッシュ(/)およびコロン(:)を使用します。


java -Xmx512m -Dfile.encoding=UTF-8 -classpath
<cs_app_dir>\WEB-INF\lib\apache-mime4j-0.5.jar;
<cs_app_dir>\WEB-INF\lib\commons-lang-2.5.jar;
<cs_app_dir>\WEB-INF\lib\commons-lang3-3.1.jar;
<cs_app_dir>\WEB-INF\lib\commons-codec-1.7.jar;
<cs_app_dir>\WEB-INF\lib\commons-logging-1.1.3.jar;
<cs_app_dir>\WEB-INF\lib\cs.jar;
<cs_app_dir>\WEB-INF\lib\cs-core.jar;
<cs_app_dir>\WEB-INF\lib\httpclient-4.3.6.jar;
<cs_app_dir>\WEB-INF\lib\http_client-1.0.0-150521.1418.jar;
<cs_app_dir>\WEB-INF\lib\httpcore-4.3.3.jar;
<cs_app_dir>\WEB-INF\lib\httpmime-4.3.6-12.1.4.0.1-SNAPSHOT.jar;
<cs_app_dir>\WEB-INF\lib\MSXML.jar;
<cs_app_dir>\WEB-INF\lib\servlet-api.jar;
<cs_app_dir>\WEB-INF\lib\spring-core-3.2.6.RELEASE.jar;
<cs_app_dir>\WEB-INF\lib\sites-security.jar;
<cs_app_dir>\WEB-INF\lib\esapi-2.0.1.jar;
<cs_app_dir>\WEB-INF\lib\ojdl-1.1.0-150521.1418.jar;<j2eeSDK_dir>\j2ee.jar;
<cs_app_dir>\WEB-INF\classes 
 COM.FutureTense.XML.Post.XMLPostMain-sarticle.xml -carticlepost.ini









42.4.3.2 ファイルのディレクトリ



ディレクトリ内のすべてのファイルをポストするには、そのディレクトリのパスをコマンドラインで指定します。次の例では、xmlpostfilesディレクトリ内のファイルをインポートするようにXMLPostに指示しています。

この例では、LinuxおよびSolarisを含むUNIXベースのシステム用に、Windowsの構文を使用します。区切りには、スラッシュ(/)およびコロン(:)を使用します。


java -Xmx512m -Dfile.encoding=UTF-8 -classpath
<cs_app_dir>\WEB-INF\lib\apache-mime4j-0.5.jar;
<cs_app_dir>\WEB-INF\lib\commons-lang-2.5.jar;
<cs_app_dir>\WEB-INF\lib\commons-lang3-3.1.jar;
<cs_app_dir>\WEB-INF\lib\commons-codec-1.7.jar;
<cs_app_dir>\WEB-INF\lib\commons-logging-1.1.3.jar;
<cs_app_dir>\WEB-INF\lib\cs.jar;
<cs_app_dir>\WEB-INF\lib\cs-core.jar;
<cs_app_dir>\WEB-INF\lib\httpclient-4.3.6.jar;
<cs_app_dir>\WEB-INF\lib\http_client-1.0.0-150521.1418.jar;
<cs_app_dir>\WEB-INF\lib\httpcore-4.3.3.jar;
<cs_app_dir>\WEB-INF\lib\httpmime-4.3.6-12.1.4.0.1-SNAPSHOT.jar;
<cs_app_dir>\WEB-INF\lib\MSXML.jar;
<cs_app_dir>\WEB-INF\lib\servlet-api.jar;
<cs_app_dir>\WEB-INF\lib\spring-core-3.2.6.RELEASE.jar;
<cs_app_dir>\WEB-INF\lib\sites-security.jar;
<cs_app_dir>\WEB-INF\lib\esapi-2.0.1.jar;
<cs_app_dir>\WEB-INF\lib\ojdl-1.1.0-150521.1418.jar;<j2eeSDK_dir>\j2ee.jar;
<cs_app_dir>\WEB-INF\classes
 COM.FutureTense.XML.Post.XMLPostMain-sxmlpostfiles -carticlepost.ini









42.4.3.3 リスト・ファイル



ディレクトリを指定するかわりに、次のプロパティが含まれた.iniファイル形式のリスト・ファイルを作成できます。

	
numfiles: リストに含まれるファイルの数を指定します。


	
fileN: ファイルのパスとファイル名を指定します。Nは、リスト・ファイル内のそのファイルの順番を表します。リストの1番目のファイルはfile1、2番目のファイルはfile2というようになります。

リストの最後のfileNのNの値は、numfilesプロパティで指定された値と一致する必要があります。XMLPostは、numfilesプロパティで指定された数のファイルをインポートした時点で、インポートを終了します。XMLPostは、numfiles状態の値よりも多くのファイルはインポートしません。




リスト・ファイルのファイル拡張子は、.lstにする必要があります。

次のサンプル・リスト・ファイルはxmlpostfiles.lstという名前です。


numfiles: 3
file1: c:\xmlpost\article1.xml
file2: c:\xmlpost\article2.xml
file3: c:\xmlpost\article3.xml


このファイル・リストで指定されたファイルをポストするには、このリスト・ファイルの名前をコマンドラインで指定します。次の例では、xmlpostfiles.lstファイルで指定されたファイルをインポートするようにXMLPostに指示しています。

この例では、LinuxおよびSolarisを含むUNIXベースのシステム用に、Windowsの構文を使用します。区切りには、スラッシュ(/)およびコロン(:)を使用します。


java -Xmx512m -Dfile.encoding=UTF-8 -classpath
<cs_app_dir>\WEB-INF\lib\apache-mime4j-0.5.jar;
<cs_app_dir>\WEB-INF\lib\commons-lang-2.5.jar;
<cs_app_dir>\WEB-INF\lib\commons-lang3-3.1.jar;
<cs_app_dir>\WEB-INF\lib\commons-codec-1.7.jar;
<cs_app_dir>\WEB-INF\lib\commons-logging-1.1.3.jar;
<cs_app_dir>\WEB-INF\lib\cs.jar;
<cs_app_dir>\WEB-INF\lib\cs-core.jar;
<cs_app_dir>\WEB-INF\lib\httpclient-4.3.6.jar;
<cs_app_dir>\WEB-INF\lib\http_client-1.0.0-150521.1418.jar;
<cs_app_dir>\WEB-INF\lib\httpcore-4.3.3.jar;
<cs_app_dir>\WEB-INF\lib\httpmime-4.3.6-12.1.4.0.1-SNAPSHOT.jar;
<cs_app_dir>\WEB-INF\lib\MSXML.jar;
<cs_app_dir>\WEB-INF\lib\servlet-api.jar;
<cs_app_dir>\WEB-INF\lib\spring-core-3.2.6.RELEASE.jar;
<cs_app_dir>\WEB-INF\lib\sites-security.jar;
<cs_app_dir>\WEB-INF\lib\esapi-2.0.1.jar;
<cs_app_dir>\WEB-INF\lib\ojdl-1.1.0-150521.1418.jar;<j2eeSDK_dir>\j2ee.jar;
<cs_app_dir>\WEB-INF\classes
 COM.FutureTense.XML.Post.XMLPostMain-sc:\xmlpostfiles.lst -carticlepost.ini











42.4.4 バッチ・プロセスとしてのXMLPostの実行



複数のタイプのアセットをインポートする場合は、アセット・タイプごとに個別にXMLPostを実行することにより、タイプごとに固有の構成ファイルを指定します。XMLPostは、手動で実行することも、バッチ・ファイルから自動的に実行することもできます。このバッチ・ファイル内には、アセット・タイプごとに1つのコマンドライン文を記述します(この文では構成ファイルと、ソース・ファイルの場所を指定します)。前の項で説明した方法のいずれかを使用してソース・ファイルを指定できます。









42.4.5 プログラムからのXMLPostの実行


XMLPostユーティリティをプログラムから起動するには、XMLPostオブジェクトを作成して、doItメソッドのdoIt(String[] args)をコールします(このメソッドの入力は文字列配列です)。この配列のエレメントは、XMLPostをコマンドラインから実行する場合に使用するのと同じフラグです。

次に例を示します。


String args [] = {"-sSourcefile.xml","-cConfigfile.ini"};
COM.FutureTense.XML.Post.XMLPost poster = new
COM.FutureTense.XML.Post.XMLPost();
try {
  poster.doIt(args);
  } catch (Exception e) {
  e.printStackTrace();("error in XMLPost under program control");
}


ソース・ファイルと構成ファイルの完全パスを指定する必要があります。









42.5 RemoteContentPostとPreUpdateのカスタマイズ


必要に応じて、アセット・タイプのRemoteContentPostエレメントやPreUpdateエレメント内のコードを追加または変更することで、XMLPostプロセスをカスタマイズできます。アセットに関する情報を他の表にインポートするには、そのアセット・タイプのPreUpdateエレメントを変更する必要があります。

この項では、次の2つのカスタマイズ例を紹介します。

	
Articleアセット・タイプのPreUpdateエレメントをカスタマイズして、このエレメントで説明フィールド内のヘッドライン情報が設定されるようにします。Article表にはdescription列がありますが、「新規」記事フォームや「編集」記事フォーム内のフィールドの名前は「ヘッドライン」になります。


	
Articleアセット・タイプのPreUpdateエレメントをカスタマイズして、このエレメントが記事にアソシエーションを追加できるようにします。




この項には次のトピックが含まれます:

	
プログラムによるフィールド値の設定


	
アセットのアソシエーションの設定








42.5.1 プログラムによるフィールド値の設定



記事アセット・タイプは、「ヘッドライン」と呼ばれる「新規」および「編集」フォーム内にフィールドを持ち、その値はArticle表内のdescription列に格納されます。Articleアセットのインポート時にヘッドライン・テキストが正しい列(description列)に書き込まれるようにするために、Articleアセット・タイプのPreUpdateエレメントが変更されます。

まず、WebCenter Sites製品キット内のXcelerate/Samples/XMLPostディレクトリに配置されたArticlePost.iniという名前のサンプル構成ファイルを調べます。このファイルには、次のように「ヘッドライン」フィールドに対して指定されたタグが含まれています。


# headline gets stored in the description field
postheadline: y


記事アセット・タイプのPreUpdateエレメント内の次のコードは、RemoteContentPostがVariable.headlineとして渡すデータを正しいデータベース列に書き込みます。


<if COND="IsVariable.headline=true">
  <then>
    <ASSET.SET NAME="theCurrentAsset" 
     FIELD="description" 
     VALUE="Variables.headline"/>
  </then>
</if>


この例では、ASSET.SETというタグを使用しています。このタグは、現在メモリー内にあるアセットのフィールド内のデータを設定します。このタグでは次の3つのパラメータを指定できます。

	
NAME: (必須)。メモリーに格納されているアセット・オブジェクトの名前です。このアセット・オブジェクトは、ASSET.LOADタグかASSET.CREATEタグで、あらかじめインスタンス化されている必要があります。WebCenter Sitesでは慣例的にtheCurrentAssetという名前を使用して、現在のアセット・オブジェクトを参照します。


	
FIELD: (必須)。値を設定しようとしているフィールドの名前。このフィールドの名前は、このタイプのアセットの記憶域表内の列の名前と完全に一致している必要があります。


	
VALUE: (必須)。列に挿入するデータ。












42.5.2 アセットのアソシエーションの設定



アセット間のアソシエーションに関する情報は、AssetRelationTree表に書き込まれます。XMLPostの標準動作では、アセットの情報はそのアセット・タイプのプライマリ記憶域表にのみ書き込まれるため、アセットのアソシエーションを指定するには、そのアセット・タイプのPreUpdateエレメントを変更する必要があります。たとえば、Articleアセット・タイプにはMainImageFileという名前のアソシエーション・フィールドがあります。コンテンツ・プロバイダは記事アセットを作成する際に、適切なイメージファイル・アセットをこのフィールドで選択します。

WebCenter Sites製品キット内のXcelerate/Samples/XMLPostディレクトリに配置されたArticlePost.iniという名前のサンプル構成ファイルを調べてください。このファイルには、次のようにMainImageFileアソシエーション・フィールドに対して指定されたタグが含まれています。


postMainImageFile-name: y


記事アセット・タイプのPreUpdateエレメント内の次のコードは、RemoteContentPostがVariable.mainimagefileとして渡すデータを正しいデータベース表に書き込みます。


<if COND="IsVariable.MainImageFile-name=true">
<then>
 <ASSET.LOAD NAME="anAssociatedImage" TYPE="ImageFile"
  FIELD="name" VALUE="Variables.MainImageFile-name"/>
  <if COND="IsError.Variables.errno=false">
    <then>
      <ASSET.GET NAME="anAssociatedImage" FIELD="id" OUTPUT="imageid"/>
      <ASSET.ADDCHILD NAME="theCurrentAsset" TYPE="ImageFile"
       CHILDID="Variables.imageid" CODE="MainImageFile"/>
    </then>
  </if>
</then>
</if>



注意:

ASSET.ADDCHILDタグは、2つのアセット間のリンクのみを作成します。関連付けられたアセットは作成しません。このコードが正常に機能するためには、CHILDIDパラメータで指定されたアセットが、WebCenter Sitesデータベース内に存在している必要があります。



この例では、ASSET.ADDCHILDというタグを使用しています。このタグは、子アセットを、現在メモリー内に保持されているアセットと関連付けます。このタグでは次の5つのパラメータを指定できます。

	
NAME (必須)。メモリーに格納されているアセット・オブジェクトの名前です。このアセット・オブジェクトは、ASSET.LOADタグかASSET.CREATEタグで、あらかじめインスタンス化されている必要があります。WebCenter Sitesでは慣例的にtheCurrentAssetという名前を使用して、現在のアセット・オブジェクトを参照します。


	
TYPE (必須)。子アセットのアセット・タイプ。


	
CHILDID (必須)。子アセットのID。


	
CODE (オプション)。アソシエーションの名前。この値は、AssetRelationTree表のncode列に書き込まれます。


	
RANK (オプション)。子アセットの順番を設定するための数値。この値は、AssetRelationTree表のnrank列に書き込まれます。




ASSET.GETおよびASSET.LOADの詳細は、Oracle WebCenter Sitesタグ・リファレンスを参照してください。











42.6 XMLPostのトラブルシューティング


ここでは、XMLPostユーティリティの実行時に発生する可能性のあるいくつかの問題について簡単に説明します。





42.6.1 XMLPostが実行されず、ログ・ファイル・メッセージが作成されない



XMLPostが起動しない理由としては次の2つが考えられます。

	
構成ファイル内のxmlpost.URLプロパティの設定で無効なサーバー名が指定されています。


	
インポート先のシステム上でWebCenter Sitesが実行されていません。それを起動してください。












42.6.2 XMLPostでエラーが発生して、ログ・ファイルにエンティティの欠落というメッセージが記録されている



このメッセージは、ソース・ファイル内に無効なXMLがあることを意味します。このような場合は通常、XMLにHTMLコードが含まれており、そのコードに含まれている特殊なHTML文字がそれらのHTML文字の文字エンティティ・コードで参照されていません。最適なコーディング手法として、すべてのHTMLコードを<![CDATA[...]]>タグ内に埋め込んでください。









42.6.3 XMLPostがアセットを保存しようとするとエラー105が発生する



アセットの保存時にデータベース・エラーが発生する理由はいくつか存在します。105エラーの一般的な理由の1つは、XMLPostが保存しようとしているデータが大きすぎて列(フィールド)に収まらないことです。この問題の解決方法は目的に応じて異なります。列に収まらないデータが途中で切り捨てられてもかまわない場合は、trunctagプロパティを構成ファイルに追加することで解決できます。たとえば、truncbody: 2000と指定します。

このエラー・コードのもう1つの一般的な理由は、同じ名前を持つそのタイプのアセットが存在していることです。そのアセットの名前を変更してから、そのアセットをもう一度インポートしてみてください。









42.6.4 ポスト・エレメントのデバッグ



RemoteContentPostエレメントを変更した場合、または独自のポスティング・エレメントを作成した場合、XML Debuggerユーティリティを使用してこのエレメントをテストします。XML Debuggerを使用するには、xmlpost.urlプロパティの設定でContentServerをDebugServerに置き換えます。たとえば、xmlpost.url: http://6ipjk/servlet/ContentServerをxmlpost.url: http://6ipjk/servlet/DebugServerに変更します

XML Debuggerユーティリティの詳細は、「WebCenter Sitesのツールおよびユーティリティの概要」を参照してください。














17 セッションおよびCookieについて


セッションには訪問者に関する情報が格納されます。Cookieには、セッションを継続している訪問者に関する情報が格納されます。

セッションおよびCookieの管理の詳細は、次の項を参照してください。

	
セッションについて


	
セッションのライフタイム


	
セッションの例


	
Cookieについて


	
Cookieの例


	
ヒントとコツ


	
Satellite Serverのセッション・トラッキング








17.1 セッションについて


mainおよびwaterという2つのページが含まれているWebサイトを考えてみましょう。訪問者は最初にmainを見た後でwaterに移動するとします。HTTPはステートレスなプロトコルです。そのため、標準的なWebサーバーでこのサイトを管理している場合、mainで収集されたナレッジは訪問者がwaterに移動したときに失われてしまいます。つまり、waterでは、訪問者がmainで提供できた可能性のある情報を利用できないことになります。

この制約を回避するために、アプリケーション・サーバーは訪問者が最初にWebサイトに入った時点を検出します。その時点で、アプリケーション・サーバーは訪問者に対してセッションを開始します。前述の例では、訪問者がmainページをリクエストした時点でアプリケーション・サーバーはセッションを開始しています。Webサイト・デザイナはmainを使用して訪問者に関する情報を収集し、その情報をセッション変数に格納できます。セッション変数に格納された情報は、すべての後続ページで利用できます。したがって、たとえばBobが自分の年齢をmainに指定して、mainのデザイナがその年齢をセッション変数に書き込んだ場合、waterではBobの年齢に簡単にアクセスできます。

セッション変数に格納された値は、そのセッションが継続する間は使用できます。セッションが終了すると、アプリケーション・サーバーはそのセッションに関連付けられたセッション変数を破棄します。各セッション変数はアプリケーション・サーバー上でメモリーを消費するため、不必要なセッション変数の作成はパフォーマンスの低下につながります。

WebCenter Sitesでは一部のセッション変数が自動作成されますが、Webサイト開発者はオプションとしてその他のセッション変数を作成できます。アプリケーション・サーバーは、セッションをクラスタ上で保持できます。







17.2 セッションのライフタイム


セッションは、訪問者が初めてWebサイトを訪れたときに始まります。セッションは、次のいずれかが生じたときに終了します。

	
訪問者がブラウザを終了します。


	
セッションがタイムアウトしました。WebCenter Sitesは、cs.timeoutプロパティを使用してセッション・タイムアウト値をアプリケーション・サーバーに設定します。このプロパティを300に設定した場合、ユーザー・セッションは300秒、すなわち5分で無効になります。


	
システム管理者がアプリケーション・サーバーを停止します。




この項には次のトピックが含まれます:

	
WebCenter Sitesによって保持されるセッション変数


	
ログインとログアウト








17.2.1 WebCenter Sitesによって保持されるセッション変数



セッションが作成されると、WebCenter Sitesは、表17-1で説明されているセッション変数を自動的に作成します。





表17-1 セッション変数

	セッション変数	保持される内容
	
SessionVariables.currentUser

	
ログインした訪問者のid。


	
SessionVariables.currentAcl

	
この訪問者が属するすべてのACLのカンマ区切りリスト。訪問者が明示的にログインしていない場合、デフォルトACLはBrowserです。


	
SessionVariables.username

	
訪問者のログイン時のユーザー名。訪問者が明示的にログインしていない場合、デフォルトのユーザー名はDefaultReaderです。


	
SessionVariables.iniFile

	
WebCenter Sitesのプロパティが含まれているファイルの名前。












17.2.2 ログインとログアウト


訪問者が初めてサイトを訪れると、WebCenter Sitesでセッションが作成され、訪問者はDefaultReaderとして暗黙的にログインされます。セッション中に訪問者が明示的にログインした場合、WebCenter SitesはSessionVariables.currentUser, SessionVariables.currentAclおよびSessionVariables.usernameの値を自動的に更新します。ログインによって、その他のセッション変数の値が影響を受けることはありません。つまり、ログイン前にページでセッション変数が作成された場合、その値はログイン後も有効です。訪問者が明示的にログアウトすると、WebCenter Sitesで生成されたセッション変数はログイン前に保持されていた値に自動的に戻ります。たとえば、次の順序を考えてみましょう。

	
訪問者が初めてページにアクセスした場合、SessionVariables.usernameの値はDefaultReaderです。


	
訪問者がmarilynとしてログインすると、SessionVariables.usernameの値はmarilynになります。


	
marilynがログアウトすると、SessionVariables.usernameの値はDefaultReaderに戻ります。




ログアウトをトリガーするには、<CATALOGMANAGER>タグをftcmd=logout修飾子と同時に呼び出します。このタグを発行すると、オプションとして、現在のセッションを破棄するkillsession修飾子を指定できます。さらに、<CATALOGMANAGER>タグをftcmd=login修飾子と同時に呼び出すことによって、セッションを新規作成できます。









17.3 セッションの例


次に、3つの非常に短いエレメントで構成される簡単なセッションの例を示します。


表17-2 セッションの例

	エレメント	動作
	
FeelingsForm

	
訪問者に現在の気分を指定するように依頼します。


	
SetFeelings

	
現在の気分をセッション変数に割り当てます。


	
Meat

	
セッション変数を評価します。







この項には次のトピックが含まれます:

	
FeelingsFormエレメント


	
SetFeelingエレメント


	
Meatエレメント








17.3.1 FeelingsFormエレメント


フィーリング・フォームは実際にはセッションまたは変数を含んでいません。このエレメントは、単にフォームを生成するのみです。訪問者の選択した気分は、次のようにSetFeelingエレメントに渡されます。


<form action="ContentServer" method="post">
   <input type="hidden" name="pagename" 
          value="CSGuide/Sessions/SetFeelings"/>

 <P>How are you feeling right now?</P>
 <P>
 <select name="Feeling" size="1">
    <option>Good</option>
    <option>Not so Good</option>
 </select>
 </P>

 <P><input type="submit" name="doit" value="Submit"/></P>
</form>


この結果、図17-1のようなページが生成されます。


図17-1 サンプル・ページ

[image: 図17-1の説明が続きます]








17.3.2 SetFeelingエレメント


「送信」ボタンをクリックすると、訪問者はSetFeelingに転送されます。このエレメントにより、訪問者の気分はCurrentFeelingという新規のセッション変数に割り当てられます。


<SETSSVAR NAME="CurrentFeeling" VALUE="Variables.Feeling"/>

<P>Welcome to our site.</P>

<P>Now proceed to  
<A href="ContentServer?pagename=CSGuide/Sessions/Meat">
some meaty content. 
</A></P>


この結果、次のようなページが生成されます。


Welcome to our site.
Now proceed to some meaty content.


このアプリケーションのエレメントが訪問者にログインするよう要求した場合、WebCenter Sitesはusernameセッション変数を自動的に訪問者のログイン名に設定します。その場合は、ようこそメッセージをSetFeelingで次のようにパーソナライズすることもできます。


<P>Welcome to our site, <CSVAR NAME="SessionVariables.username"/>
</P>







17.3.3 Meatエレメント


「some meaty content」をクリックすると、訪問者はMeatページに転送されます。このページでは、セッション変数が評価されます。


<IF COND="SessionVariables.CurrentFeeling=Good">
 <THEN>
     <P>Sessions are happiness.</P>
 </THEN>
 <ELSE>
     <P>Don't let sessions get you down.</P>
 </ELSE>
</IF>


気分のすぐれない訪問者には、次のメッセージが表示されます。


Don't let sessions get you down.


CurrentFeelingがMeatに対してどのように使用可能になったかに注目してください。実際に、CurrentFeelingはセッション内のその他すべてのエレメントでも使用可能です。









17.4 Cookieについて


Cookieは、アプリケーションが訪問者のブラウザに書き込む文字列です。Cookieには、セッションを継続している訪問者に関する情報が格納されます。訪問者のブラウザは、この文字列を訪問者のディスク上の特別なCookieに書き込みます。訪問者がWebサイトに戻ったときに、訪問者のブラウザはCookieを設定したWebサーバーにCookieのコピーを返送します。Cookieは、作成されるとただちに、ページ上のエレメントの変数として使用可能になります。

たとえば、アプリケーションで訪問者のお気に入りのスポーツ・チームがCookieに格納されているとします。その場合は、訪問者が戻ったときにアプリケーションはCookieを取得し、その情報を使用してチーム・ロゴをバナーに表示することもできます。Cookieが不要に成った場合は、削除できます。

この項には次のトピックが含まれます:

	
CookieServer


	
Cookieのタグ








17.4.1 CookieServer


CookieServerは、ユーザーにかわってCookieを設定するサーブレットです。CookieServerにアクセスするには、satellite.cookieタグを使用してCookieを作成します。







17.4.2 Cookieのタグ


WebCenter Sitesには、Cookieの管理用に次の2つのタグがあります。


表17-3 Cookieのタグ

	タグ	使用法
	
satellite.cookie

	
クライアントのブラウザにCookieを設定します。


	
REMOVECOOKIE

	
クライアントのブラウザからCookieを削除します。







Cookieの値を取得する特殊なタグはありません。かわりに、訪問者がWebサイトに戻ると、WebCenter SitesはCookieの値を標準変数としてロードします。

(satellite.cookieを呼び出すことにより)Cookieを作成するときに、次の属性を指定できます。


表17-4 Cookieの属性

	属性	値
	
name

	
Cookieの名前。これは、Cookieの値が含まれている受信変数の名前としても機能します。

注意: WebCenter Sitesのページ・コンテキストのCookieは、変数として扱われます。したがって、Cookieとアセット属性の名前が同じであれば、同じ変数として扱われます。


	
expiration

	
Cookieが今後Webサーバーに送信されなくなるまでの時間(秒)。


	
security

	
オプションとして、Cookieにセキュリティを設定します。


	
URL

	
CookieがこのURLのみで送信されるように制限します。


	
Domain

	
Cookieが指定されたドメインのURLのみに送信されるように制限します。







一部の訪問者は、Cookieはセキュリティ上の脅威と感じて、Cookieを拒否するようにブラウザを構成することがあります。Cookieの情報が重要である場合に備えて、アプリケーションを構成する必要があります。

任意のタグを使用してコンテンツを訪問者のブラウザに戻す前に、Cookieの設定または削除を行う必要があります。<HTML>タグを使用する前であっても、Cookieの設定または削除が必要です。









17.5 Cookieの例


この例は、非常に短い複数のエレメントで構成されています。


表17-5 Cookieのエレメント

	エレメント	動作
	
Start

	
Cookieが設定されているかどうかを判別します。Cookieが設定されている場合は、DisplayWelcomeを呼び出します。Cookieが設定されていない場合は、GetColorPreferenceを呼び出します。


	
ColorForm

	
訪問者にお気に入りの色を選択するように要求するフォームを表示します。


	
CreateCookie

	
この訪問者のブラウザにCookieを作成します。その後で、訪問者をDisplayWelcomeにリダイレクトします。


	
DisplayWelcome

	
簡単なようこそメッセージを訪問者のお気に入りの色で表示します。







この項には次のトピックが含まれます:

	
Start.xml


	
ColorForm


	
CreateCookie


	
DisplayWelcome


	
Cookie例の実行








17.5.1 Start.xml


Start.xmlエレメントは、Cookieが設定されているかどうかを判別します。Cookieが設定されている場合、WebCenter Sitesはその値をVariables.ColorCookieという標準変数に格納します。Start.xmlのコードは次のようになります。


<IF COND="IsVariable.ColorCookie=true">
 <THEN> 
    <CALLELEMENT NAME="CSGuide/Sessions/DisplayWelcome"/>
 </THEN>
 <ELSE>
    <CALLELEMENT NAME="CSGuide/Sessions/ColorForm"/>
 </ELSE>
</IF>







17.5.2 ColorForm


ColorForm.xmlエレメントは、訪問者のお気に入りの色を収集するHTMLフォームを表示します。ColorForm.xmlのコードは次のようになります。


<form action="ContentServer" method="post">
   <input type="hidden" name="pagename" value="CSGuide/Sessions/CreateCookie"/>

 <P>What is your favorite color?</P>
 <P>
 <select name="FavoriteColor" size="1">
    <option>Red</option>
    <option>Green</option>
    <option>Blue</option>
 </select>
 </P>

<P><input type="submit" name="doit" value="Submit"/></P>
</form>







17.5.3 CreateCookie


CreateCookie.xmlエレメントは、ColorCookieというCookieを訪問者のブラウザに送信します。訪問者がCookieを無効化した場合、ブラウザはCookieを設定するようにというリクエストを無視します。訪問者がCookieを有効化した場合(デフォルト)、ブラウザはCookieをこのシステムのCookieファイルに書き込みます。

次に、CreateCookie.xmlのコードを示します。


<satellite.cookie NAME="ColorCookie" VALUE="Variables.FavoriteColor" 
TIMEOUT="31536000" SECURE="false"/> 

<CALLELEMENT NAME="CSGuide/Sessions/DisplayWelcome"/>


このコードでは、Cookieの値が訪問者のお気に入りの色に設定されます。このCookieは1年間(31,536,000秒)継続します。







17.5.4 DisplayWelcome


DisplayWelcomeが呼び出されるときまでに、Cookieが設定されます。次のコードでは、ようこそメッセージを訪問者のお気に入りの色で表示するためにCookieの値が使用されます。


<H1><font color="Variables.ColorCookie"
     REPLACEALL="Variables.ColorCookie">
Displaying a Friendly Welcome.
</font></H1>







17.5.5 Cookie例の実行



Cookie例を実行するには、ブラウザを使用してCSGuide/Sessions/Startのページ名に移動します。

この例を初めて実行すると、4つのエレメントがすべて実行されます。2回目以降は、StartとDisplayWelcomeのみが実行されます。











17.6 ヒントとコツ



次の提案が役に立つ場合があります。

	
クラスタでは、セッション状態をクラスタ・メンバー全員にレプリケートする必要があります。クラスタでは、セッション・サイズを最小限に抑え、1クライアントにつき2キロバイトを超えるセッションを格納しないようにしてください。


	
妥当なセッション・タイムアウト値を決定します。設定するタイムアウト値が大きすぎると、システム・リソースが拘束されてしまいます。タイムアウト値が小さすぎると、訪問者は何回もログインしなければなりません。












17.7 Satellite Serverのセッション・トラッキング


パーソナライズしたコンテンツを訪問者に提供するWebサイトでは、セッションの追跡が必要です。WebCenter SitesとSatellite Serverはいずれもセッションを追跡します。双方で訪問者のブラウザにCookieが設定されるため、(1つではなく)2つのCookieがそれぞれ独立してセッションを追跡します。Satellite Serverが停止しても、WebCenter Sitesセッションは保持されるため、この冗長性はSatellite Serverが停止した場合に役立ちます。

Satellite Serverはセッション固有のページレットを最初の依頼者に返送するだけですが、ユーザーのログアウトに関するセッション固有の情報を明示的にフラッシュすることで、Satellite Serverキャッシュの領域が確保されます。

次の各セクションでは、Satellite Serverからセッション情報をフラッシュする方法について説明します。

この項には次のトピックが含まれます:

	
URLを使用したセッションのフラッシュ


	
現行セッション情報のフラッシュ


	
その他のセッション情報のフラッシュ








17.7.1 URLを使用したセッションのフラッシュ



特定のセッションに関連するすべてのデータをフラッシュできます。これは、フォームを次のフォーマットでURLにポストすることで、WebCenter Sitesから実行します。


https://host:port/servlet/FlushServer?reset=true&username=username&password=password&ssid=sessionID


ここで:


表17-6 セッション・パラメータ

	パラメータ	値
	
host

	
キャッシュがフラッシュの対象となるSatellite Serverホストの名前を指定します。


	
port

	
Resinを別のポートで実行するように再構成した場合を除き、80(デフォルト)を指定します。


	
username

	
ユーザー名プロパティに割り当てられた値を指定します。


	
password

	
パスワード・プロパティに割り当てられた値を使用します。


	
sessionID

	
削除対象のセッションを表すセッションID (Satellite Serverではなく、WebCenter Sitesにより保持されているもの)を指定します。














17.7.2 現行セッション情報のフラッシュ



現在使用しているSatellite Serverセッションの情報をフラッシュするには、現行セッションIDを持つFlushServer URLを使用します。現行セッションID (ssid)は、アプリケーション・サーバーに依存する名前を持ったセッション変数に格納されます。この名前を確認するには、セッション変数HTTP_COOKIEを参照します。





	
次のJavaコードは、現行セッションの情報のフラッシュに使用します。


String value;
String name = "WebLogicSession";
value = ics.GetVar(name);

String sFlushSessionUrl ="http://mysatellite:80/servlet/
FlushServer?username=ftuser&password=ftuser&
reset=true&ssid=" + value;"

String sSatTest1Results = Utilities.readURL(sFlushSessionUrl);












17.7.3 その他のセッション情報のフラッシュ



現在使用しているセッション以外のセッションから情報をフラッシュするには、次の手順に従います。




	フラッシュするページレットが含まれているコンテナ・ページに次のタグを追加します。


<satellite.page 
pagename="QA/Satellite/Functional/xml/pagelet4" 
cachecontrol="session:0:00:00 */*/*"/>


"session:0:00:00 */*/*"のcachecontrol値は、このページをリクエストするセッションごとに、そのセッションによる後続リクエストのみで表示可能なページレットが作成されることを示します。指定されたページのセッションが失効すると、そのページは二度と表示できなくなります。コンテナ・ページは、毎日の真夜中にキャッシュから失効します。




	コンテナ・ページに対してcachecontrolパラメータを設定した後で、キー・パラメータを持つInventoryサーブレットを使用してセッションID (ssid)を取得します。ssidは、プロトコルとサーバー名の前の文字列です。たとえば、Inventoryサーブレットが次のように表示されたとします。


OuCOTrh9yporWfgu8Uthttp://myserver:80/servlet/
ContentServer?pagename=QA/Satellite/Functional/xml/pagelet4


この場合、ssidはOuCOTrh9yporWfgu8Uになります。




	セッションから情報をフラッシュするには、FlushServer URLにあるssidを使用します。例:


http://myserver:80/servlet/
FlushServer?username=ftuser&password=ftuser&reset=true&
ssid=OuCOTrh9yporWfgu8U



注意:

現在使用しているセッション以外のセッションから情報をフラッシュするには、セッション・アフィニティを有効にしておくことをお薦めします。



















79 Asset APIの使用: チュートリアル


Asset APIチュートリアルはクイックリファレンスであり、Oracle WebCenter Sites Java APIリファレンスの代替ではありません。このチュートリアル全体を通じて取り上げられているコードサンプルは、Asset APIの使用方法を示しています。

Asset APIチュートリアルの使用の詳細は、次の項を参照してください。

	
Asset APIの理解


	
主要インタフェース


	
はじめに


	
Asset APIによる読取り


	
Asset APIによる書込み


	
開発戦略


	
オプション: スタンドアロンJavaプログラムからAsset APIを使用するための設定








79.1 Asset APIの理解


Asset APIは、WebCenter Sitesのアセットにアクセスしてこれらのアセットを操作するためのJava APIです。その主な目的は、アセットを扱うことができるコンテキストを拡大することです。その主な特長は次のとおりです。

	
Asset APIは、非サーブレット・コンテキストでWebCenter Sitesをサポートしています。

Asset APIが導入される前は、WebCenter Sitesでは、WebページやWebアプリケーションを作成するための手段として使用されるタグ(XMLとJSPの両方)という形で、プログラミング用の主要インタフェースが公開されていました。この意味において、WebCenter Sitesは、サーブレット・モデルを中核として厳密に構築されていたため、スタンドアロンJavaプログラム(EJBなど)などの他のコンテキストでは使用できませんでした。したがって、サーブレット・フレームワークに依存することなく、どのような環境でも使用できるAPIを作成する必要がありました。


	
Asset APIは、ベーシックとフレックスという2つのアセット・ファミリの取得操作、作成操作および変更操作を統一しています。

	
Asset APIは、AssetDataとAttributeDataで両方のアセット・ファミリを表しています。


	
Asset APIは、フレックス・アセットとベーシック・アセットのどちらに対しても汎用のConditionオブジェクトとQueryオブジェクトを使用します。





	
Asset APIは、Javaオブジェクトという形でベーシック・アセット、フレックス・アセットおよびフレックス親アセットの作成と編集をサポートしています。


注意:

Asset APIでは、ロード対象のアセット以外の依存性が一切ログに記録されません。












79.2 主要インタフェース


Asset APIを使用すると、WebCenter Sitesのアセットのデータと定義の両方にアクセスできます。

	
com.fatwire.assetapi.dataパッケージには、データの読取りに役立つクラスが含まれています。


	
com.fatwire.assetapi.defの下のクラスは、アセットの定義用です。


	
com.fatwire.assetapi.queryパッケージには、問合せを作成するために必要な構成体が含まれています。詳細は、Oracle WebCenter Sites Java APIリファレンスを参照してください。




Asset APIでは、次の主要インタフェースが定義されています。

	
Session: APIからWebCenter Sitesへの主要なエントリ・ポイントです。Asset APIでなんらかの処理を実行するためには、セッションを取得する必要があります。


	
AssetDataManager: アセット・データを読み取るためのマネージャです。開発者は、ここで情報を問い合せることができるとともに、アセットのアソシエーションなどの情報を検索できます。


	
AssetTypeDefManager: アセット・タイプの定義を読み取るためのマネージャ。「定義」は、フレックス・アセットが重要となるWebCenter Sitesでロードされる条件です。ここでは、アセット・タイプの構造を定義するものと同様に、一般的な意味で使用されます。その結果、ベーシック・アセット・タイプにも定義があります。


	
AssetData: アセットのデータです。基本的には、AttributeDataインスタンスおよびアセット自体に関するその他の情報のコレクションです。


	
AssetId: アセット・タイプとIDの組合せです。


	
DimensionableAssetManager: 特定のアセットの翻訳を取得することで多言語アセットをサポートするマネージャです。










79.3 はじめに



このチュートリアルで満たす必要がある前提条件を次に示します。

	
このチュートリアルの例を実行するには、FirstSiteII (FSII)が必要です。tools.jarファイル(JDK 1.5以降に付属)がクラスパス内に存在している必要があります。


注意:

Asset APIは、スタンドアロンJavaプログラムから使用できます。そのためには、いくつかの設定が必要です。詳細は、「オプション: スタンドアロンJavaプログラムからAsset APIを使用するための設定」を参照してください。




	
この章の例に取り組むには、jspエレメントに関する知識と、これらのエレメントがWebCenter Sites環境でどのように作成されるのかに関する知識が必要です。詳細および手順については、「テンプレート・アセット、CSElementアセットおよびSiteEntryアセットの作成」を参照してください。












79.4 Asset APIによる読取り


ここまでの簡単な背景情報に基づいて、FSIIデータに基づいたいくつかのコードを記述してみましょう。

この項には次のトピックが含まれます:

	
簡単な例: フィールド値の読取り


	
AssetIdの読取り


	
アセットIDに基づいた属性の読取り


	
問合せの実行


	
複雑な問合せの実行


	
ソートによる結果の取得


	
BlobObjectの読取り


	
複数値属性の取得


	
多言語アセット: 翻訳の取得


	
アセットと属性の定義の読取り


	
キーと値のマッピングの読取り








79.4.1 簡単な例: フィールド値の読取り



FSII記事内の「FSIIHeadline」フィールドのすべての値を読み取ってみましょう。実行する手順は、次のとおりです。

	
セッションを取得します。


	
AssetDataManagerのハンドルを取得します。


	
問合せを作成します。


	
読取りを実行して、結果を出力します。




次に、これらの手順を実装するコードを示します(jspエレメント内)。


<%@ page import="com.fatwire.system.*"%>
<%@ page import="com.fatwire.assetapi.data.*"%>
<%@ page import="com.fatwire.assetapi.query.*"%>
<%@ page import="java.util.*"%>
<cs:ftcs>
<%
Session ses = SessionFactory.getSession();
AssetDataManager mgr =(AssetDataManager) ses.getManager( AssetDataManager.class.getName() );
Query q = new SimpleQuery("Content_C", "FSII Article", null, Collections.singletonList("FSIIHeadline") );
for( AssetData data : mgr.read( q ) )
{
out.println( data.getAttributeData("FSIIHeadline").getData() );
out.println( "<br/>" );
}
%>
</cs:ftcs>




	SessionFactory.newSession()によって、指定されたユーザーのセッションが作成されます。それ以降は、このセッション・インスタンスを使用して読み取られたすべてのデータは、そのユーザーのACL権限に準拠します。単にnewSession( null, null )をコールして、仮定ユーザーであるDefaultReaderに属するセッションを取得することもできます。WebCenter Sitesによって稼働するWebアプリケーションは通常、実行時にこのユーザーとして実行されます。ただし、間違ったユーザー名とパスワードが指定された場合、エラーが発生します。
	このセッションを使用して、AssetDataManager.getManagerのハンドルを取得します。(AssetDataManager.class.getName()メソッドによってこの処理が実行されます。)
	Queryは、このユーザーの検索条件に基づいた結果を表しています。この例では、シンプルなバージョンのQueryを使用して、アセット・タイプ(Content_C)、サブタイプ(FSII Article)、および取得する属性のリスト(この場合は単にFSIIHeadline)を指定しています。すべてのアセットが目的であるため、3つ目のパラメータ(Conditionインスタンスを受け取ります)はnullです。Conditionsの使用方法の詳細は、「複雑な問合せの実行」を参照してください。
	AssetDataManagerのread()メソッドは、AssetDataに対するIterableを返します。それぞれのアセット・データには、属性名に対するAttributeDataのインスタンスが含まれています。AttributeData.getData()は、属性自体の実際のデータを返します。








79.4.2 AssetIdの読取り



	
これらすべてのアセットのIDを把握するには、AssetIdインスタンスを返すAssetData.getAssetId()を使用します。


	
AssetIdを出力するには、次に示すように、「簡単な例: フィールド値の読取り」のコードを変更します。


for( AssetData data : mgr.read( q ) )
{
AssetId id = data.getAssetId();
out.println( data.getAttributeData("FSIIHeadline").getData() + " id=" + id );
out.println( "<br/>" );
}


このコードは、次の行を出力します(AssetIdは、id番号とタイプを含むコンポジットです)。AssetId.getId()とAssetId.getType()はそれぞれIDとタイプを返します。


AudioCo. America Announces H300 series id=Content_C:1114083739888 
AudioCo. New Portable Media Player Offers Full Video Experience id=Content_C:1114083739926
AudioCo.'s First Under Water MP3 Player id=Content_C:1114083739951
...












79.4.3 アセットIDに基づいた属性の読取り



また、アセットIDの属性を読み取ることもできます(テンプレートに渡されるか、プログラムによって取得されます)。





	
ここでは、AssetId (Content_C:1114083739888という「AssetIdの読取り」で使用したコードで示したものなど)を例として取り上げて、次のコードを使用して、名前、説明およびFSIIBodyを出力してみます。


<%@ page import="com.fatwire.system.*"%>
<%@ page import="com.fatwire.assetapi.data.*"%>
<%@ page import="com.fatwire.assetapi.query.*"%>
<%@ page import="java.util.*"%>
<%@ page import="com.openmarket.xcelerate.asset.*"%>
<cs:ftcs>
<%
Session ses = SessionFactory.getSession();
AssetDataManager mgr =(AssetDataManager) ses.getManager( AssetDataManager.class.getName() );
AssetId id = new AssetIdImpl( "Content_C", 1114083739888L );
List attrNames = new ArrayList();
attrNames.add( "name" );
attrNames.add( "description" );
attrNames.add( "FSIIBody" );

AssetData data = mgr.readAttributes( id, attrNames );
AttributeData attrDataName = data.getAttributeData( "name" );
AttributeData attrDataDescr = data.getAttributeData( "description" );
AttributeData attrDataBody = data.getAttributeData("FSIIBody");

out.println( "name:" + attrDataName.getData() );
out.println( "<br/>" );
out.println( "description:" + attrDataDescr.getData() );
out.println( "<br/>" );
out.println( "FSII Body:" + attrDataBody.getData() );
out.println( "<br/>" );
%>
</cs:ftcs>


ここでは、特定のIDについて、読み取る属性を指定しています。このコード例からわかるように、ベーシック・フィールド(nameやdescriptionなど)とフレックス属性を指定できます(どちらも属性として扱われます)。


	
かわりに、AssetDataManager.read( List<AssetId> ids)を使用して、特定のIDのすべての属性をロードすることもできます。次のコードでは、単一のAssetIdについてこの処理を実行する方法を示しています。


<%@ page import="com.fatwire.system.*"%>
<%@ page import="com.fatwire.assetapi.data.*"%>
<%@ page import="com.fatwire.assetapi.query.*"%>
<%@ page import="java.util.*"%>
<%@ page import="com.openmarket.xcelerate.asset.*"%>
<cs:ftcs>
<%
Session ses = SessionFactory.getSession();
AssetDataManager mgr =(AssetDataManager) ses.getManager( AssetDataManager.class.getName() );
AssetId id = new AssetIdImpl( "Content_C", 1114083739888L );

Iterable<AssetData> dataItr = mgr.read( Collections.singletonList( id ) );

for( AssetData data : dataItr )
{
for(AttributeData atrData : data.getAttributeData() )
{
out.println( "<br/>" );
out.println( "attribute name:" + atrData.getAttributeName() );
out.println( "data: " + atrData.getData() );
}
}
%>
</cs:ftcs>












79.4.4 問合せの実行



Queryは、検索対象のデータに基づいた条件を指定します。





	
SKUがiAC-008である製品を検索するには、名前およびIDも出力する次のコードを使用します。


<%@ page import="com.fatwire.system.*"%>
<%@ page import="com.fatwire.assetapi.data.*"%>
<%@ page import="com.fatwire.assetapi.query.*"%>
<%@ page import="java.util.*"%>
<cs:ftcs>
<%
Session ses = SessionFactory.getSession();
AssetDataManager mgr = (AssetDataManager) ses.getManager( AssetDataManager.class.getName() );
Condition c = ConditionFactory.createCondition( "FSIISKU", OpTypeEnum.EQUALS, "iAC-008" );
Query query = new SimpleQuery( "Product_C", "FSII Product", c, Collections.singletonList( "name" ) );

for( AssetData data : mgr.read( query ) )
{
AttributeData attrData = data.getAttributeData( "name" );
out.println( "name:" + attrData.getData() );
out.println( "<br/>" );
out.println( "id:" + data.getAssetId() );
}
%>
</cs:ftcs>


Queryは、1つのCondition、取得対象の一連の属性および1つのSortOrderで構成されています。前述の例では、iAC-008とEQUALになるFSIISKU属性値に基づいて構成された条件を使用しています。前述の例と同じように、生成されるAssetDataのコレクションに格納された状態で取得する属性名のリストを渡しています。


	
問合せ可能な属性の型とその方法について、いくつかの考慮事項が存在します。各種の問合せアルゴリズムの詳細は、「問合せのタイプ」を参照してください。

簡単に言うと、一部のタイプの問合せは特定のアルゴリズムで実行できますが、他のアルゴリズムでは実行できません。これは、Assetタグ・ファミリとAssetSetタグ・ファミリにおける動作とまったく同じです。このことを例示するために、たとえば、価格(FSIIPrice)が179より高いすべての製品を読み取るとします。

FSIIPriceは、MONEY型です。「データ型と有効な問合せ演算」の表79-2を参照すると、GREATER_THAN演算がこのデータ型について許可されているのは、ベーシック/汎用アルゴリズムのみということがわかります。次のコードでは、このアルゴリズムを使用して、価格が179より高いすべての製品を取得します。問合せアルゴリズムの選択は、このコード内の強調表示された行で行っています。


<%@ page import="com.fatwire.system.*"%>
<%@ page import="com.fatwire.assetapi.data.*"%>
<%@ page import="com.fatwire.assetapi.query.*"%>
<%@ page import="java.util.*"%>

<cs:ftcs>
<%
Session ses = SessionFactory.getSession();
        AssetDataManager mgr = (AssetDataManager) ses.getManager( AssetDataManager.class.getName() );
Condition c = ConditionFactory.createCondition( "FSIIPrice", OpTypeEnum.GREATER_THAN, 179.0f );
Query query = new SimpleQuery( "Product_C", "FSII Product", c, Arrays.asList( "name", "FSIIPrice" ) );
query.getProperties().setIsBasicSearch( true );

for( AssetData data : mgr.read( query ) )
{
AttributeData name = data.getAttributeData( "name" );
AttributeData price = data.getAttributeData( "FSIIPrice" );

out.println( "name:" + name.getData() );
out.println( "id:" + data.getAssetId() );
out.println( "price:" + price.getData() );

out.println( "<br/>" );
}
%>
</cs:ftcs>












79.4.5 複雑な問合せの実行



複雑な問合せを作成するには、ネストされた複数のConditionを使用します。選択した問合せアルゴリズムに応じて、問合せは「問合せのタイプ」に列記している制約を受けます。

次のコードを使用して、FSIIPrice属性が179.0より大きいという条件と、名前がFSIIに類似しているという条件の両方または一方を満たしているすべてのProduct_Cアセットを取得します。


<%@ page import="com.fatwire.system.*"%>
<%@ page import="com.fatwire.assetapi.data.*"%>
<%@ page import="com.fatwire.assetapi.query.*"%>
<%@ page import="java.util.*"%>
<cs:ftcs>
<%
Session ses = SessionFactory.getSession();
AssetDataManager mgr = (AssetDataManager) ses.getManager( AssetDataManager.class.getName() );
Condition c1 = ConditionFactory.createCondition( "FSIIPrice", OpTypeEnum.GREATER_THAN, 179.0f );
Condition c2 = ConditionFactory.createCondition( "name", OpTypeEnum.LIKE, "FSII" );
Condition c = c1.and( c2 ); // c1.or( c2 );

Query query = new SimpleQuery( "Product_C", "FSII Product", c, Arrays.asList( "name", "FSIIPrice" ) );
query.getProperties().setIsBasicSearch( true );

for( AssetData data : mgr.read( query ) )
{
AttributeData name = data.getAttributeData( "name" );
AttributeData price = data.getAttributeData( "FSIIPrice" );

out.println( "name:" + name.getData() );
out.println( "id:" + data.getAssetId() );
out.println( "price:" + price.getData() );

out.println( "<br/>" );
}
%>
</cs:ftcs>









79.4.6 ソートによる結果の取得



次に示すように、フィールドをソートして結果を取得したり、ソート順を逆にしたりできます。





	
価格によってソートされた結果を取得するには、次のコードを使用します(この例では、SortOrderとして昇順を指定しています)。


<%@ page import="com.fatwire.system.*"%>
<%@ page import="com.fatwire.assetapi.data.*"%>
<%@ page import="com.fatwire.assetapi.query.*"%>
<%@ page import="java.util.*"%>
<cs:ftcs>
<%
Session ses = SessionFactory.getSession();
        AssetDataManager mgr = (AssetDataManager) ses.getManager( AssetDataManager.class.getName() );

SortOrder so = new SortOrder( "FSIIPrice", true );
Query query = new SimpleQuery( "Product_C", "FSII Product", 
null, Collections.singletonList( "FSIIPrice" ), Collections.singletonList( so ) );

for( AssetData data : mgr.read( query ) )
{
AttributeData price = data.getAttributeData( "FSIIPrice" );

out.println( "id:" + data.getAssetId() );
out.println( "price:" + price.getData() );

out.println( "<br/>" );
}
%>
</cs:ftcs>

The above code sorts and prints asset ids and price in the ascending order of FSIIPrice,

id:Product_C:1114083739851 price:89.99
id:Product_C:1114083739757 price:99.95
id:Product_C:1114083739696 price:129.99
id:Product_C:1114083739301 price:129.99
id:Product_C:1114083739471 price:179.95
id:Product_C:1114083739350 price:189.95
id:Product_C:1114083739225 price:399.99
id:Product_C:1114083739596 price:899.95
id:Product_C:1114083739804 price:1399.99
id:Product_C:1114083739549 price:3799.95
id:Product_C:1114083739663 price:6999.99


	
ソート順序を逆にするには、このコードの強調表示された行でtrueをfalseに変更します。












79.4.7 BlobObjectの読取り



Asset APIでは、データ(バイナリ・ファイルとして保管されるデータ)のファイル・タイプを表すための特別なクラスが定義されています。たとえば、FirstSiteIIのFSIIDocumentFile属性はblob型です。





	
次のコードを使用して、すべてのDocument_CインスタンスからFSIIDocumentFileを読み取って、アセットID、ファイル名およびファイル・サイズを出力します。


<%@ page import="com.fatwire.system.*"%>
<%@ page import="com.fatwire.assetapi.data.*"%>
<%@ page import="com.fatwire.assetapi.query.*"%>
<%@ page import="java.util.*"%>
<cs:ftcs>
<%
Session ses = SessionFactory.getSession();
AssetDataManager mgr = (AssetDataManager) ses.getManager( AssetDataManager.class.getName() );

Query query = new SimpleQuery( "Document_C", "FSII Document", null, Collections.singletonList( "FSIIDocumentFile" ) );

for( AssetData data : mgr.read( query ) )
{
AttributeData docAttr = data.getAttributeData("FSIIDocumentFile");
BlobObject fileObj = (BlobObject)docAttr.getData();
byte [] d = new byte[fileObj.getBinaryStream().available()];
fileObj.getBinaryStream().read(d);

out.println( "id:" + data.getAssetId() );
out.println( "file name:" + fileObj.getFilename() );
out.println( "file size:" + d.length );

out.println( "<br/>" );
}
%>
</cs:ftcs>












79.4.8 複数値属性の取得



Asset APIは、単一値属性をサポートしているのと同じように複数値属性をサポートしています。AttributeDataには、複数の値を取得するためのgetDataAsList()という付随メソッドが含まれています。

次のコードを使用して、FSIIKeywordという複数値属性に含まれているデータを出力します。


注意:

FirstSiteIIに付属しているサンプル・データには、FSIIKeyword属性のデータは含まれていないため、このサンプル・コードではキーワードはまったく出力されません。このコードを実行する前に、一部のFSIIDocumentインスタンスを編集して、この属性のデータを追加します。




<%@ page import="com.fatwire.system.*"%> 
<%@ page import="com.fatwire.assetapi.data.*"%>
<%@ page import="com.fatwire.assetapi.query.*"%>
<%@ page import="java.util.*"%>
<cs:ftcs>
<%
Session ses = SessionFactory.getSession();
AssetDataManager mgr = (AssetDataManager) ses.getManager( AssetDataManager.class.getName() );

Query query = new SimpleQuery( "Document_C", "FSII Document", 
null, Collections.singletonList( "FSIIKeyword" ) );

for( AssetData data : mgr.read( query ) )
{
AttributeData attrData = data.getAttributeData( "FSIIKeyword" );
List retData = attrData.getDataAsList();
out.println( "id:" + data.getAssetId() );

for( Object o : retData )
{
out.println( "data:" + o );
}

out.println( "<br/>" );
}
%>
</cs:ftcs>









79.4.9 多言語アセット: 翻訳の取得



Asset APIでは、多言語アセットを扱うためのインタフェースとメソッドも用意されています。基本的に、多言語アセットを扱うためのメソッドはDimensionableAssetManager内にあります。これらのメソッドは、特定のアセットのすべてのロケールを取得したり、アセットの特定の翻訳を取得したりできます。

次の例を使用して、グループをLocaleに設定したDimensionableAssetManager内のgetRelativesメソッドを使用して、まずアセットPage: 1118867611403の翻訳を取得してから、getRelativeメソッドを使用してこのアセットのfr_FR翻訳を取得します。


<%@ page import="com.fatwire.system.*"%> 
<%@ page import="com.fatwire.assetapi.data.*"%>
<%@ page import="com.fatwire.mda.DimensionableAssetManager"%>
<%@ page import="com.openmarket.xcelerate.asset.*"%>
<%@ page import="java.util.*"%>

<cs:ftcs>
<%
Session ses = SessionFactory.getSession();
DimensionableAssetManager mgr = (DimensionableAssetManager)ses.getManager(DimensionableAssetManager.class.getName());

AssetId page_asset = new AssetIdImpl("Page", 1118867611403L);

for( AssetId id : mgr.getRelatives( page_asset, null, "Locale" ))
{
out.println( id );
}
out.println( "<br/>" );

AssetId fr_translation = mgr.getRelative( page_asset, "fr_FR" );
out.println( fr_translation );

%>
</cs:ftcs>









79.4.10 アセットと属性の定義の読取り



Asset APIを使用すると、アセットのデータだけでなくアセットの定義にもアクセスできます。アセットの定義を構成している属性や各属性の型などの情報を取得するには、AssetTypeDefManagerというマネージャを使用します。

次の例を使用して、Document_Cからすべての定義情報を読み取って、ブラウザに出力します。


<%@ page import="com.fatwire.system.*"%>
<%@ page import="com.fatwire.assetapi.def.*"%>
<%@ page import="java.util.*"%>
<%@ page import="com.fatwire.assetapi.query.*"%>
<cs:ftcs>
<%
Session ses = SessionFactory.getSession();
        AssetTypeDefManager mgr = (AssetTypeDefManager) ses.getManager( AssetTypeDefManager.class.getName() );

AssetTypeDef defMgr = mgr.findByName( "Document_C", "FSII Document" );

out.println( "Asset type description: " + defMgr.getDescription() );
out.println( "<br/>" );

for( AttributeDef attrDef : defMgr.getAttributeDefs() )
{
out.println( "Attribute name: " + attrDef.getName() );
out.println( "Attribute description: " + attrDef.getDescription() );
out.println( "is required: " + attrDef.isDataMandatory() );
out.println( "Attribute type: " + attrDef.getType() );
out.println( "<br/>" );
}

%>
</cs:ftcs>









79.4.11 キーと値のマッピングの読取り



Asset APIを使用すると、特定のCSElementやテンプレートのキーと値のマッピング・ペアにアクセスできます。

次の例を使用して、CSElementからすべてのマッピング・ペアを読み取ります。


<%@ page import="com.fatwire.system.*"%>
<%@ page import="com.fatwire.assetapi.data.*"%>
<%@ page import="com.fatwire.assetapi.query.*"%>
<%@ page import="java.util.*"%>
<cs:ftcs>
<%
Session ses = SessionFactory.getSession();
AssetDataManager mgr = (AssetDataManager)(ses.getManager(AssetDataManager.class.getName()));
Condition c = ConditionFactory.createCondition("name", OpTypeEnum.LIKE, "FSIICommon/Nav/LocaleForm");
Query query = new SimpleQuery("CSElement", null, c, null);
query.getProperties().setReadAll(true);
for (AssetData data : mgr.read(query))
{
   List<AttributeData>  mappingArray = (List<AttributeData>)data.getAttributeData("Mapping"). getData();
   for (int i=0; i<mappingArray.size(); i++)
   {
      HashMap mappingMap = (HashMap)mappingArray.get(i).getData();
      String key = (String)((AttributeData)mappingMap.get("key")).getData();
      String type =(String)((AttributeData)mappingMap.get("type")).getData();                   
      String value = (String)((AttributeData)mappingMap.get("value")).getData();
      String siteid = (String)((AttributeData)mappingMap.get("siteid")).getData();     

      out.println("Mapping Entry #"+String.valueOf(i+1));
      out.println("<br/>");
      out.println("Key: "+key);
      out.println("Type: "+type);


out.println("Value: "+value);


      out.println("Siteid: "+siteid);
      out.println("<br/>");
   }
}
%>
</cs:ftcs>











79.5 Asset APIによる書込み


Asset APIは、ベーシック・アセットおよび特定タイプのフレックス・アセットに対する書込み操作をサポートしています。サポートされている書込み操作は、アセットの作成、変更および削除です。サポートされているアセットは、ベーシック・アセット、フレックス・アセットおよびフレックス親です。これら以外のすべてのアセット・タイプ(フレックス親定義、フレックス・アセット定義、フレックス・フィルタおよびフレックス属性)は、現在サポートされていません。これらのアセット・タイプに対するいずれかの書込み操作(挿入または更新)が試行された場合は、UnsupportedOperationExceptionがスローされます。

この項には次のトピックが含まれます:

	
新規アセットの作成


	
既存のアセットの更新


	
既存のアセットの削除


	
多言語アセット








79.5.1 新規アセットの作成



Asset APIは、AssetDataManager.insert( List<AssetData> data )メソッドを使用して、WebCenter Sites内で新規アセットを作成します。このメソッドは、AssetDataのリストを受け取って、これらのAssetDataを使用してWebCenter Sites内でアセットを作成します。正常に実行された場合、このメソッドは、受け取ったAssetDataにこれらの新規作成したアセットのIDを移入します。

Asset APIは、AssetDataManager.newAssetData メソッドとinsertメソッドを組み合せることで、新規フレックス・アセットを作成できます。newAssetDataメソッドは、nullまたは空のリスト/コレクションが移入されたすべてのAttributeDataオブジェクトとともに、空のAssetDataを返します。正しいサブタイプが指定されている場合は、flextemplateid (フレックス・アセット用)またはflexgroupid (フレックス親用)に値が自動的に移入されます。





	
新しいフレックス・アセットを作成するには、次のコードを使用します。


<%@ page import="com.fatwire.system.*"%>
<%@ page import="com.fatwire.assetapi.data.*"%>
<%@ page import="com.fatwire.assetapi.query.*"%>
<%@ page import="com.openmarket.xcelerate.asset.AssetIdImpl"%>
<%@ page import="java.util.*"%>
<cs:ftcs>
<%
Session ses = SessionFactory.getSession();
AssetDataManager adm = (AssetDataManager) ses.getManager( AssetDataManager.class.getName() );
        MutableAssetData d = adm.newAssetData( "Content_C", "FSII Article" );
        d.getAttributeData( "name" ).setData( New Content" );
        d.getAttributeData( "FSIIHeadline" ).setData( "headline" );
        d.getAttributeData( "FSIIAbstract" ).setData( "abstract" );
        d.getAttributeData( "FSIIBody" ).setData( "body" );
        d.getAttributeData( "Publist" ).setData( Arrays.asList( "FirstSiteII" ) );
        d.setParents( Arrays.<AssetId>asList( new AssetIdImpl( "Content_P", 1112192431478L)) );
        adm.insert( Arrays.<AssetData>asList( d ));
        out.println( d.getAssetId() );        
%>
</cs:ftcs>


	
Asset APIは、新規ベーシック・アセットを作成することもできます。新しい基本アセットを作成するには、次のコードを使用します。


<%@ page import="com.fatwire.system.*"%>
<%@ page import="com.fatwire.assetapi.data.*"%>
<%@ page import="com.fatwire.assetapi.query.*"%>
<%@ page import="java.util.*"%>
<cs:ftcs>
<%
Session ses = SessionFactory.getSession();
AssetDataManager adm = (AssetDataManager) ses.getManager( AssetDataManager.class.getName() );
        MutableAssetData d = adm.newAssetData( "HelloArticle", "" );
        d.getAttributeData( "name" ).setData( New Hello Article" );
        d.getAttributeData( "headline" ).setData( "headline" );
        d.getAttributeData( "byline" ).setData( "abstract" );
        d.getAttributeData( "category" ).setData( "g" );
        BlobObject b = new BlobObjectImpl( "filename.txt", null, "body".getBytes() );
        d.getAttributeData( "urlbody" ).setData( b );
        d.getAttributeData( "Publist" ).setData( Arrays.asList( "HelloAssetWorld" ) );
        adm.insert( Arrays.<AssetData>asList( d ));
        out.println( d.getAssetId() );
%>
</cs:ftcs>


	次の例に示すように、サブタイプFSIIArticleの新しいContent_Cコンテンツを作成し、FSII webrootおよびHTTPレスポンス・コード(200)を使用したバニティURLとしてmyAPItestvanity.htmlを設定できます。

<%@ page import="com.fatwire.system.*"%> 
<%@ page import="com.fatwire.assetapi.data.*"%> 
<%@ page import="com.fatwire.assetapi.query.*"%> 
<%@ page import="com.openmarket.xcelerate.asset.AssetIdImpl"%> 
<%@ page import="java.util.*"%> 
<cs:ftcs> 
<% 
Session ses = SessionFactory.getSession(); 
AssetDataManager adm = (AssetDataManager) ses.getManager( 
AssetDataManager.class.getName() ); 
        MutableAssetData d = adm.newAssetData( "Content_C", "FSII Article" ); 
        d.getAttributeData( "name" ).setData( "New Content" ); 
        d.getAttributeData( "FSIIHeadline" ).setData( "headline" ); 
        d.getAttributeData( "FSIIAbstract" ).setData( "abstract" ); 
        d.getAttributeData( "FSIIBody" ).setData( "body" ); 
        d.getAttributeData( "Publist" ).setData( Arrays.asList( "FirstSiteII" 
 ) ); 
        d.setParents( Arrays.<AssetId>asList( new AssetIdImpl( "Content_P", 
 1112192431478L)) ); 
. 
        //Retrieve a AttributeData reference to the asset's Webreference 
 attribute containing a list of vanity urls for the asset 
       AttributeData webReferenceAttrData = 
 d.getAttributeData("Webreference"); 
       
       //Create new Vanity URL for this asset.   
       // Specify the follwing: 
   //String webroot: the name of the webroot to use 
   //String url: the vanity url 
   //Integer httpstatus: the http response code 
   //Long patternid: id of WebReferencesPatterns entry. 0 for urls not created 
 from pattern. 
   //boolean flag: indicates whether this the default vanity url for this 
 asset 
   //String template: SiteCatalog path for Template 
   //String wrapper: SiteCatalog path for Wrapper 
       WebReference vanityURL = new WebReferenceImpl("FSII", 
 "myAPItestvanity.html", new Integer("200"), 0L, 
 true,"FirstSiteII/FSIILayout","FSIIWrapper"); 
 . 
       //Set tthe asset's WebReference data attribute with the updated list: 
       
 webReferenceAttrData.setDataAsList(Arrays.<WebReference>asList(vanityURL)); 
       
       //Save the asset 
        adm.insert( Arrays.<AssetData>asList( d )); 
        out.println( d.getAssetId()+"<br/>");         
 . 
 %> 
</cs:ftcs> 












79.5.2 既存のアセットの更新



Asset APIでは、挿入に加えて、更新の操作もサポートされています。挿入と同様に、更新操作では、AssetDataのデータがWebCenter Sites内に保存されますが、既存のアセットが対象になります。そのアセットが存在しない場合は、更新操作により、例外がスローされます。

既存のアセットを更新するには、次のコードを使用します。


<%@ page import="com.openmarket.xcelerate.asset.AssetIdImpl"%>
<%@ page import="com.fatwire.system.*"%>
<%@ page import="com.fatwire.assetapi.data.*"%>
<%@ page import="com.fatwire.assetapi.query.*"%>
<%@ page import="java.util.*"%>
<cs:ftcs>
<%
Session ses = SessionFactory.getSession();
AssetDataManager adm = (AssetDataManager) ses.getManager( AssetDataManager.class.getName() );
Iterable<AssetData> assets = adm.read( Arrays.<AssetId>asList( new AssetIdImpl( "HelloArticle", 1238171255471L), new AssetIdImpl( "Content_C", 1238171254486L)) );
        List<AssetData> sAssets = new ArrayList<AssetData>();
        for ( AssetData a : assets )
        {
            sAssets.add( a );
            a.getAttributeData( "name" ).setData( "Changed Name" );
        }
        adm.update( sAssets ); 
%>
</cs:ftcs>









79.5.3 既存のアセットの削除



Asset APIは、WebCenter Sitesからのアセットの削除もサポートしています。

WebCenter Sitesアセットを削除するには、次のコードを使用します。

2つのアセットに対するすべての参照を削除した後に、adm.deleteによって両方のアセットをWebCenter Sitesから削除できます。いずれかのアセットが他のアセットによって参照されている場合や、そのアセットが無効な場合は、例外がスローされます。例外がスローされると、削除プロセスは停止します。


<%@ page import="com.openmarket.xcelerate.asset.AssetIdImpl"%>
<%@ page import="com.fatwire.system.*"%>
<%@ page import="com.fatwire.assetapi.data.*"%>
<%@ page import="com.fatwire.assetapi.query.*"%>
<%@ page import="java.util.*"%>
<cs:ftcs>
<%
 Session ses = SessionFactory.getSession();
 AssetDataManager adm = (AssetDataManager) ses.getManager( AssetDataManager.class.getName() );
 adm.delete( Arrays.<AssetId>asList( new AssetIdImpl( "HelloArticle", 1238171255471L), new AssetIdImpl( "Content_C", 1238171254486L)) );
%>
</cs:ftcs>









79.5.4 多言語アセット



Asset APIは、多言語アセットの作成をサポートしています。多言語アセットを作成するには、2段階のプロセスを実行する必要があります。まず、そのアセットを作成して保存します。次に、ロケール情報を追加します。

次の例を使用して、新しいContent_Cアセットを作成して、そのロケールをen_USに設定します。


<%@ page import="com.fatwire.system.*"%>
<%@ page import="com.fatwire.assetapi.data.*"%>
<%@ page import="com.fatwire.mda.*"%>
<%@ page import="com.fatwire.mda.DimensionableAssetInstance.
                 DimensionParentRelationship"%>
<%@ page import="java.util.*"%>
<%@ page import="com.openmarket.xcelerate.asset.*"%>
<%@ page import="com.openmarket.xcelerate.common.*"%>
<cs:ftcs>

<%
Session ses = SessionFactory.getSession();

AssetDataManager adm = (AssetDataManager) ses.getManager( AssetDataManager.class.getName() );
MutableAssetData d = adm.newAssetData( "Content_C", "FSII Article" );
d.getAttributeData( "name" ).setData( New Content" );
d.getAttributeData( "FSIIHeadline" ).setData( "headline" );
d.getAttributeData( "FSIIAbstract" ).setData( "abstract" );
d.getAttributeData( "FSIIBody" ).setData( "body" );
d.getAttributeData( "Publist" ).setData( Arrays.asList( "FirstSiteII" ) );
d.setParents( Arrays.<AssetId>asList( new AssetIdImpl( "Content_P", 1112192431478L)) );
adm.insert( Arrays.<AssetData>asList( d ));
DimensionManager dam = (DimensionManager)ses.getManager(DimensionManager.class.getName());
Dimension dim = dam.loadDimension("en_US");
d.getAttributeData("Dimension") .setData(Arrays.asList(new Dimension[]{dim}));
DimensionParentRelationship dpr = new DimParentRelationshipImpl("Locale", d.getAssetId());
d.getAttributeData("Dimension-parent").setData(Arrays.asList(new DimensionParentRelationship[]{dpr}));
adm.update( Arrays.<AssetData>asList( d ));
%>
</cs:ftcs>











79.6 開発戦略


この項では、データ型と属性データ(これにより、WebCenter Sitesデータ型をJava型にマップします)とともに、問合せのタイプ(問合せのタイプ、それらの使用方法、およびサポートされている演算を比較します)について説明します。

この項には次のトピックが含まれます:

	
データ型と属性データ


	
問合せのタイプ


	
データ型と有効な問合せ演算








79.6.1 データ型と属性データ



AttributeDataには、データ型(WebCenter Sites固有の型)に関する情報と実際のデータが含まれています。これらの型は、AttributeTypeEnumで定義されています。AttributeData.getData()とAttributeData.getDataAsList()は、特定のJava型のデータ・オブジェクトを返します。

表79-1に、WebCenter Sitesの型と対応するJava型のマッピングを示します。





表79-1 WebCenter Sitesのデータ型とJava型

	WebCenter Sitesのデータ型	Java型
	
INT

	
Integer


	
FLOAT

	
Double


	
STRING

	
String


	
DATE

	
Date


	
MONEY

	
Double


	
LONG

	
Long


	
LARGE_TEXT

	
String


	
ASSET

	
AssetId


	
BLOB

	
BlobObject












79.6.2 問合せのタイプ


Asset APIを使用すると、汎用/ベーシックとフレックスという2種類の問合せを実行できます。

2種類のアルゴリズムが存在し、一方では汎用アセット・インフラストラクチャが使用され(汎用/ベーシック問合せ)、もう一方ではアセットセットと検索状態が使用されます(フレックス問合せ)。汎用/ベーシック問合せは、フレックス・アセットとベーシック・アセットの両方に使用できますが、フレックス問合せはフレックス・アセットにしか使用できません。

これらの各アルゴリズムには、メリットとデメリットがあります。Asset APIの目標は、問合せメカニズムを統一して、最終的にはAsset APIのユーザーがアルゴリズムを選択する必要性をなくすことです。ただし現時点では、これらのアルゴリズムは同等ではないため、ユーザーはこれら2つのアルゴリズムのうち一方で提供されている特定の機能を希望する場合は、そのアルゴリズムを選択する必要があります。

QueryProperties.setIsBasicSearch( true )は、この問合せの汎用/基本検索を行うための問合せアルゴリズムを設定します。デフォルトではfalseに設定されます。ベーシック・アセットの場合、設定は問題になりません。

どちらのタイプの問合せを選択すればよいでしょうか。簡単に言うと、フレックス・アセットのベーシック属性を検索する場合は、ベーシック問合せを使用します。そうでない場合は、デフォルト問合せを使用します。これは、一般に使用されるほとんどの問合せに対応できます。状況はこれよりもやや微妙です。次に、各タイプの問合せに対する他の制約事項を示しています。

ベーシック/汎用問合せ

	
サブタイプを指定しない場合は、フレックス属性に基づいて検索することはできません。


	
フレックス定義に含まれていないフレックス属性に基づいて検索することはできません。


	
フレックス属性に基づいてソートすることはできません。


	
大文字と小文字が区別されることは保証されません(データベースに依存します)。


	
AND演算は、異なるフィールド間のみで許可されます(たとえばname=name1 AND description=descr1 は許可されますが、name=name1 AND name=name2は許可されません)。


	
OR演算は、同じフィールド名が使用された2つの条件についてのみ許可されます。OR条件は、フレックス属性については無効です。




フレックス問合せ

	
条件にベーシック属性を含めることはできません(id、name、descriptionなど)。


	
ベーシック属性に基づいてソートすることはできません。


	
フレックス問合せは、サブタイプが指定されていなくても機能します。その場合は、すべてのサブタイプのデータが検索対象になります。


	
条件で使用できる演算子は、LIKE、EQUALS、BETWEENおよびRICHTEXTのみです。










79.6.3 データ型と有効な問合せ演算


実行する問合せのタイプに応じて、特定のデータ型について許可される演算のタイプに関するさらなる制約が存在します。

一般に、フレックス・タイプ問合せ(フレックス・アセットのデフォルト問合せ)で許可されるOpTypeEnumsは、LIKE、EQUALS、BETWEENおよびRICHTEXTのみです。AssetSet/SearchStateタグからも同じ操作を実行できる点に注意してください。

他のOpTypeEnumsを使用するには、ベーシック/汎用問合せを使用する必要があります(そのためにはQueryProperties.setIsBasicSearch( true )を設定します)。このような問合せは、当然ながら、前述のベーシック問合せのルールに従う必要があります。

表79-2では、ベーシック/汎用問合せで各データ型(単一値または複数値)について許可されている演算を示しています。


表79-2 許可される演算のセット

	データ型	EQUALS	NOT_EQUALS	LIKE	GREATER	LESSTHAN	BETWEEN	RICHTEXT
	
INT

	
可

	
可

	
不可

	
可

	
可

	
–

	
不可


	
FLOAT

	
可

	
可

	
不可

	
可

	
可

	
–

	
不可


	
STRING

	
可

	
可

	
可

	
可

	
可

	
–

	
不可


	
DATE

	
可

	
可

	
不可

	
可

	
可

	
–

	
不可


	
MONEY

	
可

	
可

	
不可

	
可

	
可

	
–

	
不可


	
LONG

	
可

	
可

	
不可

	
可

	
可

	
–

	
不可


	
LARGE_TEXT

	
不可

	
不可

	
可

	
不可

	
不可

	
–

	
不可


	
ASSET

	
可

	
可

	
不可

	
不可

	
不可

	
–

	
不可


	
BLOB

	
不可

	
不可

	
不可

	
不可

	
不可

	
–

	
不可







表79-3では、フレックス・タイプ問合せで各データ型(単一値または複数値)について許可されている演算を示しています。


表79-3 データ型ごとに許可される演算のセット

	データ型	EQUALS	NOT_EQUALS	LIKE	GREATER	LESS THAN	BETWEEN	RICHTEXT
	
INT

	
可

	
–

	
不可

	
–

	
–

	
可

	
不可


	
FLOAT

	
可

	
–

	
不可

	
–

	
–

	
可

	
不可


	
STRING

	
可

	
–

	
可

	
–

	
–

	
可

	
不可


	
DATE

	
可

	
–

	
不可

	
–

	
–

	
可

	
不可


	
MONEY

	
可

	
–

	
不可

	
–

	
–

	
可

	
不可


	
LONG

	
可

	
–

	
不可

	
–

	
–

	
可

	
不可


	
LARGE_TEXT

	
不可

	
–

	
可

	
–

	
–

	
不可

	
可


	
ASSET

	
可

	
–

	
不可

	
–

	
–

	
可

	
不可


	
BLOB

	
不可

	
–

	
不可

	
–

	
–

	
不可

	
可














79.7 オプション: スタンドアロンJavaプログラムからAsset APIを使用するための設定



このチュートリアルでは、JSPテンプレートからAsset APIを使用する方法を紹介していますが、スタンドアロンJavaプログラムからAsset APIを使用することもできます。そのためには、単一のデータベース接続または接続プールを設定します(WebCenter Sitesの外部で)。


注意:

次の手順では、すべてのコンポーネントがインストール済のWebCenter Sitesに対してローカルであると想定しています。



単一のデータベース接続またはデータベース接続プールを設定する前に:

	
次のファイルがJavaプログラムのクラスパス内に存在していることを確認します。

	
javaee.jarとtools.jar (どちらもJDK 1.5以降に付属しています)。


	
ServletRequest.properties。このファイルは、WEB-INF/classesフォルダからコピーできます。


	
SSOConfig.xml。ただし、WebCenter SitesインストールにWEMがインストールされており、シングル・サインオン(wcs_properties.json内)がtrueに設定されていることが前提です。SSOConfig.xmlファイルは、WEB-INF/classesフォルダからコピーできます。


	
cs-cache.xml、ss-cache.xml、linked-cache.xmlおよびcas-cache.xml。


	
SitesSecurityContext.xml。このファイルは、WEB-INF/classesフォルダからコピーできます。


	
WebCenter Sitesのすべてのバイナリ・ファイル(WEB-INF/libフォルダ内のjarファイル)。





	
次のどちらかの手順に進みます。

	
単一のデータベース接続を設定するには::


	
データベース接続プールを設定するには::







単一のデータベース接続を設定するには::

	
Javaプログラムの次のシステム・プロパティを設定します。


cs.dburl=<JDBC_URL_to_connect_to_DB>
cs.dbdriver=<driverClass>
cs.dbuid=<dbUserName>
cs.dbpwd=<dbPassword>


	
WebCenter Sitesのインストール・フォルダを確認して、そのフォルダ名をJVM引数として渡します。


-Dcs.installDir=<install_dir>




データベース接続プールを設定するには::




	次のjarファイルをクラスパスに追加します。commons-dbcp.jarファイル(WebCenter Sitesに付属)、およびcommons-pool.jarファイル(Apache Webサイトから入手可能)。
	データ・ソースと同じ名前のプロパティ・ファイルを作成します。

次の点に注意してください。

	
データ・ソースの名前は、cs.dsnプロパティ(wcs_properties.json内)の値です。


	
cs.dbconnpictureの値(同じくwcs_properties.json内)は、cs.dsnを参照している必要があります(cs.dbconnpictureとcs.dsnの組合せによって有効なリソースを得る必要があります)。

たとえば、次の組合せによって

cs.dsn= csDataSourceおよび

cs.dbconnpicture= java\:comp/env/$dsn

次の有効なリソースが得られます。

java:/csDataSource

したがって、プロパティ・ファイルにはcsDataSource.properties (cs.dsnの値)という名前を付けます。


	
作成するプロパティ・ファイルは、必ずJavaプログラムのクラスパス内に配置してください。







	プロパティ・ファイルを作成したら、このファイルに次のキーを追加します。


driver=<driverClass>
url=<JDBC_URL_to_connect_to_DB>
maxconnections=<number_of_connections_to_pool>
user=<dbUserName>
password=<dbPassword>




	WebCenter Sitesのインストール・フォルダを確認して、そのフォルダ名をJVM引数として渡します。


-Dcs.installDir=<install_dir>















78 エラーのロギングおよびデバッグ


WebCenter Sitesには、エラー・メッセージのロギングとソース・コードのデバッグについていくつかのオプションが用意されています。WebCenter Sitesではアクティビティをログ・ファイルに記録できますが、ログ・ファイルは新規インストールではsites.logという名前でlogsフォルダに配置されます。ログ・ファイルに書き込まれる情報のタイプとボリュームは、有効化または定義に選択したログ出力により管理されます。WebCenter Sitesには、JSPタグとXMLタグがタスクを完了できなかった場合にエラー・コードを返すために使用する予約済変数もあります。

エラーのロギングおよびデバッグの詳細は、次の項を参照してください。

	
WebCenter Sitesログ・ファイルへのカスタム・メッセージの書込みについて


	
タグによるエラー・コードの使用方法








78.1 WebCenter Sitesログ・ファイルへのカスタム・メッセージの書込みについて


新規のWebCenter Sitesインストールでは、ログODLがWebCenter Sitesロギング・システムになります。ログODLが設定されると、情報のロギング方法とロギングの対象となる情報を指定するloggingconfig.xmlファイルが作成されます。また、Adminインタフェースは、「管理」タブ上の「システム・ツール」ノードに「ログODLの構成」ツールを用意しています。「ログODLの構成」の使用によって、現在のログ出力をAdminインタフェースから直接表示できます。また、新規ログ出力の追加とログ出力レベルの変更も動的に行えます。ログ出力のテキスト・バージョンをこのインタフェースからloggingconfig.xmlファイルにコピーしておくと、システムの再起動時でも変更は削除されません。「ログODLの構成」ツールの詳細は、『Oracle WebCenter Sitesの管理』を参照してください。

独自のログ出力を定義したり、独自のメッセージをWebCenter Sitesのログ・ファイルに書き込むには、ics:logmsgタグを使用します。次の例では、WebCenter Sitesのログ・ファイルに警告メッセージが書き込まれます。


<ics:logmsg msg="This is a warning message"
  name="com.fatwire.logging.cs.jsp" severity="warn"/>


ics:logmsgの詳細は、Oracle WebCenter Sitesタグ・リファレンスを参照してください。


注意:

ロギングが実装されているシステムのタイプに一致するレベルでログ出力を設定することをお薦めします。開発システムおよびコンテンツ管理システムでは、大量の情報を提供する高重大度(INFOまたはDEBUGなど)にログ出力レベルを設定できます。配信システムでは、ログ出力を無効にするか低重大度(WARNまたはERROR)に設定することで、パフォーマンスの低下を回避し、公開された環境でシステム情報を利用できます。









78.2 タグによるエラー・コードの使用方法



WebCenter Sitesには、ほとんどのJSPタグとXMLタグがタスクを完了できなかった場合にエラー・コード(通常はerrnoという)を返すために使用するVariables.errnoという名前の予約済変数があります。

たとえば、<CALLELEMENT> XMLタグはVariables.errnoを次のように設定します。





	
-10: 存在しないエレメントを指定した場合。


	
-12: WebCenter Sitesが評価できない既存エレメントを指定した場合。




成功した場合、<CALLELEMENT>はVariables.errnoの値を変更しません。


注意:

リビジョン追跡操作の場合は、Variable.errdetailsという予約済変数によってエラーに関する追加情報が提供されます。



次の戦略をVariables.errnoを使用するタグと併用します。




	タグを呼び出す前に、Variables.errnoを0に初期化します。
	タグを呼び出します。
	Variables.errnoを評価します。



エラー・コードを使用するタグの例

たとえば、次のコードは3つの手順をすべて実行します。


<SETVAR NAME="errno" VALUE="0"/>
<SETCOUNTER NAME="pi" VALUE="3.14159"/> 
  <IF COND="Variables.errno=-501">
    <THEN>
      <p>Bad value of pi</p>
    </THEN>
  </IF>


このコードを実行すると次のHTMLが生成されますが、これはSETCOUNTERでは浮動小数点値を処理できないためです。


<p>Bad value of pi</p>


ASSET、RENDERおよびSITEPLANの各タグは、実行前にerrnoをクリアします。これらのタグを使用する場合、errnoを0に設定する必要はありません。たとえば、ASSETタグの使用後にerrnoの値をチェックして、値が変更されたかどうかを判別するのみで十分です。


<ASSET.LOAD NAME="topArticle" TYPE="Article" 
OBJECTID="Variables.cid"/>
  <IF COND="IsError.Variables.errno=false">
    <THEN>
      <ASSET.CHILDREN NAME="topArticle" LIST="listOfChildren"/>
    </THEN>
  </IF>


テンプレート・エレメントの終わりに、次のようなエラー・チェッキング・コードを含めます。


<IF rendermode="preview">
  <THEN>
    <IF COND="IsError.Variable.errno=true">
      <THEN>
        <FONT COLOR="#FF0000">
         Error <CSVAR NAME="Variables.errno"/>
         while rendering <CSVAR NAME="pagename"/> 
         with asset ID <CSVAR NAME ="Variables.cid"/>.
        </FONT>
      </THEN>
    </IF>
  </THEN>
</IF>


Javaインタフェース

WebCenter Sitesのコール後に文字列変数errnoを取得して、成功または失敗のテストを行うことができます。次に例を示します。


cs.clearErrno();

IList rslt = cs.SelectTo(SYSTEMUSERS_TABLE, ALL_FIELDS, USERNAME, 
             null, NO_LIMIT, null, CACHE_RESULTS, errstr);

errno = cs.GetVar("errno");

if (errno.compareTo(ERRNO_SUCCESS) == 0)
    {
     ...


エラー番号ルール

エラー番号には必ず整数を使用します。表78-1に、Variables.errnoのエラー番号ルールの概要を示します。

それぞれのタグ固有のエラー番号については、Oracle WebCenter Sitesタグ・リファレンスを参照してください。


表78-1 エラー番号ルール

	番号	重要度
	
負の整数

	
失敗


	
0 (ゼロ)

	
成功


	
リビジョン追跡タグ以外のタグの正の整数

	
情報


	
リビジョン追跡タグの正の整数

	
失敗

















46 コンテンツ管理サイトをオンラインで使用可能にするためのパブリッシュ


パブリッシュ・システムは、サイトおよびそのコンテンツをシステムから別のシステムに移行する手段を提供します。WebCenter Sitesには、リアルタイム、サーバーへのミラーリング、ディスクへのエクスポート、およびXMLへのエクスポートというパブリッシュ方法が用意されています。サイトの構造(つまり、データベース・スキーマ)は、サーバーへのミラーリングまたはリアルタイムのいずれかのパブリッシュ方法で移行されます。コンテンツ自体は、管理者の裁量でパブリッシュできます。

様々なパブリッシュの使用方法の詳細は、『Oracle WebCenter Sitesの管理』の次の項を参照してください。

	
Oracle WebCenter Sitesを使用したパブリッシュ


	
ディスクへのエクスポートのパブリッシュ・プロセス


	
サーバーへのミラーリングのパブリッシュ・プロセス


	
XMLへのアセットのエクスポートのパブリッシュ・プロセス


	
リアルタイム・パブリッシュ・プロセスの構成


	
リアルタイム・パブリッシュ・モードの使用











54 Eloqua Cloud Marketing ServiceとOracle WebCenter Sitesの統合


この章では、Eloqua Cloud Marketing Service (Eloqua)とOracle WebCenter Sitesを統合する方法について説明します。

このガイドでは次のトピックについて説明します。
	
Eloqua統合の概要


	
EloquaでのWebCenter Sitesコンテンツのアクセス


	
WebCenter SitesでのEloquaフォームのアクセス









54.1 Eloqua統合の概要


EloquaとWebCenter Sitesの統合により、マーケティング担当者は訪問者のオンラインの操作性とマーケティング・キャンペーンをまとめて、訪問者の旅をより効果的に管理できます。統合により、コンテンツの重複がなくなり、チャネル間のコンテンツのターゲット設定を効率化します。これは、統合により有効化される次の機能によって実現します。
	
Eloquaフォームおよびランディング・ページにWebCenter Sitesコンテンツを埋め込みます。既存のWebCenter Sitesコンテンツのドラッグ・アンド・ドロップによる配置により、チャネル間のマーケティング・メッセージおよびシームレスな訪問者の操作の一貫性が確保されます。特定のコンテンツを特定の訪問者またはキャンペーンの問合せ先にターゲット設定できます。


	
EloquaフォームをWebCenter Sitesページに埋め込みます。WebCenter SitesページへのEloquaフォームのドラッグ・アンド・ドロップの配置により、リード生成プロセスでのサイト管理者またはサイト開発者の関与がなくなります。




ターゲット設定されたコンテンツ配信に対して既存の訪問者セグメントおよび問合せ先データをEloquaからWebCenter Sitesに自動的に渡すことができます。




54.1.1 Cloud Marketing ServicesとWebCenter Sitesの統合


Eloquaでは、AppCloudフレームワークを使用して、Oauth 1.0経由で認証されたセキュアなHTTPを介してターゲットWebCenter Sitesインスタンスで実行されているWebCenter Sitesコンテンツ・サービスと通信します。サポートされている操作には、取得、検索、リスト、コピー、変更および削除が含まれます。WebCenter Sitesコンテンツ・サービスおよびEloqua AppCloudフレームワーク間で渡されるセキュアなHTTPコールをトラブルシューティング目的で記録できます。

[image: GUID-8A247B23-D7FC-4AAC-922B-69721F24EB0F-default.pngの説明が続きます。]



WebCenter Sites管理者は、Eloquaマーケティング担当者が使用できるアセット・タイプを決定します。WebCenter Sitesのコンテンツは、ターゲットの電子メールまたはランディング・ページに直接埋め込まれるレンダリング可能なHTMLコードとしてEloquaに配信されます。

特定の訪問者またはキャンペーンの問合せ先に特定のコンテンツをターゲット設定するために、目的のWebCenter Sitesコンテンツをレンダリングするテンプレートで、Eloquaから訪問者セグメントおよび問合せ先フィールド・データを自動的に受け入れてレンダリング中に置換するプレースホルダ・タグを含めることができます。

Eloquaフォームは、WebCenter Sitesページに配置されてプロキシ・アセットとして参照され、WebCenter Sitesテンプレートによってレンダリングされます。Eloqua管理者は、WebCenter Sitesインスタンスで使用できるEloquaフォームを決定します。

[image: GUID-99EBCAF8-E7DC-4EAB-83FB-5852F30EE8FC-default.pngの説明が続きます。]



WebCenter Sitesページに埋め込まれているフォームが削除される場合、影響を受けるページがそれに応じて更新できるようにEloquaのFirehoseサービスが電子メールを介してWebCenter Sites管理者(あるいは他の個人またはグループ)に通知します。通知メッセージでは、影響を受けるページが一覧表示されます。

WebCenter Sitesには、統合プロセスを開始するサンプルのレンダリング・テンプレートが同梱されています。






54.1.2 Eloquaドキュメントのアクセス


このガイドの一部の手順では、前提条件の手順を実行する必要があります。これらの手順の実行の詳細は、次のサイトから入手できるEloquaドキュメントを参照してください。

http://docs.oracle.com/cloud/latest/marketingcs_gs/OMCAA/index.html










54.2 EloquaでのWebCenter Sitesコンテンツのアクセス


この項では、Eloqua電子メールおよびランディング・ページへのWebCenter Sitesコンテンツの埋込み方法について説明します。

必要な手順は次のとおりです。


	
WebCenter Sitesコンテンツ・サービスにアクセスするためのEloquaの構成


	
OAuth認証の構成


	
Eloqua内でのWebCenter Sitesアセットの使用









54.2.1 WebCenter Sitesコンテンツ・サービスにアクセスするためのEloquaの構成


マーケティング担当者が既存のWebCenter SitesコンテンツをEloqua電子メールおよびランディング・ページに埋め込む前に、WebCenter Sitesコンテンツ・サービスと通信するためにEloquaインスタンスを構成する必要があります。下記のURLの例は、/cs/ContentServerのデフォルトのサーブレットのパスを想定しています。環境に応じて適切なURLに変更してください。また、まだ実行していない場合、他のサービスおよびアプリケーションとWebCenter Sitesコンテンツ・サービスを区別するためにEloquaで新しいプロバイダを作成します。



注意:

WebCenter Sitesインスタンスを構成してHTTPS接続を受け入れる必要があります。ポート443および8443のみがサポートされます。すべてのURL、プロパティ名および値は、大文字と小文字が区別されます。






WebCenter Sitesコンテンツ・サービスにアクセスするためにEloquaを構成するには、次の操作を実行する必要があります。


	管理者として目的のEloquaサイトにログインします。
	トップ・バーで、「設定」をクリックして、AppCloud Developerを選択します。
	「新規アプリケーションの作成」をクリックして、表示されたフォームに次のように入力します。


表54-1 新規アプリケーションの作成フィールド

	フィールド	値
	アイコンURL	https://wcs-instance.company.com/cs/images/eloqua/AppIcon.png
	有効化URL	https://wcs-instance.company.com/cs/ContentServer?pagename= EloquaIntegration/Enable&installId={InstallId}&appId={AppId}& callbackUrl={CallbackUrl}
	ステータスURL	https://wcs-instance.company.com/cs/ContentServer?pagename= EloquaIntegration/SitesStatus
	コールバックURL	https://wcs-instance.company.com/cs/ContentServer?pagename= EloquaIntegration/Enable







	「アプリケーションの保存」をクリックして変更を保存します。
	表示された「アプリケーション詳細」ページで、「OAuth」セクションの「シークレットの表示」をクリックし、ポップアップに表示されるクライアント・シークレット値をコピーし、テキスト・ファイルに保存します。(このガイドの後半でWebCenter Sites内のEloquaリクエストの認証を構成するために、この値が必要です。)
	「サービス」セクションで、「サービスの追加」をクリックし、表示されたポップアップで「コンテンツ」をクリックします。
	次のようにコンテンツ・サービス詳細フォームのフィールドに入力します。


表54-2 コンテンツ・サービス詳細フィールド

	フィールド	値
	アイコンURL	https://wcs-instance.company.com/cs/images/eloqua/ ContentServiceIcon.png
	URLの作成	https://wcs-instance.company.com/cs/ContentServer?pagename= EloquaIntegration/Instances/Add&instanceId={InstanceId}
	URLの構成	https://wcs-instance.company.com/cs/ContentServer?pagename= EloquaIntegration/ContentSearch&instanceId={InstanceId}& installId={InstallId}
	URLの削除	https://wcs-instance.company.com/cs/ContentServer?pagename= EloquaIntegration/Instances/Delete&instanceId={InstanceId}
	URLのコピー	https://wcs-instance.company.com/cs/ContentServer?pagename= EloquaIntegration/Instances/Copy&instanceId={InstanceId}& originalInstanceId={OriginalInstanceId}
	レイアウト	
フロー

「フロー」レイアウト・モードでは、埋込みコンテンツを動的にサイズ変更できます。


	最大レコード数	
単一のコールでWebCenter SitesからEloquaに渡されるレンダリングされたアセットの最大数。5000より小さい値をお薦めします。ただし、非常に大きいコンテンツを渡す際に問題が発生した場合、この値を小さくしてください。詳細は、Eloquaのドキュメントを参照してください。


	コンテンツタイプ	
application/json


	ランディング・ページ
通知URL

	(オプション) Eloquaランディング・ページでWebCenter Sitesコンテンツを使用可能にするには:
https://wcs-instance.company.com/cs/ContentServer?pagename= EloquaIntegration/Processor/LandingPageNotification&instanceId= {InstanceId}&installId={InstallId}&executionId={ExecutionId}


	電子メール・ページ
通知URL

	(オプション) Eloqua電子メール・ページでWebCenter Sitesコンテンツを使用可能にするには:
https://wcs-instance.company.com/cs/ContentServer?pagename= EloquaIntegration/Processor/EmailNotification&instanceId= {InstanceId}








環境に応じて残りのフィールドを入力し、「保存」をクリックして変更をコミットします。


	変更を保存して、WebCenter Sitesコンテンツ・サービスのプロパティ・ページに戻ります。
	「カタログ」セクションのリンクをクリックして、WebCenter Sitesコンテンツ・サービスをクラウド・サービス・カタログに追加します。メッセージが表示されたら、「確定」をクリックします。
	EloquaインスタンスにWebCenter Sitesクラウド・サービスをインストールします。
これにより、ターゲットEloquaインスタンスのみに対してEloquaマーケティング担当者インタフェース内で使用可能になります。

	Eloquaインタフェースで、「設定」をクリックして、「設定」を選択します。
	「AppCloudカタログ」をクリックします。
	「カタログ」タブを選択して、使用可能な(ただし、インストールされていない)サービスのリストを表示します。
	ターゲット・アプリケーションを特定して、「インストール」をクリックします。




注意:

Eloquaインスタンス内のセキュリティを維持するために、WebCenter Sitesコンテンツ・サービスを公開しないでください。











54.2.2 OAuth認証の構成


EloquaからWebCenter Sitesコンテンツ・サービスへのセキュアなHTTPコールがOAuth 1.0を介して認証され、認可されたEloquaインスタンスのみがターゲットWebCenter Sitesインスタンス内のコンテンツにアクセスできます。

この認証プロセスを円滑化するには、次に示すようにEloquaクライアント・シークレット値をWebCenter Sitesコンテンツ・サービスに提供する必要があります。


	プロパティ管理ツールを開いて、「検索条件」セクションで、次のいずれかを行います。
	「名前」フィールドに、変更するリソースの名前を入力します。
	「カテゴリ」ドロップダウン・メニューで、EloquaIntegrationを選択します。



	「検索」をクリックします。
	「キー」列で、プロパティの名前を選択します。
	「値」フィールドで、新しい値を入力します。
	「保存」をクリックします。
	変更するすべてのプロパティに対して、手順2から6を繰り返します。
	アプリケーション・サーバーを停止してから再起動して、変更内容を適用します。







54.2.3 Eloqua内でのWebCenter Sitesアセットの使用

管理者として、Eloquaマーケティング担当者が使用できるWebCenter Sitesアセット・タイプおよび関連付けられたテンプレートを選択する必要があります。次の項に示されているベスト・プラクティスに従って、特にEloqua電子メールおよびランディング・ページ内のWebCenter Sitesコンテンツをレンダリングするためにレンダリング・テンプレートを作成する必要があります。


54.2.3.1 Eloquaのアセット・レンダリング・テンプレートの作成


参照用ではなくすべてレンダリング可能なHTMLコードとしてWebCenter SitesコンテンツがEloqua電子メールおよびランディング・ページに埋め込まれます。このため、Eloqua電子メールおよびランディング・ページ内のWebCenter Sitesアセットをレンダリングするためにテンプレートを作成する場合、次のガイドラインに留意してください。

	
絶対URLおよび絶対パスを使用します。

注意:

schemeおよびauthority値を明示的に渡さないかぎり、render:getbloburlタグではターゲットBLOBの絶対URLを生成しません。これらの値の詳細は、『Oracle WebCenter Sitesプロパティ・ファイル・リファレンス』を参照してください。




	
テンプレート内のすべてのスタイル設定(CSS)を埋め込みます。


	
テンプレートで使用されるエレメントを次のように構成する必要があります。

	タイプ: レイアウト
	使用方法: 要素はHTMLページ全体を定義し、外部からコール可能です。





Eloqua問合せ先フィールドから抽出されたカスタム問合せ先データを含むアセットをレンダリングするためにテンプレートをコーディングする場合、カスタム・フィールドごとにテンプレート・コード内に{{C_fieldname}}プレースホルダを追加し(C_fieldnameはターゲットEloquaフィールドのデータベース・レコード名です)、次の項の手順を実行する必要があります。構成されたら、問合せ先フィールドの値が戻されたHTMLコンテンツで文字列に置き換えられます。

カスタマイズされたコンテンツをレンダリングする場合、WebCenter Sitesは、カスタマイズされたアセットごとに1つのオブジェクトでカスタマイズおよびレンダリングされたHTMLコードを含むJSON配列を戻します。コールごとにこの配列内で渡されるレンダリングされるアセットの数は、max-records設定(Eloqua内でWebCenter Sitesコンテンツ・サービスを設定する場合に構成される)によって制御されます。






54.2.3.2 Eloquaのアセット・タイプ表示の構成


目的のタイプのアセットをEloquaマーケティング担当者に表示するには、次の操作を実行する必要があります。


	Eloquaマーケティング担当者に表示するアセット・タイプを決定します。
	Eloquaマーケティング担当者が表されるコンテンツのタイプを簡単に識別し、プロパティ管理ツールでeloquacloudapp.assettype.friendlynameプロパティの値にカンマ区切りリストとして追加できるように、アセット・タイプごとにわかりやすい名前を決定します。次に例を示します。

eloquacloudapp.assettype.friendlyname=Business Article,Sports Article,

Travel Brochure




	わかりやすい名前と対応するWebCenter Sitesアセット・タイプ名を関連付けます。連続するわかりやすい名前ごとに、プロパティ管理ツールで次のプロパティを追加します。
eloquacloudapp.assettype.N=AssetTypeName:AssetSubTypeName
ここで:

	
Nは、0(ゼロ)から始まるプロパティeloquacloudapp.assettype.friendlynameのカンマ区切りリストのわかりやすい名前の連続する位置です。


	
AssetTypeNameは、ターゲットWebCenter Sitesアセット・タイプの名前です。


	
AssetSubTypeName(オプション)は、ターゲット・アセット・サブタイプの名前です。




次に例を示します。

eloquacloudapp.assettype.0=Article:BusinessArticle
eloquacloudapp.assettype.1=Article:SportsArticle

eloquacloudapp.assettype.2=TravelBrochure




	開発したテンプレートを指定して、公開したタイプおよびサブタイプごとのアセットをレンダリングします。連続するわかりやすい名前(また、対応するアセット・タイプおよびサブタイプ)ごとに、プロパティ管理ツールで次のプロパティを追加します。
eloquacloudapp.templates N=TemplateName:SiteName.
ここで:
	
Nは、0から始まるプロパティeloquacloudapp.assettype.friendlynameのカンマ区切りリストのわかりやすい名前の連続する位置です。


	
TemplateNameは、ターゲット・アセット・タイプおよびサブタイプの対応するテンプレートの名前です。タイプなしテンプレートを使用する場合、名前の前に/(スラッシュ)を付ける必要があります。


	
SiteNameは、ターゲット・アセット・タイプおよびサブタイプのアセットと対応するテンプレートが存在するWebCenter Sitesサイトの名前です。コンテンツが見つからなくなるため、ターゲット・タイプおよびサブタイプのアセットを保持するサイト以外のサイトに存在するテンプレートを指定しないでください。






ターゲット・アセット・タイプごとに複数のテンプレートを指定するには、カンマで区切ってTemplateName:SiteName値をプロパティに追加します。

次に例を示します。

eloquacloudapp.templates.0=BusinessArticleLayout1:mySite, BusinessArticleLayout2:mySite

eloquacloudapp.templates.1=SportsArticleLayout1:mySite, SportsArticleLayout2:mySite

eloquacloudapp.templates.2=TravelBrochureLayout:mySite




	(オプション) データベース・レコード名を使用して手順4で構成されたテンプレートで使用されるEloqua問合せ先フィールドを指定します。対応するeloquacloudapp.templates.Nエントリごとに、プロパティ管理ツールで次のエントリを追加します。
eloquacloudapp.templatefields.N=C_Field1|C_Field2,C_Field3|C_Field4

ここで:
	
Nは、0から始まるプロパティeloquacloudapp.assettype.friendlynameのカンマ区切りリストのわかりやすい名前の連続する位置です。


	
Field1...Field4は、ターゲット問合せ先フィールドのデータベース・レコード名です。対応するeloquacloudapp.templates.Nエントリで指定されたテンプレートごとに、パイプで区切られたフィールド名で構成されるカンマ区切りエントリを追加します。






次に例を示します。
eloquacloudapp.templatefields.0=C_FirstName|C_LastName,

C_EmailAddress|C_PhoneNumber


注意:

Eloquaインタフェース内で「設定」>「設定」>「フィールドとビュー」>「問合せ先フィールド」に移動することによって、ターゲット・フィールドのデータベース・レコード名を判別できます。名前はC_から開始します。

テンプレートのプレースホルダは{{C_fieldname}}です。フィールドは、戻されたHTMLコンテンツで文字列に置き換わります。






	Eloquaマーケティング担当者が使用するコンテンツをより簡単に識別できるように、公開されたアセット・タイプおよびサブタイプのアセットで格納されたコンテンツのタイプを表すイメージを割り当てます。アセットの名前および変更日とともにイメージがアセット選択ダイアログに表示されます。
連続するわかりやすい名前(また、対応するアセット・タイプおよびサブタイプ)ごとに、プロパティ管理ツールで次のイメージ属性定義エントリを追加します。
eloquacloudapp.attributename.N=AttributeName1:AttributeName2

ここで:
	
Nは、0から始まるプロパティeloquacloudapp.assettype.friendlynameのカンマ区切りリストのわかりやすい名前の連続する位置です。


	
AttributeNameは、ターゲット属性の名前です。







注意:

属性階層の複雑さにより、複数のレベルの属性を指定する場合があります。




次に例を示します。

eloqua.CloudApp.attributename.0=articleImage:largeImage

eloqua.CloudApp.attributename.1=sportsImage:smallImage

eloqua.CloudApp.attributename.2=travelImage:color:thumbnail













54.2.4 Eloqua電子メールおよびランディング・ページへのWebCenter Sitesコンテンツの配置


Eloquaマーケティング担当者は、次に示すようにWebCenter SitesコンテンツをEloqua電子メールまたはランディング・ページに配置します。

WebCenter SitesコンテンツをEloqua電子メールおよびランディング・ページに配置するには、次の操作を実行する必要があります。


	ターゲットEloquaインスタンスで、新しい電子メールまたはランディング・ページを作成するか、既存の電子メールまたはランディング・ページを編集します。
	左側のコンテンツ・バーで、「クラウド・コンテンツ」をクリックします。
	表示されたクラウド・コンテンツ・ポップアップ・ダイアログで、WebCenter Sitesコンテンツ・サービスを特定し、電子メールまたはページにドラッグします。必要に応じて、結果のコンテンツ・フレームの位置を調整してサイズ変更します。


注意:

ページ・レイアウトがflowに設定されている場合、このコンテンツ・フレームの幅により、保持されるコンテンツの幅が定義されます。




	配置したコンテンツ・フレームをダブルクリックしてアセット選択ダイアログを表示し、埋め込むコンテンツを特定します。ドロップダウン・メニューにより、使用可能なアセット・タイプおよびサブタイプを参照できます。
	目的のアセットを特定したら、リストから選択し、次のいずれかの操作を行います。
	埋め込む前にアセットをプレビューするには、「プレビュー」をクリックして、ドロップダウン・リストから目的のレンダリング・テンプレートを選択します。
	アセットを埋め込むには、「埋込み」をクリックして、ドロップダウン・リストから目的のレンダリング・テンプレートを選択します。
	別のアセットを使用するには、コンテンツ選択ダイアログで特定して選択します。




注意:

コンテンツは編集している電子メールまたはページに直接表示されません。電子メールまたはページをプレビューするか、埋込みコンテンツを表示するために終了する必要があります。




	電子メールまたはページの編集を完了して、変更を保存します。









54.3 WebCenter SitesでのEloquaフォームのアクセス


この項では、WebCenter Sitesページ内のEloquaフォームの埋込みを有効化するためにWebCenter Sitesページ内のEloquaフォームの埋込みを実行する方法およびWebCenter SitesページにEloquaフォームを配置する方法について説明します。


注意:

この項では、「EloquaでのWebCenter Sitesコンテンツのアクセス」の手順を正常に完了していることを想定しています。

WebCenter Sitesインスタンスを構成してHTTPS接続を受け入れる必要があります。ポート443および8443のみがサポートされます。

すべてのURL、プロパティ名および値は、大文字と小文字が区別されます。

Eloquaは、TLSバージョン1と通信します。そのため、weblogic設定の-Dweblogic.security.SSL.minimumProtocolVersion=TLSv1を追加して、Eloquaとの通信を有効化します。



必要な手順は次のとおりです。
	
Eloquaインスタンス接続パラメータの指定


	
EloquaFormプロキシ・アセット・タイプの有効化


	
Eloqua Firehoseサービスの登録


	
EloquaFormアセットのレンダリング・テンプレートの作成









54.3.1 Eloquaインスタンス接続パラメータの指定


WebCenter SitesによるターゲットEloquaインスタンスへの接続を許可するには、プロパティ管理ツールで次のプロパティを追加します。


	プロパティ	値
	eloqua.company	ターゲットEloquaアカウントが確立された企業の名前。
	eloqua.loginurl	EloquaアカウントにログインするURL。
	eloqua.username	
ターゲットEloquaアカウントの名前。


	
eloqua.password

	
ターゲットEloquaアカウントのパスワード。


	
eloqua.baseurl

	
ターゲットEloquaインスタンスの完全なベースURL。

Oracleサポートが別のURLの使用を明示的に指示しないかぎり、デフォルトのURLのhttps://secure.eloqua.comを使用します。


	
eloqua.proxyHost

	
(オプション) 組織でインターネット・プロキシを使用する場合、プロキシ・サーバーの完全ホスト名を指定します。


	
eloqua.proxyPort

	
(オプション) 組織でインターネット・プロキシを使用する場合、プロキシ・サーバーが接続をリスニングするポートを指定します。











54.3.2 EloquaFormプロキシ・アセット・タイプの有効化

ターゲットWebCenter SitesサイトのEloquaFormアセット・タイプ(パッチとともにインストールされる)を有効化する必要があります。手順は、WebCenter Sitesのドキュメントを参照してください。




54.3.3 Eloqua Firehoseサービスの登録


Eloqua Firehoseサービスは、WebCenter Sitesページに埋め込まれたフォームがEloquaから削除されるときは常に通知します。これにより、コンテンツが見つからないページの配信の機会が最小限になります。

	管理者としてターゲットEloquaインスタンスにログインします。
	トップ・バーで、「設定」をクリックして、AppCloud Developerを選択します。
	サービスのリストで、「WebCenter Sitesコンテンツ・サービスにアクセスするためのEloquaの構成」で作成したWebCenter Sitesコンテンツ・サービスをクリックします。
	「サービス」セクションで、「サービスの追加」をクリックして、ポップアップ・ダイアログからFirehoseを選択します。
	表示されたフォームで、フィールドに次のように入力します。


	フィールド	値
	
アイコンURL

	https://wcs-instance.company.com/cs/images/eloqua/AppIcon.png
	
名前

	
WebCenter Sites Firehose


	
説明

	
WebCenter Sites Firehose通知サービス


	
パターン

	
Form.Deleted


	
通知URL

	
https://wcs-instance.company.com/cs/ContentServer?pagename= EloquaIntegration/Processor/FirehoseNotification









	「保存」をクリックし、変更内容を保存します。
	WebCenter Sitesインスタンスのweb.xmlファイルのprotectedPagesリストに次の行を追加します。
EloquaIntegration/Processor/FirehoseNotification




EloquaフォームがWebCenter Sitesページに埋め込まれたら、Eloquaフォームを含むそのページのレンダリングされたコピーがWebCenter Sitesキャッシュに格納されます。Eloquaマーケティング担当者がEloqua内の埋込みフォームを削除する場合、キャッシュされたページのコピーが無効になります。
Firehoseサービスから通知された場合、影響を受けるページを管理するWebCenter Sitesコントリビュータがページから削除されたEloquaフォームを手動で除去し、再パブリッシュする必要があります。そうしないと、ページが訪問者のブラウザに不完全に配信されます。








54.3.4 フォーム削除通知の構成


Firehoseサービスから送信されるフォーム削除通知メッセージの本文、コンテンツ、受信者アドレスおよび他のパラメータを定義するには、プロパティ管理ツールで次のプロパティを追加します。


	プロパティ	値
	
eloquanotification.email.address

	
通知メッセージを受信する電子メール・アドレス。


	
eloquanotification.email.subject

	
通知メッセージの件名。


	
eloquanotification.email.body

	
通知メッセージの本文。


	
eloquanotification.email.replyto

	
通知メッセージの返事を受信する電子メール・アドレス。


	
eloquanotification.email.contenttype

	
通知メッセージ本文のMIMEコンテンツ・タイプ。











54.3.5 EloquaFormアセットのレンダリング・テンプレートの作成


WebCenter Sitesページ内のEloquaFormプロキシ・アセットをレンダリングするテンプレートを作成するには、次の操作を実行します。

	管理者としてターゲットWebCenter SitesサイトのAdminインタフェースにログインします。
	次のパラメータを使用して新しいテンプレートを作成します。


	フィールド	値
	
名前

	
Detail


	
アセット・タイプ用

	
EloquaForm


	
使用方法

	
エレメントをHTMLページ内で使用


	
テンプレート・エレメントの作成

	
JSP


	
エレメント・ロジック

	
EloquaForm/Detail.jspエレメントのコンテンツの貼付け









	新しいテンプレートを保存します。







54.3.6 WebCenter SitesページへのEloquaフォームの配置


EloquaフォームをWebCenter Sitesページに配置するために、ページ開発者がページ・テンプレートを構成してEloquaFormプロキシ・アセットを受け入れる1つ以上のスロットを含めている必要があります。このようにしてターゲット・ページを構成したら、WebCenter Sitesコントリビュータは次に示すようにEloquaフォームを配置できます。

	Contributorインタフェースで、編集するための新しいページを作成するか、既存のページを開きます。
	左側のツリーで、「コンテンツ・ツリー」タブを選択して、「Eloqua」ノードを開きます。(タイプEloquaFormのアセットの検索も実行できます。)
	目的のEloquaFormアセットを特定して、ページ上の指定されたスロットにドラッグします。
	ページに任意の追加の変更を実行し、ページを保存してコミットします。













29 EclipseのDeveloper Tools機能の概要


WebCenter Sitesが統合されたEclipse IDEのDeveloper Tools機能には、プロジェクト、ワークスペース、各種ビュー、データのエクスポート/インポートなどが含まれています。

EclipseのDeveloper Tools機能の詳細は、次の項を参照してください。

	
「Oracle WebCenter Sites」パースペクティブについて


	
構成フォームの理解


	
Eclipseのプロジェクトとワークスペースの理解


	
Developer Toolsのビューについて


	
データ同期(エクスポート/インポート)ツール








29.1 「Oracle WebCenter Sites」パースペクティブについて


EclipseでのDeveloper Toolsの機能は、すべて「Oracle WebCenter Sites」パースペクティブ内にグループ化されています。ただし、EclipseがWebCenter Sitesインスタンスと統合されているかぎり使用可能な、EclipseのWebCenter Sitesコンポーネントで作業するためにパースペクティブを開く必要がありません。「Oracle WebCenter Sites」パースペクティブを開くには、「ウィンドウ」→パースペクティブを開く→「その他」→「Oracle WebCenter Sites」を選択します。

次の図に、「Oracle WebCenter Sites」パースペクティブを示します。


図29-1 「Oracle WebCenter Sites」パースペクティブ

[image: 図29-1の説明が続きます]



次のビューは、Developer ToolsがWebCenter Sitesと正常に統合されるとEclipseで使用できます。
	
プロジェクト・エクスプローラとSites作業(左側のナビゲーション・ペインに表示)


	
テンプレート・ビュー(左側のナビゲーション・ペインに表示)


	
エラー・ログ、Sites UIおよびサイト・プレビュー・ブラウザ(Eclipse IDEの下部に表示)


	
ウィザード(Eclipse IDEの上部のWebCenter Siteツールバーに表示)


	
Sitesログ


	
Sitesロギング構成


	
Sites開発者参照






Developer Toolsのビューの詳細は、「Developer Toolsのビューについて」を参照してください。「プロジェクト」フォルダの詳細は、「Eclipseのプロジェクトとワークスペースの理解」を参照してください。







29.2 構成フォームの理解


構成フォーム(図29-2)は、WebCenter Sitesと統合されたEclipseに初めてアクセスしたときに自動的に開かれます。それ以降のアクセスでは、WebCenter Sitesツールバーのプリファレンスの構成ウィザードを選択して、構成フォームを開くことができます。このフォームでは、作業対象にするWebCenter Sitesインスタンスを指定できます。


図29-2 構成フォーム

[image: 図29-2の説明が続きます]



構成フォームでは、WebCenter Sitesのインストール・ディレクトリへのパス、RestAdminグループに属するWebCenter SitesユーザーおよびWebCenter Sitesインスタンスのプロジェクト名が必須項目です。必須情報をすべて入力すると、Developer Toolsは、そのWebCenter Sitesインスタンスに応じて、他の複数のパラメータを決定し、それらのパラメータの情報を読取り専用フィールドに表示します。また、「接続のテスト」ボタンで、Developer Toolsが指定のWebCenter Sitesインスタンスに接続しているかどうかを判断できます。オンラインにするチェック・ボックスは、オンラインで作業するか、オフラインで作業するかを指定するオプションです。このチェック・ボックスの選択を解除しても、EclipseのすべてのWebCenter Sitesビューにはアクセスできますが、WebCenter Sitesリソースの作成または編集はできなくなります。「OK」をクリックして、プロジェクトを作成します。オンラインでの作業を選択する場合は、「OK」をクリックしても、WebCenter Sitesインスタンスにログインし、すべてのWebCenter Sitesビューがリフレッシュされます。







29.3 Eclipseのプロジェクトとワークスペースの理解


Eclipseからアクセスする各WebCenter Sitesインスタンスには、Eclipseプロジェクトが割り当てられます。Eclipseプロジェクトのフォルダは、「プロジェクト・エクスプローラ」ビューに表示されます。このプロジェクトは、Developer Toolsワークスペースのアイテムを追跡するために必要になります。デフォルトでは、WebCenter Sitesインスタンスごとにプロジェクトが1つのみ作成され、1つのプロジェクトで対応できるWebCenter Sitesインスタンスは1つのみになります。


注意:

プロジェクトの主な目的は、情報の追跡を円滑にすることと、Eclipseイベントを処理することです。プロジェクトはDeveloper Toolsプラグインで管理されます。プロジェクトは、開いたり、閉じたり、変更したりしないでください 。



各Eclipseプロジェクトには、次のエレメントが含まれます。

	
datasource: このフォルダは、すべてのデータのエクスポート先の場所にリンクされています。ローカル接続の場合、このフォルダは、ファイル・システムの<sites-home>にあるconfigフォルダに直接リンクされます。リモート接続の場合、このフォルダはプロジェクト(envision)フォルダ内部に作成され、接続先のWebCenter Sitesインスタンスのデータストアにリンクされます。


	
src: Developer Toolsでは、デフォルトで1つのsrcフォルダが提供され、このフォルダには、WebCenter SitesからエクスポートしたすべてのControllerアセットが格納されます。このフォルダ内のリソースは、バージョン・コントロール・システムにチェックインできます。このフォルダは、ControllerをWebCenter SitesからEclipseワークスペースにエクスポートするまでは空のままです。


	
WEB-INF: このフォルダには、現在のWebCenter SitesインスタンスのWEB-INFフォルダへのリンクが含まれています。リモート接続の場合は、このフォルダを接続先のWebCenter SitesインスタンスのWEB-INFフォルダに手動でリンクする必要があります。手順は、「リモート・ホストでコード補完を有効にする方法」を参照してください。




図29-3に、サンプルのEclipseプロジェクト・フォルダを示します。


図29-3 サンプルのEclipseプロジェクト

[image: 図29-3の説明が続きます]








29.4 Developer Toolsのビューについて


次の各項目では、Developer Toolsで使用可能なビューについて説明します。

	
ワークスペース


	
ログ・ビューア


	
テンプレート・ビュー


	
プレビュー・ビュー


	
Sitesビュー


	
Controllerビュー


	
ロギング構成ビュー


	
開発者参照ビュー


	
ウィザード








29.4.1 ワークスペース


このビューでは、コード関連のリソースにアクセスできます。リソースは、それぞれのサイト・アフィリエーションに応じてグループ化されます。リソースを選択すると、このビューの下側にあるテキスト・ボックスに、そのリソースについての簡単な概要が表示されます(図29-4)。


図29-4 ワークスペース・ビュー

[image: 図29-4の説明が続きます]



ツリー内のリソースを右クリックすると、選択可能な管理オプションが表示されます。表示されるオプションは、選択したリソースに応じて異なります。

	
Show Metadata: .main.xmlファイルへのショートカットです。このファイルには、選択したアイテムのメタデータが含まれています。


	
Site Entry: リソースのサイト・エントリを表示したり、サイト・エントリを別のサイトと共有したり、新しいサイト・エントリを作成したり、サイト・エントリを削除したりします。


	
Share: このリソースが関連付けられているサイトを管理します。


	
Properties: このリソースのプロパティ(キャッシュ基準やデフォルトの引数など)を管理します。


	
Delete: このリソースを削除します。










29.4.2 ログ・ビューア


このビューには、動的に更新されるWebCenter Sitesログ・ファイルのレコードが表示されます(図29-5)。このビューを使用すると、Eclipseと統合されたWebCenter Sitesインスタンスの動作を監視できます。


図29-5 ログ・ファイル

[image: 図29-5の説明が続きます]







29.4.3 テンプレート・ビュー


このビューには、Eclipsで作成したテンプレート・アセットの階層ビューと、WebCenter SitesからEclipseにエクスポートしたテンプレート・アセットが表示されます。「ソート」オプションをクリックして、関連付けられているデバイス・グループまたはサイト別にテンプレートをグループ化します。

次の図に、Eclipse IDEのテンプレート・ビューを示します。


図29-6 テンプレート・ビュー

[image: 図29-6の説明が続きます]








29.4.4 プレビュー・ビュー


このビューでは、ページをすばやくプレビューできます(図29-7)。このビューでWebページをプレビューするには、アドレス・バーにページのURLを入力して、[Enter]を押すか、「Go」をクリックします。現在のページをリフレッシュするには、キーボード・ショートカットの[Ctrl] + [R]を使用するか、「Go」をクリックします。


図29-7 Sitesプレビュー・ブラウザ・ビュー

[image: 図29-7の説明が続きます]








29.4.5 Sitesビュー


このビューには、組込みブラウザのAdminおよびOracle WebCenter Sites: Contributorインタフェースが表示されます(図29-8)。これは、スタンドアロンのブラウザで使用するAdminインタフェースまたはContributorインタフェースと同じです。


図29-8 Sitesビュー

[image: 図29-8の説明が続きます]







29.4.6 Controllerビュー


このビューには、Controllerアセットの表示および管理に使用される「コントローラ・アセット・ユーティリティ」フォームが表示されます。

このフォームは、Adminインタフェース(「一般的な管理」ツリーを選択して「システム・ツール」を開き、「コントローラ」をダブルクリックします)でも使用できます。





図29-9 Controllerビュー

[image: この図は、「コントローラ・アセット・ユーティリティ」ダイアログを示しています。]









29.4.7 ロギング構成ビュー


WebCenter SitesシステムでODLを使用している場合、このビューには、動的に更新される「ログODLの構成」フォームが表示されます(図29-10)。「ログODLの構成」フォームでは、現在のログ出力の表示、ログ出力レベルの変更、新しいログ出力の追加、およびログの検索が可能です。


図29-10 「ログODLの構成」フォーム

[image: 図29-10の説明が続きます]



「ログODLの構成」フォームの使用の詳細は、『Oracle WebCenter Sitesの管理』を参照してください。







29.4.8 開発者参照ビュー


このビューには、Oracle WebCenter Sitesタグ・リファレンス、Oracle WebCenter Sites Java APIリファレンスおよびOracle WebCenter Sites Java APIリファレンスのVisitor Servicesのタブが表示されます。







29.4.9 ウィザード


ウィザードは、OracleメニューまたはWebCenter Sitesツールバーから起動できます。コード・ベースのWebCenter Sitesリソースを作成できます。


図29-11 ウィザード

[image: 図29-11の説明が続きます]



使用できるウィザードは、「新規テンプレートの作成」、新規コントローラの作成、新規エレメントの作成、新規SiteEntryの作成、新規エレメント・カタログ・エントリの作成および新規SiteCatalogエントリの作成です。

ウィザードを使用したWebCenter Sitesリソースの作成の詳細は、「リソースの作成方法」を参照してください。









29.5 データ同期(エクスポート/インポート)ツール


WebCenter SitesツールバーのSynchUpウィザードからアクセス可能なデータ同期ツールでは、次の2つのタブが表示されます。

	
エクスポート(WebCenter Sitesからワークスペースにリソースを同期)


	
インポート(ワークスペースからWebCenter Sitesにリソースを同期)








29.5.1 エクスポート(WebCenter Sitesからワークスペースにリソースを同期)



「エクスポート」タブは、IDEと統合されたWebCenter SitesからDeveloper Toolsワークスペースにデータをエクスポートするために使用します。このプロセスでは、Developer Toolsは、選択されたリソースをシリアライズ(データベース表現をファイルに変換)して、シリアライズした表現をDeveloper Toolsワークスペースにコピーします。これにより、そのリソースをEclipseで変更できるようになります。

次の図は、データの同期フォームの「エクスポート」タブを示します。


図29-12 SynchUpアイコン/「エクスポート」タブ

[image: 図29-12の説明が続きます]



WebCenter Sitesからワークスペースにアイテムをエクスポートする手順:




	エクスポートするアイテムを選択します。アイテムのリストを絞り込むには、正規表現検索バーに移動して、検索するアセット・タイプの名前を入力します。複数のアセット・タイプを検索するには、カンマ区切りのリストを入力します。
	エクスポートして閉じるをクリックします。

Developer Toolsワークスペースにエクスポートしたアセットは、Sites作業ツリー・タブにリストされます。












29.5.2 インポート(ワークスペースからWebCenter Sitesにリソースを同期)



「インポート」タブは、IDEと統合されたWebCenter SitesにDeveloper Toolsワークスペースからのリソースをインポートするために使用します。このプロセスでは、Developer Toolsは、選択されたリソースをWebCenter Sitesのネイティブ表現に変換して、WebCenter Sitesデータベースにコピーします。

次の図は、データの同期フォームの「インポート」タブを示します。


図29-13 SynchUpアイコン/「インポート」タブ

[image: 図29-13の説明が続きます]



ワークスペースからWebCenter Sitesにアイテムをインポートする手順:




	インポートするアイテムを選択します。アイテムのリストを絞り込むには、正規表現検索バーに移動して、検索するアセット・タイプの名前を入力します。
	インポートして閉じるをクリックします。













49 メモリー中心の訪問者追跡の使用


Oracle WebCenter Sites: Engageアセットを閲覧するサイト訪問者は通常、個人プロファイルを使用して自身の情報を提供します。また、訪問者が閲覧することで統計情報が収集されます。大量の訪問者データによるWebCenter Sitesデータベースの過負荷を防ぎ、さらにパフォーマンスを改善するため、メモリー中心の訪問者追跡がEngageアセット用に開発されました。

メモリー中心の訪問者追跡のメソッドおよびこのメソッドの実装に必要な条件は、次の項を参照してください。

	
メモリー中心の訪問者追跡


	
メモリー中心の訪問者追跡の有効化


	
メモリー中心の訪問者追跡の機能








49.1 メモリー中心の訪問者追跡


多数の訪問者がWebサイトを閲覧する場合、単一リポジトリにすべての個人情報を格納すると配信システムのパフォーマンスが低下します。そのため、訪問者の統計情報を収集するサイトでは、多くの場合、サイトのパフォーマンスを改善するためにリポジトリの追加が必要になります。さらにパフォーマンスを向上させるには、WebCenter Sitesデータベースでロードを行わないようにします。

WebCenter Sitesによりアドオン・リポジトリがサポートされるため、Engage開発者が独自のリポジトリを実装して訪問者のスカラー属性値を格納できます。そのリポジトリで訪問者情報を格納および取得するには、カスタム・コードを記述する必要があります。さらに、WebCenter Sitesでメモリー中心の訪問者追跡メソッドを有効化する必要があります。この概要では、メモリー中心のメソッドとデータベース中心のメソッドの違いについて説明します。メモリー中心の追跡の有効化に関する情報は、この章の後半に記載している、メモリー中心の訪問者追跡機能について説明した図を参照してください。

この項には次のトピックが含まれます:

	
データベース中心のモデル


	
メモリー中心のモデル








49.1.1 データベース中心のモデル


データベース中心の訪問者追跡では、次の理由により、Engage対応のWebサイト上でパフォーマンスの問題が発生します。

	
WebCenter Sitesデータベースにすべての訪問者情報が格納されます。情報を格納および取得するには、複数のデータベース・アクセスが必要になります。


	
動的な推奨が使用されて大量のデータが返される場合、WebCenter Sitesに大量のSystemItemCacheエントリが記録されるためパフォーマンスが低下します。パフォーマンスをリストアするため、render:overridedepsタグで、WebCenter Sitesデータベースに記録される依存性の数を制限します。このタグは、データベース中心のモデルとメモリー中心のモデルの両方に適用されます。










49.1.2 メモリー中心のモデル


メモリー中心の追跡では、WebCenter Sitesデータベースの負荷を減らすことによってシステム・パフォーマンスを改善します。

	
すべての計算はメモリー内で実行されます。

	
カスタム・コードによりアドオン・リポジトリから訪問者のスカラー属性値(年齢、性別など)が取得されると、メモリー中心のモデルでは、取得された値がメモリー内に格納され、その値を履歴属性値とともに使用することで訪問者が所属するセグメントが計算されます。


	
メモリー中心の追跡では、メモリー内で様々な履歴属性値に関する統計が計算され、その統計がキャッシュされます。統計には、合計、数、最も古い値および最新の値が含まれます。





	
別名および履歴属性値はWebCenter Sitesデータベースに格納されます。それにより、訪問者情報の量およびその情報にアクセスするためのコール数がともに少なくなります。




データベース中心の追跡と同様に、開発者は、render:overridedepsタグを使用して、WebCenter SitesデータベースにログインするためのEngageアセットの依存性の数およびタイプを指定できます。メモリー中心の追跡を有効化するには、wcs_properties.jsonのプロパティを設定して、サポート・テンプレート・コードを記述する必要があります。









49.2 メモリー中心の訪問者追跡の有効化


この項には次のトピックが含まれます:

	
訪問者追跡のプロパティ


	
サポート・コード


	
バッチを使用したデータベースへの履歴属性の保存








49.2.1 訪問者追跡のプロパティ



メモリー中心の訪問者追跡は、vis.useSessionVisitorConnectionプロパティで有効化し、このプロパティは、配信システム上で、(プロパティ管理ツールを使用して)WebCenter Sitesのwcs_properties.jsonファイルに手動で追加する必要があります。

	
vis.useSessionVisitorConnection=trueを設定すると、メモリー中心の訪問者追跡が有効になります。また、Engage訪問者を適切に追跡するには、サポート・テンプレート・コードが配信システム上に存在する必要があり、その際には既存のコードを再利用できます。詳細は、「サポート・コード」を参照してください。


	
vis.useSessionVisitorConnection=falseを設定したり、空白のままにしたり、それをwcs_properties.jsonから省略すると、データベース中心のメソッドが有効になります。


注意:

訪問者属性は、メモリー・モードを使用している場合はデータベースに格納されます。したがって、すべてのコンテンツ管理システムで、vis.useSessionVisitorConnectionをfalseに設定するか、省略する必要があり、それによって、訪問者属性を作成するか、それ以外では管理できるデータベース中心のメソッドを有効化します。(訪問者属性の管理は、データベース中心のトラッキングが有効なコンテンツ管理システムでのみサポートされます。配信システムはサポートされません。訪問者属性を配信システムに公開する必要があります。)














49.2.2 サポート・コード



この項のスケルトン・テンプレートでは、メモリー中心の追跡をサポートするために記述する必要のあるコードのタイプを示しています。


注意:

テンプレート・コードの実行方法は、vis.useSessionVisitorConnectionプロパティの値によって異なります。値がfalseに設定されている場合は、データベース中心の訪問者追跡が使用されます。値がtrueに設定されている場合は、メモリー中心の追跡が有効化されます。




vdm:setalias
retrieve visitor scalar attributes from add-on repository
vdm:setscalar
commercecontext:calculatesegments
commercecontext:getrecommendations
render Engage assets
vdm:recordhistory
...
render:overridedeps


このテンプレートの詳細は、「メモリー中心の訪問者追跡の機能」を参照してください。









49.2.3 バッチを使用したデータベースへの履歴属性の保存



WebCenter Sites 7.5パッチ2では、履歴属性はまずメモリーに保存され、次にファイル・システム、そして最後はバッチとしてWebCenter Sitesデータベースに保存されます。バッチを使用した保存によってメモリーの過度な使用を回避できます(メモリーの過度な使用は、データベースへの保存速度よりも早くデータが生成される場合に発生します)。バッチによる保存プロセスでは、ファイルから一度に1つずつHistoryAttributeDef表をバッチ化し、まとめてデータベースに保存します。

バッチを使用してデータベースに保存するには、Engageからデータベース情報にアクセスできる必要があります。データベース・アクセスを有効化するには、<dataSourceName>.propertiesという名前のファイルをクラスパスに追加して、driver、url、userおよびpasswordの情報を指定します。たとえば、データソース名がcsDataSourceの場合は、csDataSource.propertiesという名前のファイルをクラスパスに配置します。この例では、ファイル内のプロパティを次のように設定します。


driver=com.jnetdirect.jsql.JSQLDriver
url=jdbc:JSQLConnect://localhost:1433/database=TomcatDB
user=tomcatuser
password=tomcatuser 


ファイル・システムを使用してメモリーからWebCenter Sitesデータベースにバッチで保存される非同期の履歴属性に対しては、スレッドを生成する時間間隔を次のJava JVMパラメータで制御します。


-Dvisitor.SyncInterval=<seconds>


指定しない場合、パラメータの値はデフォルトの30秒に設定されます。











49.3 メモリー中心の訪問者追跡の機能


この章の残りの部分の図は、メモリー中心の追跡の機能を示しています。


注意:

次の図のアドオン・リポジトリは独自に選択可能なシステムであり、訪問者のスカラー属性値を格納および取得するために使用されます。値を格納および取得するにはカスタム・コードを記述する必要があります。



この項には次のトピックが含まれます:

	
訪問者の検出


	
スカラー値の取得


	
履歴属性値の収集


	
合計および数の計算


	
セグメントの計算


	
推奨されるアセットの表示


	
依存性の記録








49.3.1 訪問者の検出


サイトへの初回ログイン時、訪問者は個人プロファイルを作成します。次のイベントが発生します。

	
テンプレート・コード内のvdm:setaliasタグを使用して、訪問者の別名がWebCenter Sitesデータベースに記録されます。後続のセッションでは、訪問者が自動的に認識されます。その結果、データベースには訪問者に一意の単一IDが保持され、パフォーマンスが向上します。

メモリー中心の訪問者追跡では訪問者ごとに一意のIDが記録される一方、既存のデータベース中心のメソッドでは訪問ごとに一意のID(再度訪問する訪問者に対しても)が記録されます。必要のないIDによってデータベースに余分な負荷がかかり、パフォーマンスが低下します。


	
訪問者のスカラー値(年齢、性別などの個人情報)がアドオン・リポジトリに(カスタム・コードごとに)格納されます。




残りの手順では、訪問者のセグメントを決定し、訪問者に表示するEngageアセットを決定するために必要な情報がWebCenter Sitesによって収集および計算されます。

図49-1に、訪問者検出のフローを示します。


図49-1 訪問者の検出のフロー

[image: 図49-1の説明が続きます]








49.3.2 スカラー値の取得


WebCenter Sitesで訪問者のセグメントの計算が開始され、次のスカラー値で開始されます。

	
WebCenter Sitesによってアドオン・リポジトリから(カスタム・コードを使用して)スカラー値が取得されます。


	
WebCenter Sitesでは、vdm:setscalarタグを使用して、取得したスカラー値がメモリーに設定されます。

セッション・ベースの実装により、訪問者情報(スカラー値)はhttpセッションにのみ格納されます。したがって、新しいセッションが始まると、訪問者情報はWebCenter Sitesデータベースではなくアドオン・リポジトリを介して使用可能になります。訪問者のスカラー値の問合せパフォーマンスを最適化するために、新しいレベルのキャッシュが追加されています。

図49-2に、スカラー値の取得のフローを示します。


図49-2 スカラー値の取得のフロー

[image: 図49-2の説明が続きます]











49.3.3 履歴属性値の収集


訪問者のセグメントの計算には履歴属性値も必要になります。セッション中、履歴属性値が周期的に収集されます。

	
履歴属性値を1分間隔でメモリーに収集するには、vdm:recordhistoryタグを使用します。


	
履歴属性値は、ファイル・システムに格納された後、数回に分けてバッチでWebCenter Sitesデータベースに書き込まれます。メモリーが消去され、再度このサイクルが開始されます。

訪問者の履歴属性値を最初にメモリーに収集することによって、コールごとにデータベース接続を取得する必要がなくなります。これらをファイル・システムに格納し、バッチによるデータベースへの保存を可能にすることで、メモリーおよびデータベース接続の使用が最小化され、履歴属性値の可用性が高まります。




履歴属性値がデータベースにコミットされると、「合計および数の計算」に示すように、合計と数の計算が始まります。

図49-3に、履歴属性値のフローを示します。


図49-3 履歴属性値のフロー

[image: 図49-3の説明が続きます]








49.3.4 合計および数の計算


履歴属性値の最初のセットが収集され、データベースに書き込まれると、WebCenter Sitesでは、1分間隔でデータベースを読み込み、合計と数を計算して、その結果をメモリーに格納します。

合計および数のキャッシュによってデータベース問合せが著しく減少するとともに、1分間隔にすることで1分以内の正確な合計と数が計算されます。

図49-4に、合計および数の計算のフローを示します。


図49-4 合計および数の計算のフロー

[image: 図49-4の説明が続きます]








49.3.5 セグメントの計算


この時点で、WebCenter Sitesには訪問者のセグメントを計算するのに十分な情報が保持されています。WebCenter Sitesは、commercecontext:calculatesegmentsタグを使用して次を実行します。

	
メモリー内の訪問者のスカラー値をセグメント・ルール内のものと比較します。


	
データベース内の履歴属性値をセグメント・ルール内のものと比較します。


	
メモリー内の合計と数をセグメント・ルール内の合計または数と比較します。




この比較によって、WebCenter Sitesでは訪問者のセグメントが決定されます。

図49-5に、セグメントの計算のフローを示します。


図49-5 セグメントの計算のフロー

[image: 図49-5の説明が続きます]








49.3.6 推奨されるアセットの表示


訪問者のセグメントを決定した後、WebCenter Sitesでは、commercecontext:getrecommendationsタグを使用して訪問者に最も関心のあるEngageアセットが決定されます。Engageアセットのテンプレートによって、推奨されるアセットが訪問者に表示されます。

さらにパフォーマンスを向上するには、render:overridedepsタグを「依存性の記録」で説明するように使用します。

図49-6に、推奨されるアセットの表示のフローを示します。


図49-6 推奨されるアセットの表示のフロー

[image: 図49-6の説明が続きます]








49.3.7 依存性の記録



render:overridedepsタグを使用して、記録されるSystemItemCacheエントリの数を減らします。ページに記録された既存の依存性をすべて削除して、render:overridedepsタグにより指定された依存性を記録するには、テンプレート(またはCSElement)の、</cs:ftcs>タグの直前にこのタグを挿入する必要があります。使用可能な依存性を次に示します。

	
不明な依存性


	
固有の単一アセットにおける依存性


	
固有のアセット・タイプの不明な依存性




render:overridedeps タグは、次のパラメータを使用します。

	
cid: タイプcのアセットのID。cと組み合せるとアセットのように機能し、cおよびcidによって決定されたアセットに対する依存性を記録します。


	
c: アセットのタイプ。


	
deptype: 依存性のタイプ。




使用するパラメータとその設定方法によって、記録される依存性が決定されます。

	
deptypeのみがunknowndepsに指定および設定されている場合は、render:overridedepsによって不明な依存性が記録されます。


	
cおよびcidの両方が指定されると、render:overridedepsによって、cおよびcidが指定するアセット上の依存性が記録されます。


	
cおよびdeptype='unknowndeps'の両方が指定されると、render:overridedepsによって、cが指定するアセット・タイプ上の不明な依存性が記録されます。


注意:

render:overridedepsは十分注意して使用してください。ページ・キャッシュをフラッシュする唯一の方法は、依存性が記録されているアセットを編集することです。たとえば、単一アセット(またはアセット・タイプ)の依存性を記録している場合は、依存性が記録されているアセットを編集することでキャッシュをフラッシュします。ユーザーは、編集が必要なアセットを把握しておく必要があります。



















第XI部 A/B Testingの実行


この部では、Oracle WebCenter Sites: A/B Testingにおける開発者の役割について説明します。最後には、ROIを測定するための変換の追跡を開発する方法について説明します。

この部の内容は次のとおりです。

	
A/B Testingの開発









